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ナノサイエンス入門◎（１ナ）

Introduction to Nanoscience

1620101

前期

d08b0101@nano.sojo-u.ac.jp

N801　　　　　

櫻木 美菜　田丸 俊一 　池永 和敏 　草壁 克己　　八田 泰三　迫口 明浩　友重 竜一（実務教員
）　米村 弘明　　黒岩 敬太　西田 正志　水城 圭司　井野川 人姿　企業講師１（非常勤）　企
業講師２（非常勤）　　　　　　　　　　　
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 科学技術における化学の分野は、ナノサイズの高機能性物質を創製し、エレクトロニクス、バイオテクノロジー、環境、エ
ネルギー、情報、医療などの幅広い分野で技術革新を実現する一部門として極めて重要である。本講義では、技術者が
幅広く活躍できるナノサイエンスに関する導入部分として化学的要素を基にして概説する。また、担当全教員が本講義
時間帯で同時に、ゼミナール形式の少人数教育を実施し、（ただし、全体講義の回は除く）、1年生がナノサイエンスの世
界に円滑に入れるような動機付け教育を行うとともに、教員とのコミュニケーションを活発にすることを目的とする。なお、
本講義には情報処理教育の情報活用の実践力の内容も含まれている。   ①将来、理工系の研究者・技術者・教員を目
指す学生にとって、基礎的な内容なので深く理解すること。   ②１年生後期からの学生実験から卒業研究までに必要な
基礎知識や実験操作などを学ぶのでしっかりと習得すること。   ③ほとんど毎回、講義内の小テストやレポート提出があ
るので、集中して受講し、提出の期限を守ること。   ④少人数オムニバス講義も組み込まれているので、緊張感を持って
受講すること。  本科目の教員には実務家教員が含まれることから、その前職における超LSIの開発経験を生かし、 半導
体材料等の分野に関しても授業の中で学生たちに教授する。  ＊講義中のテスト・レポートの結果は、適宜学生へフィー
ドバックする。

授業の中で指示する　　　 

　　　 

ナノサイエンス学科で学ぶ化学が社会や産業とどのように関わっているか、具体例を挙げながら説明することができる。

少人数教育を通じて、学生間または教員と積極的にコミュニケーションを取り、意見や質問を表現することができる。

火3

エレクトロニクス　バイオテクノロジー　環境・エネルギー　情報　　医療　　　　　　

連携科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習  
発展科目：化学Ⅱ、化学Ⅱ演習、
全ての専門科目（ナノサイエンス
学科）、卒業研究

対面授業

ナノサイエンス入門◎（１ナ）2022
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2022 ナノサイエンス入門◎（１ナ）

①小テスト(少人数授業)・・・5点x8=40点  毎回の講義での小テストまたは課題レポートを評価する。  
②その他(全体授業)・・・50点  全体講義の際の感想文や、最終回における全体の振り返りをレポートと
して提出する。  ③ポートフォリオ記入・・・10点  第三者的に正当な自己評価を行うこと。教員との評価
と大きく異なる自己過大評価がなされた場合は、大きな減点となる。

2

友重 竜一

 将来の自分の姿を具体的に考え、それに備えるための自ら学ぶ意欲と意志が必要である。締め切りを
厳守する責務が必要である連携科目として、化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、発展科目として化学Ⅱ、化学Ⅱ演
習、その他全ての専門科目（ナノサイエンス学科）、卒業研究が関連している。

ナノサイエンス学科は以下の３つのディプロマポリシー（DP：学位授与の方針）を掲げており、本講義はその全て
に関連する。  DP1【知識･理解】社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身
につけたもの。  DP2【汎用的技能】ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎
力と専門能力を身につけたもの。  DP3【態度･志向性】社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観を
身につけたもの。  本講義は、ナノサイエンス学科の教育目標である「新素材」、「環境」、「バイオ」に関する学際
的で高度な専門知識を教授するために、企業の講師の方と連携しながら、ナノサイエンスに特化した導入教育を
行うことを特徴とする。本講義を通じて、新産業の主軸となるナノテクノロジーを担える幅広い専門知識と技術者
としての倫理観を兼ね備えた人材になるための、基礎的な知識やスキルを習得する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．総合的な評価をするため、小テスト、レポート、ポートフォリオのすべてに真摯に取り組むことが、単位成立の前提条件と
なるので、注意すること。  ２．ナノサイエンス（化学）を学修する意義を学び、今後の専門科目や実験・演習科目に取り組む
ための土台となる必修講義であるため、特別な事由のない遅刻、欠席は認めない。  ３．レポート等の提出物に関して、コピ
ーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為とみなす。  ４．「企業におけるナノサイエンス」「チームビ
ルディング」では、企業から講師を招聘する。企業講師、外部の講師とスケジュールを調整する必要があるため、本学科教
員が担当する少人数授業や全員授業と、企業講師、外部の講師が講演する全員授業の順序を適宜入れ替える可能性
がある。また、企業講師の都合によっては、従来の講義の曜日とは異なる日に講義を行う場合がある。詳細な講義スケジ
ュールについては、別途指示する。

2022 ナノサイエンス入門◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

講義のイントロダクション、ナノサイエンスの魅力

全員授業①  前半：講義のイントロダクションとして、講義の意義と講義の進
め方の説明する。  後半：ナノサインスの魅力を紹介。

講義

予習：ナノサイエンスの化学分野における重要性の調査。  復
習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

2回

研究開発することの魅力と大学院への進学、世界で活躍
するにはどうすればいいの？ー就職するにも力が必要ー

全員授業②  前半：研究開発の魅力と大学院進学の重要性について  後半
：国際交流、就職関連の講義

講義

予予習：研究開発の魅力・大学院進学の重要性についてイ
ンターネット等で事前調査。復習：講義内容の確認と再調査。
レポート作成。

60

テーマ

内容

3回

企業におけるナノサイエンスⅠ

全員授業③  学外・企業の立場からの講義Ⅰ

講義

予習：前回の内容をふまえての企業におけるナノサイエンス
の重要性の調査。復習：講義内容の確認と再調査。レポート
作成。

60

テーマ

内容

4回

企業におけるナノサイエンスⅡ

全員授業④  学外・企業の立場からの講義ⅠI

講義

予習：前回の内容をふまえての企業におけるナノサイエンス
の重要性の調査。復習：講義内容の確認と再調査。レポート
作成。

60

テーマ

内容

5回

チームビルディングI

全員授業⑤  学外講師によるチームビルディング

講義

復習：グループワークにより学んだことをまとめる。

60

テーマ

内容

6回

チームビルディングII

全員授業⑥  学外講師によるチームビルディング

講義

復習：グループワークにより学んだことをまとめる。

60

テーマ

内容

7回

初歩的実験１

少人数授業①  実験設備と実験器具の紹介（実験講義の予習として）

講義、演習  S
GD

予習：ナノサイエンスにおける安全設備や正しい溶液調製法
の重要性の調査。復習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

8回

初歩的実験２

少人数授業②  ナノテクノロジーが拓く有機エレクトロニクス

講義、演習  S
GD

ナノサイエンスにおける有機エレクトロニクスの重要性の調
査。復習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

9回

初歩的実験３

少人数授業③  ナノサイズで作る半導体・電子デバイスの製造プロセスの
紹介

講義、演習  S
GD

予習：ナノサイエンスにおける半導体、電子デバイスの重要性
の調査。復習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

10回

初歩的実験４

少人数授業④  高分子科学・超分子化学とSDGs

講義、演習  S
GD

予習：ナノサイエンスにおける高分子、超分子の重要性の調
査。復習：講義内容の確認と再調査。

60

2022 ナノサイエンス入門◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

初歩的実験５

少人数授業⑤  安全教育（液体と化学）、危険物の取り扱い、クロマトグラフ
ィー（初歩的実験５）

講義、演習  S
GD

予習：ナノサイエンスにおける液体状物質の取り扱いの重要
性の調査。復習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

12回

初歩的実験 ６

少人数授業⑥  発色材料～刺激（光等）によって色が変わる材料～

講義、演習  S
GD

予習：ナノサイエンスにおける発色材料の重要性の調査。復
習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

13回

初歩的実験７

少人数授業⑦  触媒のデザインと液体窒素の安全講習（初歩的実験７）

講義、演習  S
GD

予習：ナノサイエンスにおける触媒のデザインと液体窒素の
取り扱いの重要性の調査。復習：講義内容の確認と再調査。

60

テーマ

内容

14回

情報処理技術

少人数授業⑧  化学分野のコンピューター・ソフトの活用（情報処理技術）

講義、試験、
演習  SGD

予習：ナノサイエンスにおけるコンピューター・ソフトの重要性
の調査。復習：講義内容の確認とソフトを使用した化学式の
描画の練習。

60

テーマ

内容

15回

期末評価

全員授業⑦：まとめI・・・授業の振り返り、レポート（感想文）作成、及びポー
トフォリオの説明・記入方法

講義、演習

予習：ナノサイエンスの内容のまとめと試験対策。復習：ポー
トフォリオの記入・内容の確認。さらに、これまでの学修を自ら
振り返り、次の学修につなげる。

60

2022 ナノサイエンス入門◎（１ナ）
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化学Ⅰ◎（１ナ）

Chemistry I

1620201

前期

ikenaga@nano.sojo-u.ac.jp

N506（池永和敏）　N705（井野川人姿）、N206（西田正志）、N801（櫻木美菜）　
N606（米村弘明）、N701（黒岩敬太）、N406（草壁克己）　　　

池永和敏　米村弘明　草壁克己　黒岩敬太　　西田正志　井野川人姿　櫻木美菜(実務経験)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

40 40 0 10 0 0 10 0 100

化学を利用して新素材開発、環境分野およびバイオ関連分野の研究を進めるナノサイエンス学科における専門課程の
化学の授業が円滑に進むことを目的とする。本講義では、クラスを2つに分割して、化学における基礎を学習するもので
ある。授業はそれぞれ3人の教員が担当して進めること、化学Iに続く化学I演習によって学習した内容に関する問題を解
き、授業内容のフィードバック（問題の模範解答、解説、発展課題など）を行い、理解を深める。この授業を受けることで問
題解決能力と専門能力を身に着ける基礎となる。なお、本講義は基礎的な内容であるが、化学の内容が実務でどのよう
に関わるかについて、実務教員の能力を交えて講義する。

実感する化学上巻　NTS　廣瀬千秋訳　 ISBN4-86043-096-4

実感する化学下巻　NTS　廣瀬千秋訳　 ISBN4-86043-097-2

高校までに学んだ化学を、大学で学ぶ専門化学の基礎知識として高めることができる。

化学の基礎を理解できノートにまとめることができる

主務者（池永和敏：火曜日5限）、
各章の担当者については、第1回目
の講義で紹介する。

単体と化合物、原子の構造　原子量・分子量・式量　化学結合　状態平衡　　酸化と還元　　　　
　　

化学I演習、並びに、基礎物理化
学、基礎プロセス工学、基礎有機
化学、基礎無機化学、基礎分析
化学、基礎高分子科学が関連す
る。

対面授業

化学Ⅰ◎（１ナ）2022

１

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

初歩から学ぶ化学　三共出版　草壁克己ら　　ISBN978-4-7827-0684-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 化学Ⅰ◎（１ナ）

化学Iは、毎回の出席確認レポート（10点）、定期試験（中間試験と期末試験）（80点）、にポートフォリ
オ（10点）を加算して成績を評価する。

7

櫻木美菜

高校で学んだ化学教科書を参考に予習すること。また、2022年実施の共通テスト「基礎化学」の問題
を解いて、予備校などの解説を読んで、勉強しておくこと。

この授業は、ナノサイエンス学科における専門課程の化学の授業（有機化学、無機化学、物理化学、分
析化学、高分子化学、プロセス工学）に関連する授業であるため、確実に履修をすることが望ましい。こ
の授業を受けることで学科DPにある問題解決能力と専門能力を身に着ける基礎となる。



学修上の
注意

(SBOs)

最初の授業において、クラス分けテストを行い、それによって分けられたAクラスとBクラスは授業を受ける教室と教員が異
なるので注意すること。この講義では出席としてレポート等を課す場合があり、提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（
ひょうせつ）は、不正行為とみなす。

2022 化学Ⅰ◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業内容  化学の常識

シラバスの説明  授業方法の説明  クラス分けテスト  化学ウォーミングアッ
プ（数値の表現、SI単位、ｐHと対数、有効数字、単体と化合物）

講義

高校化学を予習すること。  クラス分けテストの内容について
復習すること。  単位について予習すること。  電卓を用いた
指数対数計算の方法を習熟するために復習すること。

30

対面授業

テーマ

内容

2回

原子を理解する。

原子と電子軌道（原子の構造、同位体、原子の電子配置、元素の周期表、
周期律）

講義

原子について予習すること。電子軌道について復習すること

30

対面授業

テーマ

内容

3回

イオン、金属を理解する

イオンとイオン結合（イオン、原子とイオンの大きさ、イオン結合等）、金属と
金属結合

講義

イオンについて予習すること。イオン化エネルギーと電子親和
力について復習すること

30

対面授業

テーマ

内容

4回

分子を理解する

分子と共有結合（共有結合、電子式、分子構造、配位結合等）

講義

分子について予習すること。水素結合が関係する水の特異な
性質について図書館で調べる。

30

対面授業

テーマ

内容

5回

原子量を理解する

原子と分子の質量（原子量とアボガドロ数、分子量、式量、物質量、モル等）
、化学反応式、化学反応の量的関係

講義

質量について予習すること。濃度の換算法について復習する
こと

30

対面授業

テーマ

内容

6回

物質の状態変化

物質の変化（物質の三態、熱運動、相変化、状態図、状態平衡、融解熱、蒸
発熱、融点、沸点)

講義

水の密度について予習すること。有機化合物について復習す
こと

30

対面授業

テーマ

内容

7回

気体の法則

気体の化学（圧力、気体分子、状態方程式、混合気体、理想気体、実在気体
）

講義

気体について予習すること。実在気体（高圧の気体）の状態
方程式について図書館を利用して調べる。

30

対面授業

テーマ

内容

8回

中間テスト

中間テスト

講義＋試験

これまでに習った内容について学習すること

60

対面授業

テーマ

内容

9回

液体の化学

液体の化学（蒸気圧、溶解度、沸点、融点、上昇等）

講義

液体について予習すること。物質の特性について調べること

30

対面授業

テーマ

内容

10回

固体の化学

固体の化学（結晶構造、種々の結晶（金属結晶、イオン結晶、共有結合結晶
）、単位格子、結晶格子、アモルファス、半導体、分子軌道

講義

固体について予習すること。半導体について図書館を利用し
て調べること

30

対面授業

2022 化学Ⅰ◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

反応速度

反応速度と平衡（反応速度式、活性化エネルギー、平衡）

講義

反応について予習すること。反応速度定数の概念を理解する
ために復習すること

30

対面授業

テーマ

内容

12回

電離とpH

水の電離と水素イオン（電離、酸と塩基、pH)

講義

pHについて予習すること。ルイス酸塩基について図書館を利
用して学習すること

30

対面授業

テーマ

内容

13回

中和反応

中和（酸・塩基中和反応、塩の分類、滴定、pH計算）

講義

中和について予習すること。弱酸、強塩基水溶液の混合とそ
のｐH計算について復習すること

30

対面授業

テーマ

内容

14回

酸化還元

酸化と還元（酸化数、金属のイオン化傾向等）

講義

酸化について予習すること。電気化学的酸化と還元について
図書館を利用して学習すること

30

対面授業

テーマ

内容

15回

最終テスト

最終テスト

講義＋試験

中間テスト以降の学習内容を十分に理解すること

60

対面授業

2022 化学Ⅰ◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

化学Ⅰ演習◎（１ナ）

Exercise in Chemistry I

1620301

前期

ikenaga@nano.sojo-u.ac.jp

N506（池永和敏）、　N705（井野川人姿）、N206（西田正志）、N801（櫻木美菜）
　N606（米村弘明）、N701（黒岩敬太）、N406（草壁克己）　　　

池永和敏　米村弘明　草壁克己　黒岩敬太　　西田正志　井野川人姿　櫻木美菜(実務経験)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

化学の基礎を学ぶ化学Iの授業に連結して行う演習科目である。毎回、与えられた課題を時間内に解く。解けなかった問
題については、課題として次週に提出する。基礎化学を理解し、その演習を解くことによって、専門能力を高めるための基
盤となり、問題解決能力の向上につながる。毎回、全員の演習回答内容を教員がチェックすることで、フィードバック（問
題の模範解答、解説、発展課題など）を行う。なお、本講義は基礎的な内容であるが、化学の内容が実務でどのように関
わるかについて、実務教員の能力を交えて講義する。

化学と物理の基礎の基礎がよくわかる本　文芸社　飯出良朗　 978-4835541426

　　　 

高校までに学んだ化学問題から発展し、専門化学につなげることができる基礎問題を解くことができる

化学の演習を通じて、大学で必要な化学についての問題解決法を理解できる

主務者（池永和敏：火曜日5限）、
各章の担当教員については、第1回
で紹介する。

単体と化合物、原子の構造　原子量・分子量・式量　化学結合　状態平衡　　酸化と還元　　　　
　　

化学I、並びに、基礎物理化学、
基礎分析化学、基礎有機化学、
基礎無機化学、基礎プロセス工
学、基礎高分子科学が関連する
科目

対面授業

化学Ⅰ演習◎（１ナ）2022

１

2

必修

初歩から学ぶ化学　三共出版　草壁克己ら　　ISBN978-4-7827-0684-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 化学Ⅰ演習◎（１ナ）

演習科目であり、授業ごとに課される課題を解答レポートとして提出し、それがすべてそろった段階で、
内容を精査して点数を出し（90点）、ポートフォリオの点（10点）を加えて成績とする。

12

櫻木美菜

高校で用いた化学教科書の内容を予備知識として持つ。また、2022年実施の共通テストの「基礎化学
」を解いて、予備校などの解説を読み、高校化学の復習をしておくこと。

化学I演習は化学の基礎を理解するための演習であり、ナノサイエンス学科の専門課程の授業を受け
るため、あるいは高学年で研究室配属で卒業研究をするために必須の課題解決型演習である。基礎化
学を理解し、その演習を解くことによって、学科のDPである専門能力を高めるための基盤となり、問題
解決能力の向上につながる。



学修上の
注意

(SBOs)

体調不良などの理由で欠席をする場合には、かならず教員の指示に従い、演習の解答レポートを速やかに提出すること。
これは演習科目であるために原則として全部出席すること。演習解答をそのままコピーアンドペーストすることなどの剽窃
（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。解答の内容について教員が再質問を行う。グループに分けて問題を解くことは
行わないが、場合によってはグルーブディスカッションも課す。

2022 化学Ⅰ演習◎（１ナ）

13



回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業の説明  化学基礎の基礎

シラバスの説明  授業の進め方に対する説明  レポート提出のほうほうにつ
いて説明  化学ウォーミングアップについての演習

講義＋演習

高校教科書を読む  化学ウォーミングアップについての解け
なかった問題の内容について復習

30

対面授業

テーマ

内容

2回

原子

原子と電子軌道についての演習

演習

原子と電子軌道について解けなかった問題の内容について
復習

30

対面授業

テーマ

内容

3回

イオン

イオンとイオン結合についての演習

演習

イオンとイオン結合について解けなかった問題の内容につい
て復習

30

対面授業

テーマ

内容

4回

分子

分子と共有結合についての演習

演習

分子と共有結合について解けなかった問題の内容について
復習

30

対面授業

テーマ

内容

5回

質量

原子と分子の質量についての演習

演習

原子と分子の質量について解けなかった問題の内容につい
て復習

30

対面授業

テーマ

内容

6回

物質の変化

物質の変化についての演習

演習

物質の変化について解けなかった問題の内容について復習

30

対面授業

テーマ

内容

7回

気体

気体の化学についての演習

演習

気体の化学について解けなかった問題の内容について復習

30

対面授業

テーマ

内容

8回

中間テスト確認

中間テスト(化学I)の解説

講義

中間テスト(化学I)の解けなかった問題の内容について復習

40

対面授業

テーマ

内容

9回

液体

液体の化学についての演習

演習

液体の化学について解けなかった問題の内容について復習

30

対面授業

テーマ

内容

10回

固体

固体の化学についての演習

演習

固体の化学について解けなかった問題の内容について復習

30

対面授業

2022 化学Ⅰ演習◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

反応速度

反応速度と平衡についての演習

演習

反応速度と平衡について解けなかった問題の内容について
復習

30

対面授業

テーマ

内容

12回

電離とpH

水の電離と水素イオンについての演習

演習

水の電離と水素イオンについて解けなかった問題の内容に
ついて復習

30

対面授業

テーマ

内容

13回

中和

中和についての演習

演習

中和について解けなかった問題の内容について復習

30

対面授業

テーマ

内容

14回

酸化還元

酸化と還元についての演習

演習

酸化と還元について解けなかった問題の内容について復習

30

対面授業

テーマ

内容

15回

最終テスト確認

最終テスト(化学I)の解説

講義

最終テスト(化学I)において解けなかった問題の内容につい
て復習

40

対面授業

2022 化学Ⅰ演習◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎分析化学◎（１ナ）

Basic Analytical Chemistry

1620801

前期

nishida@nano.sojo-u.ac.jp

N206　　　　　

西田 正志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 30 0 36 0 0 10 24 100

分析化学の目的は、物質がどのような原子からできており、その元素の含有量や組成についての知見を得ることにある。
この目的を達成するために必要なさまざまな化学的，物理的手段について学ぶことが分析化学の課題である。本講義で
は分析化学の根幹をなす溶液内化学反応についての理解を目標に、質量濃度やモル濃度、化学反応式を用いた化学
変化と物質の質量の関係、溶液内平衡反応と平衡定数、酸・アルカリの解離平衡とpH、溶解平衡を用いる分析方法と
各種計算について、解説と演習を行う。また、本講義の内容は危険物取扱者の化学の内容を含む。  通常回の演習の解
答はWebclass利用して学生にフィードバックし、さらにまとめ演習では講義時間内で演習解答のチェックを実施して学
生へフィードバックする。

　　　 

　　　 

溶液濃度について理解し、所望の濃度の溶液の調製に必要な採取量を計算できる。

平衡反応とくに酸・塩基平衡反応を理解し、平衡状態の計算（例：平衡濃度、ｐH、緩衝溶液）ができる。

水３、金５

質量濃度とモル濃度　平衡反応と平衡定数　酸塩基平衡（ｐＨ、緩衝溶液）　化学反応式　　溶解平
衡　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習  
関連科目：分析化学、化学実験
操作法  発展科目：環境計測学、
先端科学実習Ⅲ、先端科学実習
Ⅳ、卒業研究

対面授業

基礎分析化学◎（１ナ）2022

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

ステップアップ大学の分析化学　裳華房　齋藤勝裕･藤原学 　　

演習問題集のテキストを作成し配布する　　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎分析化学◎（１ナ）

講義に11回以上出席し、かつ定期試験にて6割以上の正答率を示した者について、以下の基準で評価
する。  １．定期試験：１５回目に実施する筆記テストを定期試験とする。30点  ２．レポート：演習問題集の
指定した解答を提出する。合計36点  ３．その他：演習回にて与えた問題の解答を提出する。合計24点 
 ４．ポートフォリオ：学習到達度レポートを提出する。10点

17

1.ほぼ全てのテーマで計算を要求するので、化学計算に対して、興味を持つことが必要。小テストと定
期試験に際して関数電卓を使えることが必須。  2.化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、の内容を理解していることを前
提とした内容を含むので必要に応じて復習を行うこと。

「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけ
たもの」に関連する科目である。基礎分析化学はナノサイエンスの全ての分野の技術者・研究者に必
要な汎用的な基礎学力を身につける科目である。



学修上の
注意

(SBOs)

１．対面講義で実施する。実施方法についてはWebclassおよび第1回オリエンテーションで詳細を説明する。  ２．同時期
開講の「化学Ⅰ・化学Ⅰ演習」の理解を前提とした内容もあるので、必要に応じて復習を行うこと。  ３．第1回オリエンテー
ションで演習問題集を配布する。ほぼ毎時間演習問題を解答させて理解度を確認するので、問題には必ず回答すること
。  ４．演習問題のほとんどが計算問題となるので、関数電卓（指数・対数計算、べき乗の入力ができるもの）を必ず用意す
ること。  ５．提出物は必ず提出すること。また提出物は指定した期限内のみ受け取り、それ以外は受け付けない。  ６．課題
等のコピー＆ペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみなします。

2022 基礎分析化学◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・有効数字と位取り

分析化学とは、到達度目標について、履修上の注意などの説明。有効数字
と位取りについて説明と演習を行う。

講義と演習

【予習】シラバスの内容に目を通しておく。  【復習】講義中に
説明した内容、配布した資料を確認する。

30

対面授業

テーマ

内容

2回

溶液と濃度（１）

溶質と溶媒、質量濃度について解説する。試薬の採取量や質量濃度の計算
に関する解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.1-p.2, p.11-
p.14を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

3回

溶液と濃度（２）

物質量を用いる濃度について解説する。試薬の採取量やモル濃度を計算す
る演習、質量濃度とモル濃度の換算に関する解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.11-
p.14の内容を確認しておく。  【復習】講義中に実施した演習
問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

4回

溶液と濃度（３）

濃強酸試薬の取り扱いと強酸水溶液の調製法計算について解説と演習を
行う。

講義と演習

【予習】教科書p.11-
p.14の内容を確認しておく。  【復習】講義中に実施した演習
問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

5回

溶液と濃度（まとめ演習）

講義2回～4回のまとめ演習を行う。

演習

【予習】講義6回～7回の内容を確認しておく。  【復習】講義中
に実施した演習問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

6回

平衡反応（1）

化学反応式の書き方を確認すると共に、化学平衡と平衡定数について解説
し、化学反応式と平衡定数の関係を演習で学ぶ。

講義と演習

【予習】教科書p.21-
p.25を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

7回

平衡反応（2）

溶解平衡や酸塩基平衡を想定したさまざまな系での平衡濃度の計算を演
習で学ぶ。

講義と演習

【予習】教科書p.21-
p.25を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

8回

平衡反応(まとめ演習）

講義6回と7回のまとめ演習を行う。

講義と演習

【予習】講義6回～7回の内容を確認しておく。  【復習】講義中
に実施した演習問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

9回

酸・塩基（1）

酸・アルカリの定義、酸塩基解離定数、ｐHの定義について解説と演習を行
う。

講義と演習

【予習】教科書p.31-
p38を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

10回

酸・塩基（2）

強酸・強塩基、弱酸・弱塩基溶液のｐHについて酸解離定数からの理論計
算の解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.31-
p.38を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

2022 基礎分析化学◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

酸・塩基（3）

塩の加水分解、緩衝溶液について、任意のｐH緩衝溶液の調製方法の解説
と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.31-
p.38を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

12回

酸・塩基（まとめ演習）

講義9回～11回のまとめ演習を行う。

演習

【予習】講義9回～11回の内容を確認しておく。  【復習】講義
中に実施した演習問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

13回

容量分析(1)

容量分析法の理論、標準溶液の調製と標定についての解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.40-
p.47を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

14回

容量分析(2)

中和滴定法の実験例に基づく定量計算方法の解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.40-
p.47を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

15回

まとめ・テスト

総評、今後の講義との関連の解説、単位認定に関する確認、ポートフォリオ
について、筆記テスト

講義とテスト

【予習】講義中に実施した演習問題の全ての内容を確認する
。必要に応じて再度解き直す。

60

対面授業

2022 基礎分析化学◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎環境生物科学（１ナ） 1621201

前期

d08b0101@nano.sojo-u.ac.jp

N801　　　　　

櫻木 美菜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 50 40 0 0 0 10 0 100

本科目では、生命の仕組み、生命現象に関する知識を習得する。1.細胞と生命体を構成する物質、2.生命体の受精と成
長、3.光合成と窒素同化、4.遺伝のしくみと遺伝病についての4部構成で授業を行う。本講義により、生命現象の基礎的
な原理を理解し、研究活動に貢献できる人材を育てることを目標としている。学科SALCを利用し、予習復習をしっかり行
うよう心がけること。  授業では、各項目ごとに小テストを4回行い、小テストに関する問題の解説を行う。小テストの合計
点が低かったものは、期末テスト実施前に補講・再テストを行うことがある。

大学生物学の教科書第1巻 細胞生物学　講談社　D.サダヴァ　 9784062576727

大学生物学の教科書第2巻 分子遺伝学　講談社　D.サダヴァ　 9784062576734

細胞の構造、構成物質について説明することができる

生命体の受精と成長について説明することができる

光合成の仕組みについて説明することができる

遺伝について説明することができる

火曜日昼休み 学修上の注意の欄を
参照

細胞　DNA　光合成　受精　　遺伝　　　　　　

1年 化学I、化学II、基礎環境生
物学  2年 生化学I  3年 生化学
II

遠隔授業

基礎環境生物科学（１ナ）2022

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・生物学

やさしい基礎生物学第2版　羊土社　南雲保 編著　　9784758120203

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

大学生物学の教科書第3巻 分子生物学　講談社　D.サダヴァ　 9784062576741
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎環境生物科学（１ナ）

4回の小テスト、定期試験の合計点で成績評価を行う。

22

専門用語が多い科目であるため、授業中に新しい用語が次々と出てくる。予め教科書を読み、用語を理
解した上で授業を受講すること。授業終了後は、復習を行い、理解度を深めること。

ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるために必要な知識の一つである、生物学に
関する授業である。本科目では、ナノサイエンス学科で学ぶ化学に加え、生物学的な視点から多種多
様な問題を解決することができるように訓練を行う。



学修上の
注意

(SBOs)

教員が配布する教材と教科書「やさしい基礎生物学」を使用する。小テストの正解率が低い者を対象に講義期間内の補
習あるいはレポート課題を追加する場合がある。  試験中に携帯電話を見たり、他人の答案用紙を見る、レポートで他人の
文章の剽窃を行うなど、不正と疑われる行為を行なった場合、単位を与えない場合があるので、怪しい行動をしないよう
注意すること。  オフィスアワーの時間に対面での質問を希望する場合は、あらかじめメールにて連絡してください。オフィ
スアワーの時間帯に、Teamsのチャットなどでの質問も受け付けます。そのほか、メールでの質問も受け付けます。

2022 基礎環境生物科学（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

シラバスについての説明、生物学に対する近年の話題と、生物の誕生、進化
、生態系、生物多様性について紹介する。

講義

講義で配布した資料を読み直し、理解できなかった点を調べ
る。予習として、教科書p,12-
26を読み、わからない語句を予め調べておく。

30

テーマ

内容

2回

細胞の構造と生命誕生

細胞の構造、機能について学ぶ。（教科書p,12-26)

講義

授業で取り扱った細胞の構造と機能について、再度復習し、
用語を覚える。予習として、教科書p,27-
42を読み、わからない語句を予め調べておく。

60

テーマ

内容

3回

生命体を構成する物質

生体を作る分子（アミノ酸、タンパク質、核酸、塩基配列、脂質、ビタミン、ミネ
ラル、白血球などの血液成分）について学ぶ。（教科書p,27-42)

講義

生体を作る分子の構造式やそれぞれの役割について、授業
で取り扱った内容を復習する。

120

テーマ

内容

4回

前半：演習  後半：小テスト解説

前半に、細胞の構造と生命誕生、生命体を構成する物質についての演習問
題を行なった後、後半に、この範囲の小テストを行う。

講義

授業中に解いた演習問題を解き直し、解けなかった部分をま
とめる。予習として、教科書p,97-
101を読み、わからない語句を予め調べておく。

60

テーマ

内容

5回

生命体の受精と成長1

講義の実施方法の説明を行う。  生殖の仕組みについて学ぶ。(教科書p,97
-101)

講義

授業で取り扱った、生殖細胞の減数分裂について理解する。
予習として、教科書p,102-
108を読み、わからない語句を予め調べておく。

60

テーマ

内容

6回

生命体の受精と成長2

動植物の受精と発生について学ぶ。(教科書p,102-108)

講義

授業で取り扱った、ウニの発生、ショウジョウバエの体軸の決
定、体節の分化について復習する。予習として、教科書p,108
-112を読み、わからない語句を予め調べておく。

60

テーマ

内容

7回

生命体の受精と成長3

アポトーシスと個体の老化について学ぶ。(教科書p,108-112)

講義

授業で取り扱った、アポトーシスとネクローシスの違い、個体
の老化について復習する。小テストに備え、生命体の受精と
成長で学んだ内容を復習する。

120

テーマ

内容

8回

前半：小テスト  後半：光合成1

生命体の受精と成長について小テストを行う。  後半は光合成の仕組みにつ
いて学ぶ。(教科書p,73-78)

講義

講義で取り扱った、光合成の原理について復習する。予習と
して、教科書p,70-
82を読み、わからない語句を予め調べておく。

60

テーマ

内容

9回

光合成2

光合成の仕組みと植物の進化、光合成と環境（環境の変化における光合成
と呼吸の関係性）について学ぶ(教科書p,70-82)。

講義

授業で取り扱ったC4植物とCAM植物の光合成の仕組み、
異なる環境下における光合成の違いを理解する。

60

テーマ

内容

10回

光合成のまとめ

光合成の総括を行う。

講義

小テストに備え、講義資料と教科書を読み返し、授業内容で
取り扱った演習問題を解き直す。

120

2022 基礎環境生物科学（１ナ）

24



回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

前半：光合成の小テスト  後半：遺伝1

光合成の小テストを行う。  後半に遺伝の仕組みについて学ぶ。(教科書p,1
39-146)

講義

講義資料と教科書を読み返し、授業内容を復習し、ノートにま
とめる。予習として、教科書p,147-
157を読み、わからない語句を予め調べておく。

60

テーマ

内容

12回

遺伝2

遺伝の仕組みと遺伝病について学ぶ。(教科書p,147-157)

講義

授業で取り扱った遺伝の仕組みについて復習し、理解を深め
る。

60

テーマ

内容

13回

遺伝のまとめ

遺伝の仕組みと遺伝病について、総括を行い、演習課題を解く。

講義

授業中で解説した演習問題を解き直し、小テストに備える。

120

テーマ

内容

14回

前半：遺伝の小テスト  後半：まとめ

遺伝の仕組みと遺伝病について小テストを行う。  後半に、講義で取り扱っ
た内容の復習として演習問題を行う。

講義

授業中で解説した演習問題を解き直し、定期試験に備える。

60

テーマ

内容

15回

前半：定期試験  後半：全体の振り返り

前半に、定期試験、  後半に、全体の振り返りを行う。

講義

これまでの授業ノート、講義資料を見直し、何を学んだかまと
める。また、ポートフォリオを各自入力し、振り返りを行う。

180

2022 基礎環境生物科学（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎化学実験ⅠＡ◎（２ナ）

Fundamental Chemical Experiments Ⅰ

1621301

前期

sakoguti@nano.sojo-u.ac.jp

N306　N705　　　　

迫口 明浩　井野川 人姿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 30 60 10 0 100

【共通】   基礎化学実験Ⅰでは、化学における主要な分野の中、物理化学と無機化学に関する基礎的な実験を通じて、
化学実験の基本操作の修得と得られた実験データのまとめ方や発表方法について学ぶ。   本授業での目的を達成する
ために、 成果発表（口頭・実技）と作品（実験ノート）の結果に対する講評を適宜行い、学生へフィードバックする。  【物理
化学分野】   吸着平衡特性に関する実験と理論的考察を通じて「固体表面とは何か」を学ぶ課題解決（PBL）型実験科
目である。水溶液中での固体表面が関与する吸着現象を取り上げて、この現象の平衡状態を実験的に明らかにし、コン
ピュータを用いて得られたデータを解析することによってこの現象のメカニズムを議論する。少人数のグループで話し合
った実験手順で協力して実験を行い、得られたデータの解析も行う。さらに、これらの結果をグループごとに発表する。物
理化学に関する講義で学ぶ物質の状態、物質間の相平衡、化学平衡およびエネルギー変換などに関する理論を、基礎
化学実験Ⅰでは体験的に学ぶ。  【無機化学分野】   結晶の合成を通じて「結晶とは何か」を学ぶ課題解決（PBL）型実
験科目である。学生は少人数の班に分かれ、「美しくて大きな結晶」あるいは「美しくて小さな結晶」を作製し、その美しさ
および大きさ（あるいは小ささ）を競う。材料の選定や、合成手順について、各班が自ら立案する。「美しい」「大きい」ある
いは「小さい」といったコンセプトに基づいて、自身で理論や仮説を展開し、実験によりそれを検証することで、技術者に
必要な論理性を養う。また、Roll-
Playing形式を採用し、班で協力しての作業やプレゼンテーションから、コミュニケーション能力や、チームワーク（状況把
握、指示、情報共有、とりまとめ等に関する）能力、プレゼンテーション能力を養うと共に、自身の個性（長所・武器）の認
識力を養う。

　　　 

　　　 

【物理化学分野】吸着平衡に関する実験と理論について説明できる。

【無機化学分野】結晶の生成と成長について説明することができる。

昼休み、学科SALCの時間

吸着平衡　吸着等温式によるデータ解析　無機材料合成　結晶　　電子顕微鏡　　　　　　

【物理化学分野】   基礎科目：化
学実験操作法、化学Ｉ, 化学I演
習, 化学II, 化学II演習,   連携科
目：物理化学   発展科目：応用
物理化学、基礎プロセス工学、分
離科学工学  【無機化学分野】   
基礎科目：化学実験操作法、化
学Ｉ, 化学I演習, 化学II, 化学II
演習,   連携科目：基礎無機化学
   発展科目：無機化学,材料組織
学

対面授業

基礎化学実験ⅠＡ◎（２ナ）2022

2

1

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学実験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

担当教員が作成した実験企画書　　　　

続 実験を安全に行うために 第４版　化学同人　化学同人編集部　 9784759818345
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評価明細
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実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎化学実験ⅠＡ◎（２ナ）

【共通】   成果発表（口頭・実技、30点）と作品（実験ノート、60点）の結果により判定する。  ポートフォリ
オに記入された授業の振り返り（10点）を成績評価に加味する。  【物理化学分野】   実験中の質疑応
答および最終日のデータ解析についてのプレゼンテーションを「成果発表」として評価する。  【無機化
学分野】   全ての実験が終了した後、各自、実験ノートを作品として提出する（実験ノートを「作品」とし
て評価する）。※ここで提出されるべき実験ノートとは、実験に関する数値等をメモ書きした程度のもの
ではなく、実験の目的や使用器具、試薬（MSDSを確認し必要に応じて注意事項を記入すること）、実
施した操作や秤量値などの実験に関する数値（単位含む）、得られた結果やそれに関する考察、結論等
について、文章で記載されたもの（すなわち、そのままレポートとして提出できるレベルのもの）を示す。  
実験ノートの記入方法について、化学実験操作法のテキストを参照すること。実験方法に関する口頭諮
問および最終日のプレゼンテーションを「成果発表」として評価する。また、作製した結晶の美しさ・大き
さ・小ささに関して、「作品」として評価する。

27

【物理化学分野】   化学実験操作法（1年後期）で修得した基本操作、すなわち固体や液体の秤量、秤
量器具の取り扱い、中和滴定を復習し、基礎化学実験Ⅰでも実践できるように準備しておくこと。また、
実験で用いる試薬の危険性をSDSで調べ、安全に実験を行うことができるようにしておくこと。さらに、
実験後の廃液および廃棄物を適切に処理できるようにしておくこと。  【無機化学分野】   「結晶」「結晶
の核」「核生成」「核成長」について、図書館にある「固体化学」や「無機化学」に関する書物を読んで、
事前に予習しておくことが望ましい。また、電子顕微鏡を操作するため、電子顕微鏡の基本原理や、利
用目的（光学顕微鏡との違い）について、図書館にある関連書物を利用してまとめておくこと。

【物理化学分野】および【無機化学分野】   次に示すナノサイエンス学科の３つのディプロマポリシー（学位授与
の方針）に関連する。   １．【知識･理解】社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能
力を身につけたもの。   ２．「【汎用的技能】ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用
的基礎力と専門能力を身につけたもの。」   ３．【態度･志向性】社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫
理観を身につけたもの。   すなわち、課題を解決するための手段を自ら提案する点で、１の「問題解決能力」の育
成に特に関連する。また、平衡状態の測定、コンピュータを用いたデータ解析、無機材料の合成、電子顕微鏡など
の機器操作、プレゼンテーションに取り組む点で２の「汎用的基礎力と専門能力」の育成に関連する、さらに、チー
ムワークで取り組む点から「社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観」の育成に関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

【共通】   化学実験操作法のテキストを毎回持参し、必要な操作（MSDSの確認、試薬の取り扱い、秤量、廃液の処理、実
験ノートの記入など）について確認すること。   実験科目であるため、全ての回に参加することが単位認定の前提とする。 
  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。同じ班の人と数値な
どのデータを共有することは認められますが、結果や考察など「自分の言葉で書くべき文章」の剽窃は認められません。  
【物理化学分野】   学科SALCを積極的に利用し、予習を十分行い、安全と環境に配慮した実験を行うこと。   実験の手
順をグループ内で共有し、協力して実験を行うこと。  【無機化学分野】   学科SALCを積極的に利用し、自分たちが提案
する結晶作製方法の妥当性や安全性について、ファシリテーターと一緒に確認すること。実際に実験に取り掛かる日（開
始から２日目）の前日までに、担当教員と面談し、自身が提案する結晶作製方法について報告すること（この面談を諮問
とし、その内容を「成果発表（諮問）」として評価する。）その他、詳細については実験開始日（１日目）に配布するテキスト（
実験の概要を説明する企画書）をよく読み、担当教員の指示に従うこと。

2022 基礎化学実験ⅠＡ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【物理化学分野１】  実験の概要と原理の理解

オリエンテーションおよび吸着平衡について説明した後、班に分かれて実験
に用いる試薬や器具や実験手順を調べる。また、吸着量の求め方を調査す
る。

講義  実習  P
BL

(予習)  中和滴定  (復習)  実験手順などを実験ノートにまと
める。

120

テーマ

内容

2回

【物理化学分野２】  吸着平衡実験（前半）

中和滴定のための水酸化ナトリウム水溶液（2種類）の調製と塩酸標準溶液
を用いた濃度の決定。  濃度の異なる酢酸水溶液（5種類）の調製と中和滴
定による初濃度の測定。  酢酸水溶液に活性炭を投入し、保管する。

実験  PBL

(予習)  SDSによる試薬の調査  電子天秤の操作  溶液の調
製法  中和滴定  (復習)  実験ノートの整理

120

テーマ

内容

3回

【物理化学分野３】  吸着平衡実験（後半）

ろ過により活性炭を除去し、得られたろ液の酢酸濃度（平衡濃度）を中和滴
定で測定する。  吸着量を求める。

実験  PBL

(予習)  ろ過の操作  中和滴定  吸着量の求め方  (復習)  実
験ノートの整理

120

テーマ

内容

4回

【物理化学分野４】  実験データの解析、実験結果と
考察の発表

Excelを用いてデータの整理と解析を行う。  吸着量と平衡濃度の関係をプ
ロットして吸着等温線を描き、吸着現象の特徴について考察する。また、ラン
グミュアの吸着機構に基づくデータ解析を行う。  以上の結果を班ごとに発
表する。 実習  PBL

(予習)  Excelの基本操作（とくに、作図、近似曲線の追加、
最小二乗法など）  (復習)  他のグループの発表内容から良
いところを学ぶ。

120

テーマ

内容

5回

【無機化学分野１】  結晶の（核）生成と成長

オリエンテーションおよび結晶について説明した後、班に分かれて結晶作製
の手順や使用機器（電子顕微鏡等）に関して調査する。

講義  実習  P
BL  R-P

（予習）結晶の定義について事前に調べてくること。  （復習）
結晶の作製方法について調査すること。（次回までに担当教
員と面談し、実験手順に関する諮問を受けること。）

120

テーマ

内容

6回

【無機化学分野２】  結晶の作製

提案した手順に基づき、結晶を作製する。結晶の合成、分離、回収操作。

実験  PBL  R-
P

（予習）実験手順をフローチャートにまとめてくること。  （復習
）実験ノートの整理

120

テーマ

内容

7回

【無機化学分野３】  結晶の評価

種々の評価方法を用いて結晶を評価する。光学顕微鏡および走査型電子顕
微鏡による形態観察、微構造評価。

実験  PBL  R-
P

（予習）電子顕微鏡の原理や光学顕微鏡との違いについて
調べること。  （復習）実験ノートの整理。プレゼンテーションの
準備。

120

テーマ

内容

8回

【無機化学分野４】  結晶の審査（プレゼンテーション
）

自身が作製した結晶についてプレゼンテーションを実施する。各班の結晶を
、美しさ・大きさ・小ささに基づいて審査する。

実習  PBL  R-
P

（予習）プレゼンテーションの準備。スライドを作成するのみで
なく、発表の練習をしてくること。  （復習）ポートフォリオの目
標到達度を記入し、実験を振り返ること。

120

2022 基礎化学実験ⅠＡ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎化学実験ⅠＢ◎（２ナ）

Fundamental Chemical Experiments Ⅰ

1621302

前期

sakoguti@nano.sojo-u.ac.jp

N306　N705　　　　

迫口 明浩　井野川 人姿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 30 60 10 0 100

【共通】   基礎化学実験Ⅰでは、化学における主要な分野の中、物理化学と無機化学に関する基礎的な実験を通じて、
化学実験の基本操作の修得と得られた実験データのまとめ方や発表方法について学ぶ。   本授業での目的を達成する
ために、 成果発表（口頭・実技）と作品（実験ノート）の結果に対する講評を適宜行い、学生へフィードバックする。  【物理
化学分野】   吸着平衡特性に関する実験と理論的考察を通じて「固体表面とは何か」を学ぶ課題解決（PBL）型実験科
目である。水溶液中での固体表面が関与する吸着現象を取り上げて、この現象の平衡状態を実験的に明らかにし、コン
ピュータを用いて得られたデータを解析することによってこの現象のメカニズムを議論する。少人数のグループで話し合
った実験手順で協力して実験を行い、得られたデータの解析も行う。さらに、これらの結果をグループごとに発表する。物
理化学に関する講義で学ぶ物質の状態、物質間の相平衡、化学平衡およびエネルギー変換などに関する理論を、基礎
化学実験Ⅰでは体験的に学ぶ。  【無機化学分野】   結晶の合成を通じて「結晶とは何か」を学ぶ課題解決（PBL）型実
験科目である。学生は少人数の班に分かれ、「美しくて大きな結晶」あるいは「美しくて小さな結晶」を作製し、その美しさ
および大きさ（あるいは小ささ）を競う。材料の選定や、合成手順について、各班が自ら立案する。「美しい」「大きい」ある
いは「小さい」といったコンセプトに基づいて、自身で理論や仮説を展開し、実験によりそれを検証することで、技術者に
必要な論理性を養う。また、Roll-
Playing形式を採用し、班で協力しての作業やプレゼンテーションから、コミュニケーション能力や、チームワーク（状況把
握、指示、情報共有、とりまとめ等に関する）能力、プレゼンテーション能力を養うと共に、自身の個性（長所・武器）の認
識力を養う。

　　　 

　　　 

【物理化学分野】吸着平衡に関する実験と理論について説明できる。

【無機化学分野】結晶の生成と成長について説明することができる。

昼休み、学科SALCの時間

吸着平衡　吸着等温式によるデータ解析　無機材料合成　結晶　　電子顕微鏡　　　　　　

【物理化学分野】   基礎科目：化
学実験操作法、化学Ｉ, 化学I演
習, 化学II, 化学II演習,   連携科
目：物理化学   発展科目：応用
物理化学、基礎プロセス工学、分
離科学工学  【無機化学分野】   
基礎科目：化学実験操作法、化
学Ｉ, 化学I演習, 化学II, 化学II
演習,   連携科目：基礎無機化学
   発展科目：無機化学,材料組織
学

対面授業

基礎化学実験ⅠＢ◎（２ナ）2022

2

1

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学実験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

担当教員が作成した実験企画書　　　　

続 実験を安全に行うために 第４版　化学同人　化学同人編集部　 9784759818345
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎化学実験ⅠＢ◎（２ナ）

【共通】   成果発表（口頭・実技、30点）と作品（実験ノート、60点）の結果により判定する。  ポートフォリ
オに記入された授業の振り返り（10点）を成績評価に加味する。  【物理化学分野】   実験中の質疑応
答および最終日のデータ解析についてのプレゼンテーションを「成果発表」として評価する。  【無機化
学分野】   全ての実験が終了した後、各自、実験ノートを作品として提出する（実験ノートを「作品」とし
て評価する）。※ここで提出されるべき実験ノートとは、実験に関する数値等をメモ書きした程度のもの
ではなく、実験の目的や使用器具、試薬（MSDSを確認し必要に応じて注意事項を記入すること）、実
施した操作や秤量値などの実験に関する数値（単位含む）、得られた結果やそれに関する考察、結論等
について、文章で記載されたもの（すなわち、そのままレポートとして提出できるレベルのもの）を示す。  
実験ノートの記入方法について、化学実験操作法のテキストを参照すること。実験方法に関する口頭諮
問および最終日のプレゼンテーションを「成果発表」として評価する。また、作製した結晶の美しさ・大き
さ・小ささに関して、「作品」として評価する。

31

【物理化学分野】   化学実験操作法（1年後期）で修得した基本操作、すなわち固体や液体の秤量、秤
量器具の取り扱い、中和滴定を復習し、基礎化学実験Ⅰでも実践できるように準備しておくこと。また、
実験で用いる試薬の危険性をSDSで調べ、安全に実験を行うことができるようにしておくこと。さらに、
実験後の廃液および廃棄物を適切に処理できるようにしておくこと。  【無機化学分野】   「結晶」「結晶
の核」「核生成」「核成長」について、図書館にある「固体化学」や「無機化学」に関する書物を読んで、
事前に予習しておくことが望ましい。また、電子顕微鏡を操作するため、電子顕微鏡の基本原理や、利
用目的（光学顕微鏡との違い）について、図書館にある関連書物を利用してまとめておくこと。

【物理化学分野】および【無機化学分野】   次に示すナノサイエンス学科の３つのディプロマポリシー（学位授与
の方針）に関連する。   １．【知識･理解】社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能
力を身につけたもの。   ２．「【汎用的技能】ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用
的基礎力と専門能力を身につけたもの。」   ３．【態度･志向性】社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫
理観を身につけたもの。   すなわち、課題を解決するための手段を自ら提案する点で、１の「問題解決能力」の育
成に特に関連する。また、平衡状態の測定、コンピュータを用いたデータ解析、無機材料の合成、電子顕微鏡など
の機器操作、プレゼンテーションに取り組む点で２の「汎用的基礎力と専門能力」の育成に関連する、さらに、チー
ムワークで取り組む点から「社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観」の育成に関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

【共通】   化学実験操作法のテキストを毎回持参し、必要な操作（MSDSの確認、試薬の取り扱い、秤量、廃液の処理、実
験ノートの記入など）について確認すること。   実験科目であるため、全ての回に参加することが単位認定の前提とする。 
  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。同じ班の人と数値な
どのデータを共有することは認められますが、結果や考察など「自分の言葉で書くべき文章」の剽窃は認められません。  
【物理化学分野】   学科SALCを積極的に利用し、予習を十分行い、安全と環境に配慮した実験を行うこと。   実験の手
順をグループ内で共有し、協力して実験を行うこと。  【無機化学分野】   学科SALCを積極的に利用し、自分たちが提案
する結晶作製方法の妥当性や安全性について、ファシリテーターと一緒に確認すること。実際に実験に取り掛かる日（開
始から２日目）の前日までに、担当教員と面談し、自身が提案する結晶作製方法について報告すること（この面談を諮問
とし、その内容を「成果発表（諮問）」として評価する。）その他、詳細については実験開始日（１日目）に配布するテキスト（
実験の概要を説明する企画書）をよく読み、担当教員の指示に従うこと。

2022 基礎化学実験ⅠＢ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【物理化学分野１】  実験の概要と原理の理解

オリエンテーションおよび吸着平衡について説明した後、班に分かれて実験
に用いる試薬や器具や実験手順を調べる。また、吸着量の求め方を調査す
る。

講義  実習  P
BL

(予習)  中和滴定  (復習)  実験手順などを実験ノートにまと
める。

120

テーマ

内容

2回

【物理化学分野２】  吸着平衡実験（前半）

中和滴定のための水酸化ナトリウム水溶液（2種類）の調製と塩酸標準溶液
を用いた濃度の決定。  濃度の異なる酢酸水溶液（5種類）の調製と中和滴
定による初濃度の測定。  酢酸水溶液に活性炭を投入し、保管する。

実験  PBL

(予習)  SDSによる試薬の調査  電子天秤の操作  溶液の調
製法  中和滴定  (復習)  実験ノートの整理

120

テーマ

内容

3回

【物理化学分野３】  吸着平衡実験（後半）

ろ過により活性炭を除去し、得られたろ液の酢酸濃度（平衡濃度）を中和滴
定で測定する。  吸着量を求める。

実験  PBL

(予習)  ろ過の操作  中和滴定  吸着量の求め方  (復習)  実
験ノートの整理

120

テーマ

内容

4回

【物理化学分野４】  実験データの解析、実験結果と
考察の発表

Excelを用いてデータの整理と解析を行う。  吸着量と平衡濃度の関係をプ
ロットして吸着等温線を描き、吸着現象の特徴について考察する。また、ラン
グミュアの吸着機構に基づくデータ解析を行う。  以上の結果を班ごとに発
表する。 実習  PBL

(予習)  Excelの基本操作（とくに、作図、近似曲線の追加、
最小二乗法など）  (復習)  他のグループの発表内容から良
いところを学ぶ。

120

テーマ

内容

5回

【無機化学分野１】  結晶の（核）生成と成長

オリエンテーションおよび結晶について説明した後、班に分かれて結晶作製
の手順や使用機器（電子顕微鏡等）に関して調査する。

講義  実習  P
BL  R-P

（予習）結晶の定義について事前に調べてくること。  （復習）
結晶の作製方法について調査すること。（次回までに担当教
員と面談し、実験手順に関する諮問を受けること。）

120

テーマ

内容

6回

【無機化学分野２】  結晶の作製

提案した手順に基づき、結晶を作製する。結晶の合成、分離、回収操作。

実験  PBL  R-
P

（予習）実験手順をフローチャートにまとめてくること。  （復習
）実験ノートの整理

120

テーマ

内容

7回

【無機化学分野３】  結晶の評価

種々の評価方法を用いて結晶を評価する。光学顕微鏡および走査型電子顕
微鏡による形態観察、微構造評価。

実験  PBL  R-
P

（予習）電子顕微鏡の原理や光学顕微鏡との違いについて
調べること。  （復習）実験ノートの整理。プレゼンテーションの
準備。

120

テーマ

内容

8回

【無機化学分野４】  結晶の審査（プレゼンテーション
）

自身が作製した結晶についてプレゼンテーションを実施する。各班の結晶を
、美しさ・大きさ・小ささに基づいて審査する。

実習  PBL  R-
P

（予習）プレゼンテーションの準備。スライドを作成するのみで
なく、発表の練習をしてくること。  （復習）ポートフォリオの目
標到達度を記入し、実験を振り返ること。

120

2022 基礎化学実験ⅠＢ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎無機化学◎（２ナ）

Introduction to Inorganic Chemistry

1621501

前期

inokawa@nano.sojo-u.ac.jp

N605　　　　　

井野川人姿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 40 10 0 0 10 0 100

我々の生活は、様々な形で無機物質あるいは無機化学の反応を応用したものに支えられている。それらの課題を見出し、
その課題を解決できるようになるためには、無機化学の基礎知識が必要不可欠である。本講義では、溶液の化学（溶媒
や酸・塩基について）、酸化還元反応と電気化学（電池など）、錯体化学について基礎的な知識を学ぶ。これらの基礎知
識は、無機化学に限らず、有機化学を含む化学全般において、反応や仕組み、構造を理解する上で重要である。この授
業には学士課程共通の学習効果との対応に関する内容（log等の数学的な計算や、分子構造などについて）も含まれて
いる。各単元の最後に実施される小テストでは、解答後に正解と解説が表示されるようになっており、自らの答案を自身
で採点し、設問の要点や自身が間違えた箇所などを確認できる（自己採点により小テストのフィードバックができる）よう
になっている。また、「理解度を高めるためには、ただ見る・聞く（インプットする）だけでなく、自身で考えて、言葉で表す・
適切な選択肢を選ぶ（アウトプットする）ことが大事」との考えに基づき、講義中にクイズを課す場合がある。本講義では
アクティブラーニングの要素を取り入れ、周囲の学生と議論（Small Group Discussion）して回答する形式を取り入れ
る（ただし感染症予防の観点からグループ間の議論を省略する可能性がある）。クイズに関しても、回答後の解説表示や
講義中の解説により受講生にフィードバックされる。本講義は基本的に対面で実施されるが、講義の録画をTeams等を
利用して配信し、いつでも復習できるように配慮する予定である。また、新型コロナ感染症の流行などにより、対面での実
施が難しい状況になった場合、講義動画を配信するオンデマンド形式に移行する可能性がある。

「新しい基礎無機化学演習」　三共出版　合原、村石、竹原、宇都宮 著　 978-4-7827-0660-2

シュライバー・アトキンス無機化学（上）　東京化学同人　M.Weller, T. Overton, J.Rourke, F.Armstrong,  著 田中 勝久, 髙橋 雅英, 安部 武志, 平尾 一之, 北川 進 訳　 9784807908981

pHとは何か（定義や意味）、また、pHの変化と水素イオン濃度の変化の対応性について説明できる。

酸化と還元について「電子」という言葉を用いて説明し、電池の各電極でどちらの反応が起こるか述べることができる。

火曜日４限目

無機物質　酸塩基　電気化学　電池　　錯体化学　　　　　　

酸塩基や酸化還元反応など、１年次に履
修した化学I、化学I演習、化学II、化学II
演習で学んだ内容を基礎とする（基礎科
目）単元がある。電気化学の単元では、
化学反応で出入りするエネルギーと、そ
の電気化学反応に必要な（あるいは反
応で生じる）電位差との関係性を学ぶた
め、物理化学分野における「熱力学」の
知識を連携して学ぶ（連携科目）。また、
本講義で学習する内容は、２年後期に履
修する無機化学に繋がるものである（発
展科目）。その他、関連する科目は以下
の通り。  基礎科目：化学I、化学I演習、
化学II、化学II演習、基礎物理化学、ナノ
サイエンス入門  連携科目：物理化学、
基礎化学実験I（無機化学分野）  発展
科目：応用物理化学、無機化学、材料組
織学、先端化学実習Ⅲ・Ⅳ,、卒業研究

対面授業

基礎無機化学◎（２ナ）2022

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

「新しい基礎無機化学」　三共出版　合原、榎本、馬、村石 著　　4782705417

自作の講義資料　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

「基礎無機化学」　培風館　コットン、ウイルキンソン、ガウス 著、中原 訳　 978-4563045517

「配位化学-金属錯体の化学」　化学同人　バソロ、ジョンソン共著、山田 訳　 978-4759801682

「無機化学～その現代的アプローチ」　東京化学同人　平尾、田中、中平 著　 978-4807908240
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎無機化学◎（２ナ）

各単元（溶液の化学、電気化学、錯体化学の３つ）終了後に小テストを行う。小テストの合計得点は４０
点である。レポート１０点、定期試験４０点、ポートフォリオ１０点とし、合計１００点とする。なお、小テストに
関しては間違いを直し再提出することで「修正点」が認められる。

35

混成軌道法（sp3, sp2, sp）、化学平衡と平衡定数Kなどの化学全般に関わる基礎知識について予め
復習しておくことが望ましい。また、logとln（eを底とするlog）の違い、それらを使った計算方法について
数学的な復習が求められる。（講義の間でlogやlnを使った計算をするため。）

本講義は、ナノサイエンス学科が掲げる３つのディプロマポリシー（学位授与の方針, DP）のうち「【汎用
的技能】ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を
身につけたもの。」に関連する。ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるために必要な
、無機化学に関する基礎を学習する。また、本講義で学習する基礎が実際に応用されている最新の研
究事例や課題に触れながら、社会における課題発見・問題解決に対する化学的なアプローチについて
学ぶため、「【知識･理解】社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を
身につけたもの。」というDPにも関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

講義には毎回パソコンを持参して下さい。講義室が広く、後ろの方からはスクリーンの文字が見えにくいので、Teamsを使
ってスクリーン画面を配信（＆録画）しながら授業します。自分のPCでTeamsを開き、共有されたスクリーン画面を見なが
ら受講することをお勧めします。また、授業中に実施するクイズでは、Formsを使ってその場で回答を送信してもらいます。
クイズに参加するためにもPCが必須です。  出席として認められるのは講義開始から20分以内に着席した場合に限りま
す。それ以降の遅刻は欠席と同等と見なします。遅刻や欠席の場合は、講義録画を視聴して見逃した講義内容を補完し
て下さい（ただし、録画の視聴は出席を回復するものではありません）。  本講義では、小テストの点数が大きな割合を占
めます。小テストを必ず受けて下さい。また、小テストで間違いがあった（減点があった）場合でも、その「直し」を提出するこ
とにより、「修正点」の加点が認められます。努力の結果が成績に反映されるようになっています。間違いを早く修正し、正
しい知識を積み上げるようにしましょう。  各講義の予習として教科書の該当部分を事前に読んで来て下さい。読んでもよ
く分からない部分をチェックしましょう。そして、講義を聴きながら、教科書の理解できなかった部分や、理解を深めるため
に追記するべき事があれば、書き込みましょう。学修課題の「復習」にある「講義の要点をまとめる」とは、講義で習った重
要なこと、予習の段階で理解できなかったことなどを教科書や講義資料、ノートなどに書き込み、自分にとって情報を分か
りやすくまとめることを意味します。皆さんの教科書や講義資料を、皆さんの手で「無機化学のバイブル」にして下さい。バ
イブルとして完成すれば、期末試験の際に提出するレポートの作成に役立つでしょう。  ポートフォリオについては、講義
内で時間を設ける予定はありません。詳しくは、講義中に説明しますが、各自でポートフォリオを完成させて下さい。講義も
試験も対面で実施する予定ですが、対面式で試験を実施できない状況の場合は、遠隔形式で試験あるいは課題の形式
で実施する可能性があります。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみな
されます。

2022 基礎無機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション：シラバス説明  溶液の化学（１）
水の構造

基礎無機化学の講義内容全般と成績の評価方法など、シラバスについて
説明する。  シラバス説明の後、水の構造や特性、水和について教科書P79
～86に沿って講義する。

講義, SGD

予習：事前に教科書のP79～86を読むこと。  復習：講義の
要点をまとめること。

60

テーマ

内容

2回

溶液の化学（２）酸塩基の定義と解離定数

３つの酸・塩基の定義について、教科書P86～90に沿って講義する。解離定
数の意味と計算方法、酸塩基の強弱、pKaとpHの関係性について教科書P
90～93に沿って講義する。

講義, SGD

予習：事前に教科書のP86～93を読むこと。  復習：講義の
要点をまとめること。

60

テーマ

内容

3回

溶液の化学（３）酸塩基の解離定数とHSAB理論

pH計算の復習と、塩の加水分解について、また、硬い酸塩基と軟らかい酸
塩基の分類とそれぞれの反応性について、教科書P91～101に沿って講義
する。

講義, SGD, 小
テスト

予習：事前に教科書のP91～101を読むこと。  復習：講義の
要点をまとめること。  小テストの実施または解答解説の復習

60

テーマ

内容

4回

電気化学（１）酸化還元反応

酸化反応、還元反応、半反応式について講義します。また、ネルンストの式を
学ぶ上で必要な熱力学（ギブスの自由エネルギー）について先取りで講義し
ます。教科書P105～106とP110

講義, SGD

予習：事前に教科書のP105～106とP110を読むこと。  復
習：講義の要点をまとめること。

60

テーマ

内容

5回

電気化学（２）電池と電極反応

色々な電池の構造と電極での反応、電池の起電力を決めるものは何かにつ
いて、教科書P107～109と配布教材にて学ぶ。

講義, SGD

予習：事前に教科書のP107～109を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。

60

テーマ

内容

6回

電気化学（３）ネルンスト式

ネルンストの式の意味（なりたち）、活量、ネルンストの式を使った起電力の
計算について演習を交えながら講義する。教科書P109～110.

講義, SGD

予習：事前に教科書のP109～110を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。

60

テーマ

内容

7回

電気化学（４）標準電極電位

標準電極電位と過電圧について講義する。教科書P111～117.

講義, SGD, 小
テスト

予習：事前に教科書のP111～117を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。  小テストの実施または解答解説の復
習

60

テーマ

内容

8回

電気化学（５）燃料電池

燃料電池の基礎的な構造や各材料の役割について学ぶと共に、燃料電池
に関する最新の研究事例と学術論文の検索方法について学ぶ。教科書P1
11～117.

講義, SDG  課
題

課題：燃料電池に関する論文を読み、研究背景、課題解決の
アプローチ方法、研究目的をまとめる。

90

テーマ

内容

9回

錯体の化学（１）錯体の定義と命名方法

錯体とは何か、その定義と命名法について講義する。また、錯体が関わる研
究についても触れる。P128～133.

講義, SGD

予習：事前に教科書のP128～133を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。

60

テーマ

内容

10回

錯体の化学（２）錯体の立体構造

錯体の配位数を決める３つのポイントと、実際に取り得る立体構造、異性体
について講義する。P133～139

講義, SGD

予習：事前に教科書のP133～139を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。

60

2022 基礎無機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

錯体の化学（３）錯体における結合について（静電結
晶場理論）

静電結晶場理論を学び、八面体錯体と四面体錯体で異なるd軌道の分裂
挙動を示すことを学ぶ。配位子場の強弱と高スピン、低スピン、結晶場安定
化エネルギーの算出方法を学ぶ。P141～145

講義, SGD

予習：事前に教科書のP141～145を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。

60

テーマ

内容

12回

錯体の化学（４）錯体の性質と安定度

錯体による光の吸収について講義する。具体的には、配位子場吸収帯と電
荷移動吸収帯について学ぶ。また、錯体の安定度についても講義する。P14
5～150.

講義, SGD

予習：事前に教科書のP145～150を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。

60

テーマ

内容

13回

錯体の化学（５）錯体の種々の性質と反応

キレート錯体など、種々の錯体の構造を紹介する。また、配位子の置換反応
など、錯体の反応について講義する。P150～157.

講義, SGD, 小
テスト

予習：事前に教科書のP150～157を読むこと。  復習：講義
の要点をまとめること。  小テストの実施または解答解説の復
習  課題：ポートフォリオの記入できるところを記入すること。

60

テーマ

内容

14回

演習

第１～１３回の講義内容に基づいて、期末試験と同レベルの問題を解く。解
答後に表示される解説を読んで、設問の要点や、これまでに習った知識をど
う使ったらよいかを経験的に学ぶ。

演習

予習：単元（章）毎の要点を確認しておくこと。  復習：自身が
解けなかった、あるいは間違えた設問の要点を見直すこと。  
課題：ポートフォリオの記入できるところを記入すること。

60

テーマ

内容

15回

期末試験

期末試験の出題範囲は、第１回～第１４回の講義の内容とする。また、試験
の答案用紙と一緒にレポートを提出する。（レポートの内容については講義
で指示する。）

試験

試験準備：各単元の要点確認。教科書・参考書の問題演習。
  課題：ポートフォリオの記入できるところを記入すること。

120
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎有機化学◎（２ナ）

Fundamentals of Organic Chemistry

1621701

前期

mizuki@nano.sojo-u.ac.jp

N501　　　　　

水城 圭司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 0 0 10 90 100

 本学科の人材育成目標の一つは、工学系全分野のみならず薬学・生物・生命系分野において、物質を化学的に扱うこ
とができる技術者・研究者を輩出することである。物質は有機物質と無機物質に大別することができ、有機物質を扱う主
要な業種としては、化学、医薬、バイオ系企業に加え、半導体関連企業などがある。従って、将来これらの分野を目指す
学生にとって、有機化学関連科目は必要不可欠といえる。   有機化学は、膨大な数の炭素化合物(有機化合物)の構造
と性質、反応性を対象とする学問である。その膨大な数の化合物を｢官能基｣によって約12種類のグループに分類し、本
講義ではその中で不飽和炭化水素(アルケン、アルキン)の基本的性質と反応性に焦点を絞り、分子の構造的特徴およ
び有機電子論(電子の配置、動きなどから反応を説明する理論)を基にして解説する。講義中のテスト・レポートの結果は
、適宜学生へフィードバックする。   本講義、有機化学(2年後期)、分子反応論(3年前期)、分子デザイン学(3年後期)によ
り有機化学全体を講義するので、これら全講義をセットで履修することが望ましい。

マクマリー有機化学(上・中・下) 第9版　東京化学同人　　 

ボルハルト・ショアー現代有機化学 (上・下) 第6版　化学同人　　 

アルケンおよびアルキンの基本的性質、構造的特徴、反応性を理解し、他人に説明することができる

火曜日4限

アルケン　アルキン　　　　　　　　　　

【基礎科目】 化学I、化学I演習、
化学Ⅱ、化学Ⅱ演習  【連携科目
】 基礎高分子科学、分子生物学
Ⅰ、基礎化学実験Ⅰ  【発展科目
】 有機化学、分子反応論、分子デ
ザイン学、高分子科学、機能性高
分子科学、分子生物学Ⅱ、基礎
化学実験Ⅱ、先端化学実習Ⅲ・
Ⅳ

対面授業

基礎有機化学◎（２ナ）2022

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　　　9784807909285

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

HGS分子構造模型 C型セット 有機化学実習用　丸善出版　　 978-4-621-30128-9

有機反応論　東京化学同人　奥山 格　 9784807907281

新版 有機反応のしくみと考え方　講談社サイエンティフィク　東郷 秀雄　 978-4-06-154365-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎有機化学◎（２ナ）

評価方法欄の「その他」とはテストと課題であり、その内訳はテスト：60点、課題：30点  ポートフォリオ
記入：10点

40

・それまでに修得して欲しい科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習  ・将来の修得に繋がる科
目：有機化学、分子反応論、分子デザイン学、基礎化学実験Ⅱ、先端化学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、卒業研究
、ゼミナール

・ディプロマポリシー(DP)中にある項目「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるた
め、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」に関連する科目である。  ・社会の多種多様な問題を
解決するために、有機化学に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

・テスト、課題、ポートフォリオのすべてに取り組むことが、単位成立の前提条件となるので、注意すること。  ・関連科目を
理解するうえで必修の内容であるため、特別な事由のない遅刻、欠席は認めない。  ・レポート等の提出物に関して、コピ
ーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為とみなされます。  ・授業計画の学修課題において、予習
で「～について下調べしておく」とは、予習範囲を熟読して、知らないことは調べて内容の理解に努めておくことを意味する
。一方、復習で「まとめておく」とは、指定された内容を理解した上で重要事項を自分でまとめておくことを意味する。  本講
義は遠隔形式で実施するが、確認テスト時のみ対面で実施する。

2022 基礎有機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

有機化学とは

授業の進め方。有機化学とは。化学の復習。シラバスの説明。基礎有機化学
の到達度目標の提示。

講義

予習：シラバスを熟読する。  復習：化学Ⅱ・化学Ⅱ演習の内
容を復習する。

60

テーマ

内容

2回

アルケンとcis-trans異性

第3章3・1～3・3節  アルケンののIUPAC命名法、cis-trans異性について

講義、演習

予習：教科書(p77-
84)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなどを
利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

3回

アルケンのE、Z配置

第3章3・4節  アルケンのE、Z配置について

講義、演習

予習：教科書(p84-
87)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなどを
利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

4回

有機反応の種類と反応機構(1)

第3章3・5～3・6節  有機反応の種類と反応機構について

講義、演習

予習：教科書(p88-
92)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなどを
利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

5回

有機反応の種類と反応機構(2)

第3章3・7～3・8節  エテンへのHClの付加反応、遷移状態と中間体につい
て

講義、演習

予習：教科書(p93-
98)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなどを
利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

6回

アルケン(1)

第4章4・1節  アルケンへのHXの付加反応：Markovnikov則について

講義、演習

予習：教科書(p109-
113)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

7回

アルケン(2)

第4章4・2～4・3節  カルボカチオンの構造と安定性、水の付加反応、につ
いて

講義、演習

予習：教科書(p113-
116)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

8回

アルケン(3）

第4章4・4～4・5節  ハロゲンの付加反応、水素の付加反応について

講義、演習

予習：教科書(p116-
121)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

9回

アルケン(4)

第4章4・6～4・7節  アルケンの酸化反応、ラジカル付加反応について

講義、演習

予習：教科書(p121-
126)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

10回

アルケン(5)

第4章4・8節  共役ジエンについて

講義、演習

予習：教科書(p127-
130)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

アルケン(6)

第4章4・9～4・10節  アリル型カルボカチオンの安定性と共鳴、共鳴構造
について

講義、演習

予習：教科書(p130-
133)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

12回

アルキン(1)

第4章4・11節  アルキンのIUPAC命名法、H2の付加反応、HXの付加反
応 について

講義、演習

予習：教科書(p134-
136)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

13回

アルキン(2)

第4章4・11節  アルキンのX2付加反応、H2Oの付加反応、アセチリドアニ
オンの生成について

講義、演習

予習：教科書(p136-
138)、それに関する参考書、図書館の本、インターネットなど
を利用して下調べをしておき、疑問点をノートにまとめておく。  
復習：学修した内容について要点をまとめ、理解を深めておく
。 60

テーマ

内容

14回

テスト・振り返り

第1～13回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。また、
試験後に試験内容について講評する

テスト＋講義

【予習】第1～13回講義内容を復習し、正しく理解しているか、
学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再度確
認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正しく回
答できるように、不足部分を再学習する。

60

テーマ

内容

15回

総括, 講義全体の振り返り・ポートフォリオ・アンケー
ト

試験結果を公表し、その特に理解度が低かった内容について、再度解説を
行う。まとめ、総評、ポートフリオの記入（ノートPC使用、場合によっては、PC
教室使用） 、アンケート

講義

【予習】試験結果を再度確認し、試験問題とそれに関連する
事項についてより正しく回答できるように、不足部分を再学習
する。  【復習】試験問題とそれに関連する事項についてより
正しく回答できるように、不足部分を再学習する。

60

2022 基礎有機化学◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理化学◎（２ナ）

Physical Chemistry

1621901

前期

yonemura@nano.sojo-u.ac.jp

N606　　　　　

米村 弘明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 30 0 0 0 10 0 100

 「物理化学」は化学における三大分野（「物理化学」「無機化学」「有機化学」）の1つであり、実社会でも、研究開発分野
だけでなく、化成品製造、化学プラントの運用などにおいても極めて重要な科目である。その「物理化学」は2つの柱であ
る「構造：量子化学」と「平衡：化学熱力学」（2年生）で構成されている。「基礎物理化学」（1年生後期）では後者の「平
衡：化学熱力学」について学んだ。「物理化学」では前者の「構造：量子化学」について解説を行う。物質をミクロな観点か
らとらえて、原子や分子の軌道また化学結合をとりあげ、分かりやすく量子化学の基礎について教授する。   「有機化学」
の教科書にも量子化学が原子や分子の構造を理解するのに最も有効な方法であると記載されている。但し、化学結合を
より高いレベルで捕らえ直すためにはかなり大胆な頭の切り替えが必要になる。したがって、良く予習をし、かつ講義受講
後に復習することを勧める。小テストや到達度試験等の模範解答を配布することで受講生にフィードバックを行う。

フレンドリー 物理化学　三共出版　田中潔、荒井貞夫　 978-4782704820

基礎物理化学―能動的学修へのアプローチ　三共出版　勝木明夫、伊藤冬樹、手老省三　 978-4782707647

電磁波（光）・電子の二重性（波動性・粒子性）がある事と、それぞれを示す事例を説明することができる。

原子（分子）のエネルギーの量子化と、水素（類似）原子のエネルギー図と一般の原子のエネルギー図が異なることを説明するこ
とができる。

共有結合の本質と分子軌道における結合性軌道と反結合性軌道を説明することができる。

月曜日5時限

量子化学, 化学結合　　　　　　　　　　　

連携科目として、基礎無機化学、
基礎有機化学、先端化学実習I、
基礎化学実験Iが関連している。 
 発展科目として、応用物理化学
、有機化学、分子反応論、分子デ
ザイン学、無機化学、材料組織学
、プロセス工学、分離科学工学、
高分子科学、機能性高分子科学
、基礎化学実験II、先端化学実
習II、III、IVが関連している。

対面授業

物理化学◎（２ナ）2022

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

量子化学 基本の考え方16章　東京化学同人　中田宗隆　　978-4807904334

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

基礎物理化学演習　三共出版　田中潔、荒井貞夫　 978-4782706763

アトキンス 物理化学要論 (第6版)　東京化学同人　ピーター アトキンス, ジュリオ デ・ポーラ　 978-4807908912

フレッシュマンのための化学結合論　化学同人　M.J.Winter　 978-4759807752
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 物理化学◎（２ナ）

第1回達成度試験(30点)、第2回達成度試験(30点)、小テスト（ミニッツペーパー等）(30点)、ポートフ
ォリオ(10点)の合計点で評価する。それぞれの達成度試験の正解率が6割に満たなければ再試験を
実施する場合がある。

45

基礎科目として、化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ、化学Ⅱ演習、基礎物理化学、基礎物理化学演習、基礎
分析化学、分析化学、化学実験操作法、環境生物科学実験である。

ナノサイエンス学科の ディプロマ・ポリシーの3つの柱の1つであるナノサイエンス分野において応用力
を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につける」科目に1つである。



学修上の
注意

(SBOs)

レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみなされます。

2022 物理化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・概要説明

物理化学とはどの様な分野かを解説する。基礎物理化学（量子化学等）の
目的に関する説明。 シラバスの説明と成績のつけかたの説明。

講義

教科書のはじめにおよび指定参考書（フレンドリー 物理化学
）（page24-
25）の内容を受講前に読み込み、シラバスを呼んでおくこと。
講義受講後にシラバスを確認を行うこと。

90

テーマ

内容

2回

黒体放射と電磁波

光の性質と原子スペクトルについて学ぶ（その1）黒体放射と電磁波につい
て解説を行う。

講義

教科書の1章（page 1-
12）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page24-
25）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

3回

光電効果とコンプトン効果

光の性質と原子スペクトルについて学ぶ（その2）光電効果とコンプトン効果
について解説を行う。

講義

教科書の2章（page 13-
22）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page26-
27）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

4回

原子スペクトル

光の性質と原子スペクトルについて学ぶ（その3）原子スペクトルについて解
説を行う。

講義

教科書の3章（page 23-
30）およびび指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page27-
28）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

5回

原子の模型とボーアの理論

ボーアの水素原子モデルについて学ぶ。原子の模型とボーアの理論につい
て解説を行う。

講義

教科書の4章（page 31-
42）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page29-
32）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

6回

物質波と電子回折

電子の二重性：波動力学。物質波と電子回折について解説を行う。

講義

教科書の5章（page 43-
49）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page32-
35）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

7回

シュレディンガー方程式

原子の世界（その1）。シュレディンガー方程式について解説を行う。

講義

教科書の6章（page 51-
66）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page37-
40）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

8回

水素原子の構造、ゼーマン効果および電子スピンと
核スピン

原子の世界（その2）。水素原子の構造について解説を行う（電子スピンと核
スピン、ゼーマン効果）。

講義

教科書の7章（page 67-
80）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page37-
40）のの内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイ
ズ及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

9回

多電子原子の構造

原子の世界（その3）。多電子原子の構造について解説を行う（パウリの排他
原理  とフントの規則）。

講義

教科書の10章と11章（page 103-
123）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page41-
52）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

10回

中間評価

第1回から第9回までの復習と第1回達成度試験。

講義、試験

第1回から第9回を総括して復習する。  これまでの振り返りに
ついて予習する

90

2022 物理化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

共有結合

分子の世界（その1）。水素分子を例に挙げ共有結合について解説する。

講義

教科書の12章と13章（page 125-
148）および指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page56-
70）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

12回

等核二原子分子と結合次数

分子の世界（その2）。等核二原子分子と結合次数について解説する。

講義

教科書の14章（page 149-
158）および指定参考書指定参考書（フレンドリー 物理化学）
（page56-
70）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。 90

テーマ

内容

13回

異核二原子分子と電子双極子モーメント

分子の世界（その3）。異核二原子分子と電子双極子モーメントについて解
説する。

講義

教科書の15章（page 159-
168）および指定参考書指定参考書（フレンドリー 物理化学）
（page56-
70）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。講義受
講後に復習を行うこと。 90

テーマ

内容

14回

ポーリングの混成軌道

分子の世界（その4）。ポーリングの混成軌道について解説する。

講義

指定参考書指定参考書（フレンドリー 物理化学）（page71-
78）の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。クイズ
及び講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

15回

期末評価

第11回から第14回までの復習と第2回達成度試験。授業全体のまとめ。

講義、試験

第11回から第13回を総括して復習する。  これまでの振り返
りについて予習する。

90

テーマ

内容

16回

ポートフォリオ

これまでの学修における振り返りを行う。

ポートフォリ
オ

これまでの学修を自ら振り返り、次の学修につなげる。

90

2022 物理化学◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

分子生物学Ⅰ◎（２ナ）

Molecular biology I

1622101

前期

stamaru@nano.sojo-u.ac.jp

N601　　　　　

田丸俊一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

40 40 0 10 0 0 10 0 100

生命現象は、多種多様な生体分子が、それぞれに与えられた高い機能性を発揮することによって、維持されています。生
命現象を理解するためには、まず様々な生体分子の特徴や性質を正しく理解することが重要です。本講義では生体分子
の中でも特にタンパク質と核酸にスポットを当て、それらの構造や性質について、その基礎を学び、生命現象を分子レベ
ルの化学として理解する事が出来る力を身に付けることを目指します。   化学の知識に基づいて、生命や環境を理解す
ることで、医薬や化粧品に関連する事象を正確に理解し、発展的に考察を進めることが出来る様になります。また、環境
保全に関しても極めて有用な知識と思考力を磨くことに繋がるので、持続的社会の実現に貢献する力量を培うことが出
来ます。  学習に当たっては、予習復習を中心とした自主的な取り組みが重要です。学科SALCを活用して、学生同士で
お互いに教え合いながら、授業内容を正しく理解する事を求めます。また、教科書の範囲を超えた内容も扱うので、配付
資料の内容も十分に理解できる様に学習する事が必要です。必要に応じて課題が課されますが、その内容については
課題提出後に振り返りを行います。試験内容に関しても、試験後に振り返り学習を行います。

生化学　東京化学同人　Lubert Stryer　 4-8079-0581-3

　　　 

アミノ酸とタンパク質の構造と特徴について説明することができる。

酵素の構造と特徴および酵素活性の制御について説明することができる。

核酸の構造と特徴および遺伝の発現について説明することができる。

火曜5限

酵素　生体エネルギー　核酸　ATP　　タンパク質　　　　　　

化学I・化学II・基礎環境生物科
学・分子生物学II

対面授業

分子生物学Ⅰ◎（２ナ）2022

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・生物学

生物有機化学 生化学編 第8版　丸善出版　John McMurry　　978-4-621-08771-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 分子生物学Ⅰ◎（２ナ）

中間試験および期末試験の結果を計80点満点に換算して評価し、更にレポート（課題）など就学姿勢
に関する状態を参考に10点満点に換算して評価します。ポートフォリオの記入内容を10点満点で評価
し、これらの計100点で最終成績を判定します。

50

予備知識として高校化学（化学基礎、化学）の理解が重要です。また1年時科目である化学Ⅰ・化学Ⅱ
・基礎環境生物学で学んだ内容と強く関連しています。また、本講義の内容は、分子生物学Ⅱ（2年後
期）の内容を理解する上で、極めて重要です。

本講義の内容は、将来食品や医薬、化粧品、環境保全などの生物や環境が関わる分野において、化学
的および生物学的知識の双方を応用しながら、あらゆる問題を解決したり、全く新しい視点から研究開
発を進めたりする力の源となるものです。



学修上の
注意

(SBOs)

教科書と教員が配布する教材を元に講義を行い、可能な限り演習・対話により理解の確認を行います。私語、特別な理由
のない遅刻、欠席は認めません。各授業は前回の授業内容を復習しておくことがそのまま予習となります。よって、復習の
ために週2時間程度の自習が望まれます。レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を
行うことは、不正行為とみなされます。  本講義は、対面講義を基本としますが、感染症拡大などの事態によって、オンライ
ンでの遠隔授業による開講もあり得ます。その場合でも、本講義は時間割通りの時間にリアルタイムで開講します。WebC
lassなどを活用して、対面講義と同等の内容の講義動画を講義時間内に視聴することで受講し、さらにリアルタイムの質
疑応答により理解を深めてもらいます。オンライン講義実施の際には、各学生の大学メールや講義WebClassを使って詳
細をお知らせしますので、メールおよびWebClassは平時から常に確認するように心がけて下さい。

2022 分子生物学Ⅰ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス・振り返り

本講義のガイダンスをシラバスに沿って行う。基礎環境生物科学で学んだ
細胞小器官やタンパク質に関する知識の再確認を行う。

講義・SGD

予習：基礎環境生物科学だけでなく、化学Iや基礎有機化学・
有機化学で学んだ内容を全体的に振り返り、その概要をノー
トにまとめる。  復習：授業で再確認した内容について、正確に
理解する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

2回

生化学のための基礎化学I

生命現象を分子レベルで理解する為に必要な化学的基礎知識として、各種
結合の特徴や分子構造との関係について学ぶ。

講義・SGD

予習：高校化学や化学Iで学んだ分子や結合・軌道に関する
内容を復習する。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復
習：共有結合や配位結合・酸塩基反応について、分子軌道ま
で意識して理解を深める。

１２０

対面授業

テーマ

内容

3回

生化学のための基礎化学II

生命現象を分子レベルで理解する為に必要な化学的基礎知識として、置換
基の特徴や分子間相互作用の原理や特徴について学ぶ。

講義・SGD

予習：高校化学や化学Iで学んだ置換基に関する内容を復習
する。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：様々な置
換基の構造・名称を正確に把握し、その構造的特徴から、物
性を予想できるようにする。水素結合、静電相互作用、疎水性
相互作用などの分子間相互作用の作用原理を正確に理解し
、特徴を把握する。 １２０

対面授業

テーマ

内容

4回

アミノ酸

生体内で重要な役割を担うアミノ酸について、共通する一般的な特徴を学
ぶ。さらに、アミノ酸の側鎖の置換基が示す特徴を元に、20種類のアミノ酸
が示す特徴を理解する。（教科書2，P. 2-14）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：アミノ酸に
共通する性質を分子構造や結合様式を元に正確に説明でき
るようにする。置換基に対する知識を元に、アミノ酸を側鎖の
特徴を自ら予測できるようにする。教科書の所定の範囲にあ
る問題と章末問題を解き、理解度を確認する。 １２０

対面授業

テーマ

内容

5回

タンパク質の構造と性質

数多くのアミノ酸が結合することで作られるタンパク質について、その構造
的特徴を理解し、タンパク質が機能する原理を学ぶ。（教科書2，P. 15-35）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：アミノ酸残
基の結合様式や、タンパク質の構造について、各項目を正確
に把握する。教科書の所定の範囲にある問題と章末問題を
解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

6回

酵素の基本概念

タンパク質の実際的な機能の発現原理を学ぶ為に、酵素に共通する特徴を
学ぶと共に、生体内で機能する酵素について学ぶ。（教科書，P. 44-55）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：生体内に
存在する酵素の種類と機能を大まかに理解できる様にする。
教科書の所定の範囲にある問題と章末問題を解き、理解度
を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

7回

酵素の機能

酵素の一種であるプロテアーゼを例に、基質特異性や触媒作用など、酵素
が示す高い機能性を学び、その発現原理を理解する。（教科書，P. 53-61）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：タンパク質
の構造的特徴を元に、プロテアーゼの機能の発現原理を正
確に説明できるようにする。教科書の所定の範囲にある問題
と章末問題を解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

8回

酵素活性の制御

生体内で行われる酵素の活性制御法を理解する為に、酵素活性の阻害に
ついて学び、これを利用した、アロステリック制御やフィードバックについて理
解する。（教科書，P. 61-69）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：タンパク質
の構造的特徴を元に、アロステリック制御やフィードバックの
機構を詳細に説明できるようにする。教科書の所定の範囲に
ある問題と章末問題を解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

9回

中間試験と振り返り

ここまで学んだ内容に関する試験を行う。さらに、試験後、その内容の解説を
行い、知識の確認と定着を行う。

テスト・講義

予習：学習した範囲の練習問題と宿題を中心に、ここまでに
学んだ内容を再確認し、理解が不足してい部分を補う。  復習
：テスト問題と、自身の回答を比較しつつ、ここまでに学んだ
内容をしっかりと身に付ける。

１２０

対面授業

テーマ

内容

10回

核酸・DNA･遺伝子

生体内に存在する核酸の種類について認識し、生命現象と核酸の種類・役
割について全体像を理解する。（教科書，P. 246-253）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：核酸の種
類を整理し、生命現象での役割の全体像を理解する。教科書
の所定の範囲にある問題と章末問題を解き、理解度を確認
する。

１２０

対面授業
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

核酸の構造と機能

核酸の構成単位を学び、DNAとRNAの違い、核酸の構造と機能との関係
性について理解する。（教科書，P. 253-258）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：核酸の構
造を正確に書けるようにする。さらに機能発現と構造の関係を
理解する。教科書の所定の範囲にある問題と章末問題を解
き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

12回

細胞分裂と遺伝情報の複製

生体内で進行するDNAの合成法を理解し、細胞分裂の際に行われるDNA
の複製の機構とその重要性について詳細に学ぶ。（教科書，P. 256-259）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：DNAの複
製について、その機構を正確に説明できるようにする。正確に
理解する。教科書の所定の範囲にある問題と章末問題を解
き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

13回

セントラルドグマ1

タンパク質合成の前段階である転写を学び、転写過程におけるRNAおよび
酵素の役割、スプライシングによるmRNAの形成について理解する。（教科
書，P. 260-265）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：転写に関
する全過程を正確に説明できるようにする。教科書の所定の
範囲にある問題と章末問題を解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

14回

セントラルドグマ２

生体内におけるタンパク質合成段階である翻訳について学び、コドンや翻訳
過程におけるRNAおよび酵素の役割を理解する。（教科書，P. 266-270）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：翻訳に関
する全課程を正確に説明できるようにする。教科書の所定の
範囲にある問題と章末問題を解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

15回

期末試験と振り返り

第10-
15回までに学んだ内容に関する試験を行う。さらに、試験後、その内容の解
説を行い、知識の確認と定着を行う。

テスト・講義

予習：学習した範囲の練習問題と宿題を中心に、ここまでに
学んだ内容を再確認し、理解が不足してい部分を補う。  復習
：テスト問題と、自身の回答を比較しつつ、ここまでに学んだ
内容をしっかりと身に付ける。

１２０

対面授業

2022 分子生物学Ⅰ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

先端化学実習ⅠＡ◎（２ナ）

Project study on advanced chemistry I

1622601

前期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N-501, N-601, N-606, N-701, N-706, N-801　　　　　

友重竜一（実務経験）　米村弘明　黒岩敬太　田丸俊一　　水城圭司　櫻木美菜　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 18 0 10 72 100

2年次から3年次にかけて連続開講されるプロジェクト科目「先端化学実習」では、化学研究を題材とした課題発見・課
題解決型の教育プログラムを段階的に配置することで、化学の知識と技術に基づいた技術者・研究者として社会に貢献
できる人物への成長を目標としている。これらの科目群が目指す教育目標は、化学に関連する学習・研究活動を通して
培った論理的思考力に基づき、１）計画的に仕事に取り組み、着実に成果を収めることが出来る人物、２）独創的な成果を
収めることが出来る人物、を育成するものである。さらに、チームの一員として仕事に取り組み、１）より良い成果を収める
グループとなるために貢献できる人物、２）グループでの取り組みを通して、他者から有益な要素を積極的に吸収出来る
人物への成長を促すものである。   以上の目標の下、本プロジェクト科目群の、導入に当たる先端化学実習Iでは、先端
化学に関連する特定の研究テーマを学生自ら選択し、①研究分野の背景、②時代の要請と研究の意義、③当該研究分
野の世界的動向など、について調査し、その成果を口頭発表形式で発表する。   クラスは小グループに分けられ、それぞ
れのグループを１名ずつの教員が担当する。学生は、担当の教員が実施している研究を参考にし、自ら調査する研究を
決定する。その後、グループで協力し合いながら調査を行い、その成果をパワーポイント形式の資料にまとめて研究発表
を行う。調査およびその成果の編集過程では、必要に応じて担当教員および担当教員の研究室に所属する上級生の助
言を得ることができる。  さらに、最終回の日に振り返り（フォローアップ）を実施する。具体的には、発表内容に関して答え
られなかった質問について、指導教員とのディスカッションやコメントを通じて不足していた部分を理解につなげることで
学生へのフィードバックを行う。

　　　 

　　　 

仲間と協力し合いながら、計画的に課題に取り組み、研究の背景に関する知識を深めることができる。

インターネット環境を利用して、必要な情報を入手することができる。

調査結果をまとめ、相手にわかりやすく説明することができる。

火曜5限目

課題探求　課題解決　グループ学習　先端研究　　プレゼンテーション　　　　　　

1年次に開講されるすべての専
門科目に関連します。また、同時
期に開講に開講される、「基礎化
学実験I」「基礎無機化学」「基礎
有機化学」「物理化学」「分子生
物学I」の授業内容と高い関連性
があります。

対面授業

先端化学実習ⅠＡ◎（２ナ）2022

2

2

必修

担当教員作成の参考資料　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 先端化学実習ⅠＡ◎（２ナ）

評価方法は、成果発表（＝口頭発表）の18に加えて、発表に至るまでの学習、すなわちグループ学習1
8、個人による調査活動18、資料作成18、理解しようとする姿勢（＝他班が発表する際の質疑応答なら
びに発表後のフォローアップにおける積極性）18で構成される7２を、「その他」で評価する。

55

友重竜一

1年次までに学習する化学の基礎を理解しておく必要があります。さらに、調査および発表に必要はパソ
コンスキルも必要となります。具体的には、Webを活用した各種検索法、パワーポイント・エクセル・ワー
ド・ChemDrawなど、資料作成に必要なアプリケーションを使用するための基本技術が求められます。
これらの技術は、本講義の受講を通しても修得することができます。

自立型学習科目である先端化学実習では、課題発見・課題解決型のプロジェクト科目を通じて、技術者・研
究者として社会に貢献できる人物の育成を目指します。計画性や調査能力、情報を精査する力を育むことで
、独創的な思考力を生み出す土壌となります。また、グループワークを通してチームワークやリーダーシップな
どの育成も行います。   このプロジェクト科目を通じて、化学的知識を応用しながら、あらゆる問題を解決し
たり、全く新しい視点から研究開発を進めたりする力の源となるものです。  よって、当学科のDPである「社
会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身につけたもの。」「ナノサイエン
ス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」「社会人
として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観を身につけたもの。」のいずれにも該当する科目です。



学修上の
注意

(SBOs)

本講義は設定された時間数を必ず受講することが必要です。よって、病欠等で正規の授業を欠席した学生は、別途設け
られる補習日などを活用して欠席分を補う必要があります。講義に関する質問・相談などは、オフィスアワーや学科SALC
などを積極的に活用して下さい。発表資料の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは
、不正行為とみなされます。調査の結果得た情報の活用については、必ず担当教員の指示に従って下さい。

2022 先端化学実習ⅠＡ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス・研究紹介

「ガイダンス」本講義の流れと諸注意。  「研究紹介」担当教員が、複数の研
究テーマを紹介する。（２時間連続の開講。）

講義、AL、SGD

予習：シラバスを良く読み、不明な点などをノートにまとめてお
く。  復習：紹介された研究テーマについて復習し、さらに独自
に調査することで、理解を深める。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

課題決定・調査法の学習

「課題決定・調査法の学習」学生同士で話し合い、グループで調査するテー
マを決定する。研究情報の調査法を学び、実践する。（２時間連続の開講。）

AL、SGD

予習：研究テーマを調査した内容を元に、本講義で調査・発
表するテーマの案を考え、その概要をノートにまとめる。  復習
：研究情報の調査法を再確認し、スムーズに情報収集できる
ように訓練する。

60

対面授業

テーマ

内容

3回

研究調査１

「研究調査１」授業開始時点までに各自が調査してきた内容をグループで吟
味して、整理する。さらに、この情報を元に、さらに調査すべき内容を決定す
る。（２時間連続の開講。）

AL、SGD

予習：調査対象に決定した研究テーマについてより深く調査
し、その内容をノートにまとめる。  復習：グループで調査した
内容について再確認し理解を深め、引き続き行う調査に対す
るイメージを明確化する。

60

対面授業

テーマ

内容

4回

研究研究２

「研究調査２」授業開始時点までに各自が調査してきた内容をグループで吟
味して、整理する。この時点での調査結果をパワーポイントを使った発表形
式の資料にまとめる。（２時間連続の開講。）

AL、SGD

予習：調査対象として決定した研究テーマについてより深く
調査し、その内容をノートにまとめる。パワーポイントの基本的
な使用法を確認しておく。  復習：グループで調査した内容に
ついて再確認し理解を深め、引き続き行う調査に対するイメ
ージを明確化する。 60

対面授業

テーマ

内容

5回

中間報告

「パワーポイント資料作成のための討論」授業の前半終了時までに、グルー
プの調査結果をまとめ上げる。授業後半では、その内容について担当教員
や上級生に発表し、評価を受け、さらに調査すべき点やプレゼンテーションに
対する助言を受ける。（２時間連続の開講。） AL、SGD

予習：この時点までに調査した内容を、パワーポイントを用い
て発表形式にまとめる。更なる調査を進めてその内容をノート
にまとめる。  復習：中間発表内容とそれに対する助言につい
て、十分に見直して今後進めていく学習内容を確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

6回

研究調査・発表資料作成

「研究調査・発表資料作成」前回受けた助言に基づいて、引き続き研究に関
する調査を進め、その内容をグループ全員で共有すると共に、最終成果発
表に向けた発表資料の作成を行う。さらに、最終発表において質問されるで
あろう内容を想定し、これに対する対応についてまとめる。（２時間連続の開
講。）

AL、SGD

予習：中間報告に対する助言に基づいて、各自独自に研究
調査を進め、その内容をノートにまとめておく。  復習：発表内
容に対する理解を深めると共に、自分の発表に対する改善点
などについて確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

7回

研究調査・発表資料作成・発表練習

「研究調査・発表資料作成」最終成果発表に向けて、不足分の情報を調査
し補いつつ、発表資料の完成を目指す。最終発表を想定した発表練習を行
い、質疑応答などにも対応できる、より質の高いプレゼンテーションを仕上げ
る。（２時間連続の開講。） AL、SGD

予習：最終発表を行うに当たって、不足する情報を調査し、ノ
ートにまとめる。分かり易い発表を行うことを意識しながら、発
表内容のイメージを固める。  復習：完成した最終発表資料を
使って、発表練習を行うと共に、質疑応答の対策をさらに進め
る。 60

対面授業

テーマ

内容

8回

成果発表・質疑応答・振り返り

「成果発表・質疑応答」グループの研究調査結果を、クラスの学生および全
担当教員の前で口頭発表し、質疑応答に答える。別グループの発表を聞き
積極的に質問する事で議論を進める。発表終了後は、指導の教員とのディ
スカッションを交えて、理解が不足していた箇所のフォローアップを行う。（１
時間の開講。）

AL

予習：完成した最終発表資料を使って発表練習を行うと共に
、質疑応答の対策をさらに進める。  復習：自分たちのグルー
プの発表を振り返り、自己評価する。また、他のグループの発
表内容を見直し、理解を進めることでより幅広い研究に触れ
る。 60

対面授業

2022 先端化学実習ⅠＡ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

先端化学実習ⅠＢ◎（２ナ）

Project study on advanced chemistry I

1622602

前期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N-501, N-601, N-606, N-701, N-706, N-801　　　　　

友重竜一（実務経験）　米村弘明　黒岩敬太　田丸俊一　　水城圭司　櫻木美菜　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 18 0 10 72 100

2年次から3年次にかけて連続開講されるプロジェクト科目「先端化学実習」では、化学研究を題材とした課題発見・課
題解決型の教育プログラムを段階的に配置することで、化学の知識と技術に基づいた技術者・研究者として社会に貢献
できる人物への成長を目標としている。これらの科目群が目指す教育目標は、化学に関連する学習・研究活動を通して
培った論理的思考力に基づき、１）計画的に仕事に取り組み、着実に成果を収めることが出来る人物、２）独創的な成果を
収めることが出来る人物、を育成するものである。さらに、チームの一員として仕事に取り組み、１）より良い成果を収める
グループとなるために貢献できる人物、２）グループでの取り組みを通して、他者から有益な要素を積極的に吸収出来る
人物への成長を促すものである。   以上の目標の下、本プロジェクト科目群の、導入に当たる先端化学実習Iでは、先端
化学に関連する特定の研究テーマを学生自ら選択し、①研究分野の背景、②時代の要請と研究の意義、③当該研究分
野の世界的動向など、について調査し、その成果を口頭発表形式で発表する。   クラスは小グループに分けられ、それぞ
れのグループを１名ずつの教員が担当する。学生は、担当の教員が実施している研究を参考にし、自ら調査する研究を
決定する。その後、グループで協力し合いながら調査を行い、その成果をパワーポイント形式の資料にまとめて研究発表
を行う。調査およびその成果の編集過程では、必要に応じて担当教員および担当教員の研究室に所属する上級生の助
言を得ることができる。  さらに、最終回の日に振り返り（フォローアップ）を実施する。具体的には、発表内容に関して答え
られなかった質問について、指導教員とのディスカッションやコメントを通じて不足していた部分を理解につなげることで
学生へのフィードバックを行う。

　　　 

　　　 

仲間と協力し合いながら、計画的に課題に取り組み、研究の背景に関する知識を深めることができる。

インターネット環境を利用して、必要な情報を入手することができる。

調査結果をまとめ、相手にわかりやすく説明することができる。

火曜5限目

課題探求　課題解決　グループ学習　先端研究　　プレゼンテーション　　　　　　

1年次に開講されるすべての専
門科目に関連します。また、同時
期に開講に開講される、「基礎化
学実験I」「基礎無機化学」「基礎
有機化学」「物理化学」「分子生
物学I」の授業内容と高い関連性
があります。

対面授業

先端化学実習ⅠＢ◎（２ナ）2022

2

2

必修

担当教員作成の参考資料　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 先端化学実習ⅠＢ◎（２ナ）

評価方法は、成果発表（＝口頭発表）の18に加えて、発表に至るまでの学習、すなわちグループ学習1
8、個人による調査活動18、資料作成18、理解しようとする姿勢（＝他班が発表する際の質疑応答なら
びに発表後のフォローアップにおける積極性）18で構成される7２を、「その他」で評価する。

59

友重竜一

1年次までに学習する化学の基礎を理解しておく必要があります。さらに、調査および発表に必要はパソ
コンスキルも必要となります。具体的には、Webを活用した各種検索法、パワーポイント・エクセル・ワー
ド・ChemDrawなど、資料作成に必要なアプリケーションを使用するための基本技術が求められます。
これらの技術は、本講義の受講を通しても修得することができます。

自立型学習科目である先端化学実習では、課題発見・課題解決型のプロジェクト科目を通じて、技術者・研
究者として社会に貢献できる人物の育成を目指します。計画性や調査能力、情報を精査する力を育むことで
、独創的な思考力を生み出す土壌となります。また、グループワークを通してチームワークやリーダーシップな
どの育成も行います。   このプロジェクト科目を通じて、化学的知識を応用しながら、あらゆる問題を解決し
たり、全く新しい視点から研究開発を進めたりする力の源となるものです。  よって、当学科のDPである「社
会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身につけたもの。」「ナノサイエン
ス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」「社会人
として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観を身につけたもの。」のいずれにも該当する科目です。



学修上の
注意

(SBOs)

本講義は設定された時間数を必ず受講することが必要です。よって、病欠等で正規の授業を欠席した学生は、別途設け
られる補習日などを活用して欠席分を補う必要があります。講義に関する質問・相談などは、オフィスアワーや学科SALC
などを積極的に活用して下さい。発表資料の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは
、不正行為とみなされます。調査の結果得た情報の活用については、必ず担当教員の指示に従って下さい。

2022 先端化学実習ⅠＢ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス・研究紹介

「ガイダンス」本講義の流れと諸注意。  「研究紹介」担当教員が、複数の研
究テーマを紹介する。（２時間連続の開講。）

講義、AL、SGD

予習：シラバスを良く読み、不明な点などをノートにまとめてお
く。  復習：紹介された研究テーマについて復習し、さらに独自
に調査することで、理解を深める。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

課題決定・調査法の学習

「課題決定・調査法の学習」学生同士で話し合い、グループで調査するテー
マを決定する。研究情報の調査法を学び、実践する。（２時間連続の開講。）

AL、SGD

予習：研究テーマを調査した内容を元に、本講義で調査・発
表するテーマの案を考え、その概要をノートにまとめる。  復習
：研究情報の調査法を再確認し、スムーズに情報収集できる
ように訓練する。

60

対面授業

テーマ

内容

3回

研究調査１

「研究調査１」授業開始時点までに各自が調査してきた内容をグループで吟
味して、整理する。さらに、この情報を元に、さらに調査すべき内容を決定す
る。（２時間連続の開講。）

AL、SGD

予習：調査対象に決定した研究テーマについてより深く調査
し、その内容をノートにまとめる。  復習：グループで調査した
内容について再確認し理解を深め、引き続き行う調査に対す
るイメージを明確化する。

60

対面授業

テーマ

内容

4回

研究研究２

「研究調査２」授業開始時点までに各自が調査してきた内容をグループで吟
味して、整理する。この時点での調査結果をパワーポイントを使った発表形
式の資料にまとめる。（２時間連続の開講。）

AL、SGD

予習：調査対象として決定した研究テーマについてより深く
調査し、その内容をノートにまとめる。パワーポイントの基本的
な使用法を確認しておく。  復習：グループで調査した内容に
ついて再確認し理解を深め、引き続き行う調査に対するイメ
ージを明確化する。 60

対面授業

テーマ

内容

5回

中間報告

「パワーポイント資料作成のための討論」授業の前半終了時までに、グルー
プの調査結果をまとめ上げる。授業後半では、その内容について担当教員
や上級生に発表し、評価を受け、さらに調査すべき点やプレゼンテーションに
対する助言を受ける。（２時間連続の開講。） AL、SGD

予習：この時点までに調査した内容を、パワーポイントを用い
て発表形式にまとめる。更なる調査を進めてその内容をノート
にまとめる。  復習：中間発表内容とそれに対する助言につい
て、十分に見直して今後進めていく学習内容を確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

6回

研究調査・発表資料作成

「研究調査・発表資料作成」前回受けた助言に基づいて、引き続き研究に関
する調査を進め、その内容をグループ全員で共有すると共に、最終成果発
表に向けた発表資料の作成を行う。さらに、最終発表において質問されるで
あろう内容を想定し、これに対する対応についてまとめる。（２時間連続の開
講。）

AL、SGD

予習：中間報告に対する助言に基づいて、各自独自に研究
調査を進め、その内容をノートにまとめておく。  復習：発表内
容に対する理解を深めると共に、自分の発表に対する改善点
などについて確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

7回

研究調査・発表資料作成・発表練習

「研究調査・発表資料作成」最終成果発表に向けて、不足分の情報を調査
し補いつつ、発表資料の完成を目指す。最終発表を想定した発表練習を行
い、質疑応答などにも対応できる、より質の高いプレゼンテーションを仕上げ
る。（２時間連続の開講。） AL、SGD

予習：最終発表を行うに当たって、不足する情報を調査し、ノ
ートにまとめる。分かり易い発表を行うことを意識しながら、発
表内容のイメージを固める。  復習：完成した最終発表資料を
使って、発表練習を行うと共に、質疑応答の対策をさらに進め
る。 60

対面授業

テーマ

内容

8回

成果発表・質疑応答・振り返り

「成果発表・質疑応答」グループの研究調査結果を、クラスの学生および全
担当教員の前で口頭発表し、質疑応答に答える。別グループの発表を聞き
積極的に質問する事で議論を進める。発表終了後は、指導の教員とのディ
スカッションを交えて、理解が不足していた箇所のフォローアップを行う。（１
時間の開講。）

AL

予習：完成した最終発表資料を使って発表練習を行うと共に
、質疑応答の対策をさらに進める。  復習：自分たちのグルー
プの発表を振り返り、自己評価する。また、他のグループの発
表内容を見直し、理解を進めることでより幅広い研究に触れ
る。 60

対面授業

2022 先端化学実習ⅠＢ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
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開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
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中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

材料組織学（３ナ）

Microstructures and fuctional properties on Inorganic Materials

1622801

前期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N706　　　　　

友重竜一（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 60 0 10 20 0 10 0 100

私達の生活に大きな変化をもたらす高機能材料の開発は、従来のμmオーダーによる材料設計思想では不十分となり、
最近ではナノテクノロジーが主流となってきた。この基礎段階としてナノメートルオーダーで材料の組成・構造を知り、そ
れを基に材料設計および機能設計を行うことは重要である。この講義では、化粧品分野における材料を中心に話を展開
し、無機材料における材料設計、観察・評価方法、また合成方法について学ぶ。  また、本科目は実務家教員が行うので、
その前職における超LSIの開発経験を生かして受講生に半導体に関するバンド理論を含めて教授する。  テストの模範
解答や解答指針はテスト終了後の講義やwebclass等を通じて、またレポート・試験の結果は、次週以降の講義内または
webclass等を通じて学生へフィードバックする。

機能性セラミックス化学　朝倉書店　掛川、山村、守吉、門間、植松、松田著　 978-4-254-25585-0

材料組織学　朝倉書店　高木節雄 ・津崎兼彰　 978-4-254236927

化粧品を構成する機能性無機材料の種類や各種機能について列挙できるようになる。

化粧品に用いる微粒子が適切な成分・粒子サイズを備えているかどうかを判断する際にどの分析機器を用いるべきか、理由を
添えて説明できるようになる。

木曜 昼休み

化粧品 　セラミックス粒子　光学機器　解析方法　　　　　　　　

1年： 化学Ⅰ、化学Ⅱ、 化学Ⅰ演
習，化学Ⅱ演習、ナノサイエンス
入門  2年：基礎化学実験 I (無
機化学)、基礎無機化学、無機化
学、基礎物理化学 、先端化学実
習Iならびに同II  3年：機器解析
学、先端化学実習III

対面授業

材料組織学（３ナ）2022

3

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

工学のための無機材料化学　サイエンス社　片山 恵一 , 橋本 和明, 大倉 利典, 山下 仁大　　978-4-7819-1016-5
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評価明細
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実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 材料組織学（３ナ）

１.グループを編成し、各グループ1回の口頭発表を予定している。なお、「発表までの過程で、個人として
班に貢献した度合い」、「教員の判断に基づく，当該班による調査内容の理解度の高さ」も盛り込み､以
下の項目とあわせて評点とする。（20点）  2.発表時の資料をレポートとして提出すること（10点）。  3.
ポートフォリオの入力を課す（１０点）。  4.定期試験（60点）。なお、定期試験で60点中36点（=100点満
点換算で60点以上）に達しない場合は、口頭発表等で十分な評価を有していても、当該科目の内容の
理解が不十分とみなし単位は付与しない。

63

友重竜一

化学IおよびII、化学IおよびIIの各演習科目、基礎無機化学、無機化学、基礎化学実験 I (無機化学)で
学んだ内容を復習して、理解しておくこと。

当学科DPにおける「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と
専門能力を身につける」の項目に関連する科目である。  将来、素材研究・開発関係などの専門分野を
極めるための基本的な知識を身につけ、企業における生産・研究活動の一端に触れ、将来就職する際
に参考になる具体的な業務内容についても理解する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．毎回の講義で学習した内容について､その内容を振り返りながら1時間程復習し、次回の講義につながるようにしておく
ことが望ましい。また、図書館の蔵書（上記の参考書等）を利用した学習を推奨する。  ２．Web classを経由して参考資料
を配付するので、受講者は必ず資料を事前に入手すること。  ３．レポート（発表資料）は期限以内に提出すること。期限を
過ぎた場合、評点への加算は行わない。  ４．講義に関する質問・相談等は、学科で掲示していオフィスアワー などを積極
的に利用すること。  ５．総合試験（定期試験）の正解率が6割に満たない場合は、再試験を実施する。なお、二回の再試験
を受験後、合格しなかった場合、上記4項目までの評価点に拘わらず、単位の付与は行わない。

2022 材料組織学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション    化粧品が用いられる理由

講義内容の説明  肌をめぐる戦い -水＋皮脂 対 光-

講義・SGD

【復習】紫外線による肌への影響と化粧品の役割

60

対面講義

テーマ

内容

2回

化粧品用色材の基礎(１)（口紅、ファンデーション）

化粧品の成り立ちとその中における無機材料の種類

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前を通して不明な点チェックを
入れておくこと。  【復習】化粧品が、どのような素材で構成さ
れているか顧みる。

60

対面講義

テーマ

内容

3回

化粧品用色材の基礎(2)（無機素材）

ファンデーションに用いられる色材：二酸化チタンと酸化鉄の色と材料特性

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】物質固有の色がファンデーシ
ョンの色材として活用されていることを顧みる。

60

対面講義

テーマ

内容

4回

化粧品用色材の機能(1)：光の反射

肌表面上のファンデーションにおける光の反射と肌組織との関係

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】色材と肌組織の相互作用で光
の反射が変わること、光の反射機構を説明できるか確認する
。

60

対面講義

テーマ

内容

5回

化粧品用色材の機能（２）:光の屈折と形状による因
子

肌表面上のファンデーションにおける光の屈折と色材の結晶形態との関係

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】色材と肌組織の相互作用で光
の屈折が生じること、光の屈折機構を説明できるか確認する
。

60

対面講義

テーマ

内容

6回

化粧品用色材の機能(３)：物質中電子と発光現象の
関係

色材の反射とバンド理論の関係

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】バンドギャップと耐紫外線効果
の関連を説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

7回

化粧品用色材の評価（1）:（塗布性）

ファンデーション用色材の粒度と粒子間結合力が及ぼす肌表面の塗り心地
への影響

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】色材の粒度と粒子間結合力の
相互作用により肌表面への塗布性が変わることを説明できる
か確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

8回

化粧品用色材の評価(2)：（光学機器解析(1）

ファンデーション用色材の電子顕微鏡の原理と対象物の観察のコツ

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】色材のミクロ・ナノ構造を観察
する電子顕微鏡の観察原理を説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

9回

化粧品用色材の評価(3)：（光学機器解析(2）

ファンデーション用色材のＸ線回折による同定・解析とその原理

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】色材の物質同定を行うＸ線回
折法の原理を説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

10回

化粧品用パール材(1）

・球状パール材の機能発現  ・一般的なパール材の種類と素材の特徴

講義・SGD

【予習】該当する配布資料を事前に目を通して不明な点チェ
ックを入れておくこと。  【復習】どのようにして肌に光沢をもた
らしているか、また、多干渉パール材や球状パール材がどのよ
うな技術を利用して作られているか確認する。

60

対面講義

2022 材料組織学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

化粧品用パール材(2）

材料の複合化技術による高機能化（メカノケミカル反応、表面処理）

講義・SGD

【予習】関連資料を事前に目を通して不明な点チェックを入れ
ておくこと。  【復習】複合材料の作製法であるメカノケミカル
反応等の原理を説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

12回

課題解決ミッション成果報告（1）：第1グループ

新しい化粧品機能提案と評価について学生が班ごとに分かれてプレゼンテ
ーションを行う。

PBL

【予習】発表資料の作成と発表練習をグループメンバー間で
実施しておくこと。  【復習】発表時に指摘された箇所を修正し
、パワーポイント資料を担当教員に配信する。

60

対面講義

テーマ

内容

13回

課題解決ミッション成果報告（2）：第2グループ

新しい化粧品機能提案と評価について学生が班ごとに分かれてプレゼンテ
ーションを行う。

PBL

【予習】発表資料の作成と発表練習をグループメンバー間で
実施しておくこと。  【復習】発表時に指摘された箇所を修正し
、パワーポイント資料を担当教員に配信する。

60

対面講義

テーマ

内容

14回

材料科学と職業

材料に秘められた機能と特性が、幅広く利用され我々の生活を豊かにして
いる事例を紹介する。また就職活動に役立つ情報も提供する。

講義・SGD

【予習】自身の職業選択の夢を思い描いて整理して講義に臨
む。  【復習】社会で働くことと材料科学の関連性について振
り返り、働くことへの期待感を文章にまとめる。

60

対面講義

テーマ

内容

15回

総合試験

総合試験を通して自らの理解力を示す。試験後に解答例を示しながら講義
を行う。

試験・講義

【予習】１４回までの講義内容と口頭発表内容の復習をする。 
 【復習】試験問題で解けなかった箇所を重点的に確認する。

60

対面試験

2022 材料組織学（３ナ）

66



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

分子反応論（３ナ）

Molecular Reaction Theory

1622901

前期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

Ｎ８０６　　　　　

八田 泰三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 0 40 0 0 10 10 100

本学科の人材育成目標の一つは、工学系全分野のみならず薬学・生物・生命系分野において、物質を化学的に扱うこと
ができる技術者・研究者を輩出することである。物質は有機物質と無機物質に大別することができ、有機物質を扱う主
要な業種としては、化学、医薬、バイオ系企業に加え、半導体関連企業などがある。従って、将来これらの分野を目指す
学生にとって、有機化学関連科目は必要不可欠といえる。  有機化学の対象は我々の身近にあるものばかりと言ってよ
い。しかし、目に見えない分子の議論が主となるので一般にはなじみの薄い学問である。この講義の目的は、１年次に開
講されている基礎有機化学および有機化学と同様、有機化学の基本を分子レベルから理解させることにある。   本講義
では、有機化合物を構造「官能基」によって約12種類のグループに分類し、その中でも特にハロゲン化アルキル、アルコ
ール、フェノール、エーテル、カルボニル化合物群（アルデヒド、ケトン）の基本的性質と反応性および立体化学について
分子の構造的特徴および有機電子論を基にして解説する。特に反応性については、有機反応論の観点から求核置換反
応、脱離反応、求核付加反応などについて解説する。なお、講義中のテスト・レポートの結果は、適宜学生へフィードバッ
クする。  本講義は、基礎有機化学（１年後期）、有機化学（２年前期）、分子デザイン学（3年前期）により有機化学全体を
講義するので、これら全講義をセットで履修することが望ましい。

マクマリー有機化学 第９版（上・中・下）　東京化学同人　マクマリー　 上9784807909124、中9784807909131、下9784807909148

ボルハルト・ショアー現代有機化学（第８版）(上・下)　化学同人　ボルハルト、ショア―　 上9784759820294、下9784759820300

ハロゲン化アルキルの基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

アルコール、フェノール、エーテルの基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

アルデヒドおよびケトンの基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

火曜日4限目に事前予約

有機化学　ハロゲン化アルキル　アルコール　エーテル　　カルボニル化合物　　　　　　

【基礎科目】基礎有機化学（1年
後期）、化学Ⅱ（1年後期）、化学
Ⅱ演習（1年後期）  【連携科目】
有機化学（2年前期）、有機機器
解析学（2年前期）、  【発展科目】
素材科学実験Ⅱ（2年後期）、分
子デザイン学（3年前期）、ナノサ
イエンス演習（3年後期）、卒業研
究（4年）、ゼミナール（4年）

ブレンド授業（対面＋遠隔）

分子反応論（３ナ）2022

3

２

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　マクマリー　　978-4-8079-0927-8

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ジョーンズ有機化学 (上・下) 第5版　東京化学同人　ジョーンズ　 上9784807908936、下978-4807908943

有機反応論　三共出版　加納航治　 978-4782705254

HGS分子構造模型C型セット 有機化学実習用　丸善出版　　 978-4-621-30128-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 分子反応論（３ナ）

定期試験（40点）、レポート（40点）、その他（口頭試問）（10点）、ポートフォリオ（10点）の合計点とする
。

68

・それまでに修得して欲しい科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、有機機
器解析学  ・同時に習得しておくことが望ましい科目：素材科学実験Ⅱ  ・将来の修得に繋がる科目：分
子反応論、分子デザイン学、ナノサイエンス演習、卒業研究、ゼミナール

・ディプロマポリシー(DP)中にある項目「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるた
め、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの」に関連する科目である。  ・社会の多種多様な問題を
解決するために、有機化学に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

【予習】各章ごとに重要項目を演習問題形式にまとめたポイントチェック用ワークシート（ワークシートと略す）を事前に配
布するので、これに沿って講義１コマ分に相当する教科書（3節分約５ページ）の予習および該当するワークシートの問題
を解き、解答をレポート形式にまとめておくこと。なお、わからなかった問題については、後で正解を記入できるよう開けてお
く。  【講義中】教科書の解説、およびワークシートの解き方のポイントを説明するので、それをノートに書き写すこと。そして
、自学で理解できていた点の再確認、および理解不十分だった点や間違っていた点については、解答の暗記ではなく内
容の理解に努め、講義中に疑問点を解決すること。疑問点が残った場合は、オフィスアワーや学科SALCを積極的に利用
すること。  【復習】予習で作成したワークシートの解答の添削（加筆修正）を自分で行うと共に、特に、わからなかった問題
および不正解の問題については、授業スライド、講義ノートや教科書・参考書を見直して、先ず理解に努め、レポートの解
答を作成する。  【レポート提出】ワークシートのレポートを指定した期限内に提出すること。提出したレポートは八田が添
削する。課題レポートが全て合格するまで、これを繰り返す。この時点で、該当する章の内容については、ほぼ理解をして
いる状態になっておくこと。  【定期試験】教科書の各章について、理解していた内容の再確認と重要事項の暗記を、ワー
クシートを基にして行う。さらに、教科書の練習問題を解き、理解を深めると共に応用力を身につけること。  【注意】総合的
な評価をするので、テスト、レポート、ポートフォリオのすべてに取り組むことが、単位成立の前提条件となるので、注意する
こと。なお、レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為とみなされ
ます。  【注意】オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合は、八田研究室（N806）にて対応します。オフィスアワー
にTeams のチャットやテレビ電話等での質問も受け付けます。  ※その他メール等での質問も受け付けます。
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・概要説明

オリエンテーションおよび  本講義の概要説明および各章の概要説明

講義

【予習】シラバス熟読。教科書第4章～6章を復習しながら、第
7～9章を読んでおく。  【復習】各章の概要の把握および講義
に合わせた自学スケジュールの構築。

60

オンデマンド

テーマ

内容

2回

ハロゲン化アルキル（１）

第7章7･1～7･2節  命名法、合成法について解説、ワークシートの演習・解
説。

講義  演習

【予習】教科書7･1～7･2節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

3回

ハロゲン化アルキル（２）

第7章7･3～7･4節  Grignard試薬とその反応、求核置換反応（概要）につ
いて解説、ワークシートの演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書7･3～7･4節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

4回

ハロゲン化アルキル（３）

第7章7･5～7･6節  求核置換反応（SN1,SN2）について解説、ワークシート
の演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書7･5～7･6節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

5回

ハロゲン化アルキル（４）

第7章7･7～7･9節  脱離反応（E1,E2）、SN1,SN2,E1,E2のまとめについ
て解説、ワークシートの演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書7･7～7･9節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

6回

アルコール・フェノール・エーテル（１）

第8章8･1～8･2節  命名法、性質、水素結合について解説、ワークシートの
演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書8･1～8･2節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

7回

アルコール・フェノール・エーテル（２）

第8章8･3～8･5節  性質、酸性度、アルコールの合成法について解説、ワー
クシートの演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書8･3～8・5節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

8回

アルコール・フェノール・エーテル（３）

第8章8･6～8･7節  フェノール及びエーテルの合成法と反応について解説
、ワークシートの演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書8･6～8･7節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

9回

アルコール・フェノール・エーテル（４）

第8章8･8～8･9節  エポキシド、チオール、スルフィドについて解説、ワーク
シートの演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書8･8～8･9節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

10回

アルデヒド・ケトン（１）

第9章9･1～9･3節  カルボニル基、命名法、合成法について解説、ワークシ
ートの演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書9･1～9･3節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

アルデヒド・ケトン（２）

第9章9･4～9･6節  酸化、求核付加反応、還元について解説、ワークシート
等演習問題の演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書9･4～9･6節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

12回

アルデヒド・ケトン（３）

第9章9･7～9･9節  水の求核付加、アルコールの求核付加、アセタール、ヘ
ミアセタールについて解説、ワークシート等演習問題の演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書9･7～9･9節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

13回

アルデヒド・ケトン（４）

第9章9･10～9･12節  アミンの付加、Grignard試薬の求核付加、共役付
加反応について解説、ワークシート等演習問題の演習・解説。

講義  演習

【予習】教科書9･10～9･12節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

14回

復習と演習（１）

ハロゲン化アルキル、アルコール・フェノール・エーテル（前半）に関する復習
と演習。

講義  演習

【予習】教科書7章～8章8･5節の復習、該当するワークシート
の復習及び教科書の問題を解いてみる。  【復習】演習問題
の解答完成と内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

15回

復習と演習（２）およびまとめ

アルコール・フェノール・エーテル（後半）、アルデヒド・ケトンに関する復習と
演習。さらに、総評を行う。

講義  演習

【予習】教科書8章8･6節～9章の復習、該当するワークシート
の復習及び教科書の問題を解いてみる。  【復習】演習問題
の解答完成と内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

16回

定期テスト

全範囲を対象とする理解度確認のためのテスト

演習

【予習】教科書7～9章の復習、ノートの復習、ワークシートの
復習

120

対面

2022 分子反応論（３ナ）

71



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

機能性高分子科学（３ナ）

Functional polymer science

1623101

前期

keitak@nano.sojo-u.ac.jp

N701　　　　　

黒岩 敬太　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 10 10 0 10 0 100

現代の社会を支えている材料として欠かせないのが、機能性ナノ材料である。繊維、容器などの用途に加え、電気、光、
熱などの工学分野から、医学、航空宇宙などの分野まで、人類が関わるありとあらゆる分野に関与している。さらに、この
分野におけるナノ材料については、実用化間近の化合物から、ノーベル化学賞候補の概念まで、幅広く研究されている。
本講義では、身近にある高分子から、世界最先端のナノ材料までを順に追って紹介し、高機能性と高分子、ナノ材料の関
係について学ぶ。試験・小テストの振り返り（フィードバック）は模範解答を解説したり、配布したりする。

「高分子の化学」　三共出版　北野、功刀、宮元、前田、伊藤、福田 著　 978-4782705445

「高分子材料化学」　三共出版　吉田、萩原、竹市、手塚、米澤、長崎、石井 著　 

機能性の高分子について、最近のトピックスを把握し、自らアイデアを提案することができる。

超分子組織体、高分子組織体の性質について、最近のトピックスを把握し、自らアイデアを提案することができる。

生体材料高分子について、最近のトピックスを把握し、自らアイデアを提案することができる。

月曜5限

高分子化合物　エンジニアリングプラスチック　刺激応答性高分子　超分子　　生体高分子　　　
　　　

基礎高分子科学  高分子科学  
素材科学実験III（高分子科学）

ブレンド授業（対面主体＋遠隔)

機能性高分子科学（３ナ）2022

3

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

スライド主体　　　　

高分子化学　朝倉書店　宮田ら　 978-4-254-25597-3

　　　 

　　　 

　　　 

「E-コンシャス 高分子材料」　三共出版　柴田、山口 著　 

「ライフサイエンス系の高分子化学」　三共出版　宮下ら 著　 

基礎からわかる高分子材料　森北出版　井上和人、清水秀信、岡部勝　 978-4-627-24581-5
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 機能性高分子科学（３ナ）

毎回、様々なテーマに絞ってナノ材料を設計してもらう問題解決型の小テストを行う。よって、事前に身の
回りのナノ材料について関心をもって調査しておく必要がある（10点）。  また数回に一回レポート提出、
成果発表会を行い、ICT調査能力と課題解決能力を醸成する（10点）。  さらに、中間テスト、定期テスト
によって総合的な学習到達度を判断する（中間試験30点、期末試験30点）。 試験の振り返りは模範解
答を解説したり、配布したりする。  最後に、ポートフォリオによる学習到達度の振り返りを行う（10点）

73

基礎科目として、基礎高分子科学、基礎有機化学、連携科目として、有機化学、高分子科学、次につな
がる発展科目として、分子生物学I、IIが関連している。

・社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理性を高分子材料から身につける。  ・ナノサイエン
ス分野において応用力を有する専門家になるために、高分子科学の基礎と高分子材料の応用力を身
につける。  ・社会の多種多様な問題を解決するために、高分子科学の分野に必要な課題発見・問題解
決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

基礎高分子科学、高分子科学の知識を習得していることが望まれる。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの
剽窃（ひょうせつ）は不正行為とみなす。  講義に関する質問・相談等は、学科で掲示しているオフィスアワーなどを積極的
に利用してください。  オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合はN701にて対応します。  オフィスアワーにTea
ms のチャットやテレビ電話等での質問も受け付けます。  ※その他メール等での質問も受け付けます。
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

機能性高分子材料について

効能性高分子、機能性ナノ材料の最先端をガイダンスし、その内容について
アイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

機能性高分子材料の小テストについて復習  強い高分子の
アイデアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

2回

強い高分子

高強度繊維、液晶性高分子、エンジニアリングプラスチック、カーボンファイ
バー、ゴム、エラストマーについて概説し、その内容についてアイデア提案型
PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

強い高分子の小テストについて復習  働く高分子①のアイデ
アについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

3回

働く高分子①

衣料材料、感光性高分子、光学高分子について概説し、その内容について
アイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

働く高分子①の小テストについて復習  働く高分子②のアイ
デアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

4回

働く高分子②

導電性高分子、電池・燃料電池について概説し、その内容についてアイデア
提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

働く高分子②の小テストについて復習  働く高分子③のアイ
デアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

5回

働く高分子③

磁性材料、有機磁性体について概説し、その内容についてアイデア提案型P
BLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

働く高分子③の小テストについて復習  働く高分子④のアイ
デアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

6回

働く高分子④

イオン交換樹脂、高分子膜、高分子凝集剤、ゲルろ過、光学分割カラム、高
吸水性材料、高分子触媒、高分子微粒子について概説し、その内容につい
てアイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

働く高分子④の小テストについて復習  賢い高分子のアイデ
アについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

7回

賢い高分子

圧電性高分子、電場応答性高分子、感温性高分子、光応答性高分子につ
いて概説し、その内容についてアイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

賢い高分子の小テストについて復習  中間試験対策につい
て総復習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

8回

中間評価

機能性高分子材料の総括①と中間試験

講義＋中間試
験

機能性高分子材料の総括①の中間試験について復習  非共
有結合性高分子①のアイデアについて予習

90

対面授業

テーマ

内容

9回

非共有結合性高分子①

分子認識材料について概説し、その内容についてアイデア提案型PBLの小
テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

非共有結合性高分子①の小テストについて復習  非共有結
合性高分子②のアイデアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

10回

非共有結合性高分子②

両親媒性化合物、超分子組織体について概説し、その内容についてアイデ
ア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

非共有結合性高分子②の小テストについて復習  非共有結
合性高分子③のアイデアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

2022 機能性高分子科学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

非共有結合性高分子③

有機無機ハイブリッド材料について概説し、その内容についてアイデア提案
型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

非共有結合性高分子③の小テストについて復習  生体材料
高分子①のアイデアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

12回

生体材料高分子①

生体分子を利用した材料、生体高分子の合成法を概説し、その内容につい
てアイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

生体材料高分子①の小テストについて復習  生体材料高分
子②のアイデアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

13回

生体材料高分子②

人工臓器、抗血栓性材料、人工腎臓、人工心臓、人工肝臓、人工すい臓な
どについて概説し、その内容についてアイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

生体材料高分子②の小テストについて復習  生体材料高分
子③のアイデアについて予習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

14回

生体材料高分子③

薬物送達システム（DDS）、生分解性高分子について概説し、その内容につ
いてアイデア提案型PBLの小テストする。

講義＋小テス
ト＋AL＋PBL

生体材料高分子③の小テストについて復習  期末試験対策
について総復習

90

ブレンド授業
（対面主体＋

双方向)

テーマ

内容

15回

期末評価

機能性高分子材料の総括②と期末試験

講義＋期末試
験

機能性高分子材料の期末試験について復習  これまでの振
り返りについて予習

90

対面授業

2022 機能性高分子科学（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

プロセス工学（３ナ）

Process Engineering

1623201

前期

kusakabe@nano.sojo-u.ac.jp

N406　　　　　

草壁克己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 30 0 0 0 10 0 100

自然科学を応用して、環境保全型の物質およびエネルギー変換プロセスを設計、操作、保守管理するための基礎的な方
法論を提供するのがプロセス工学である。プロセス操作の中で特に化学反応の操作に関する反応工学が重要である。
反応工学の中心は物質収支の理解にあり、これを理解することはあらゆる工学分野で利用できる考え方である。本講で
は、反応についての理解、反応装置の分類、化学反応速度に関する基礎を学び、これを応用して物質収支を理解し、反
応装置の設計法の基礎を学ぶ。この授業によって専門能力を高め、問題解決能力が身につく。  授業対面授業を行う。  
本学科の人材育成目標の一つは、ケミカルエンジニアとして活躍できる技術者であり、中でも化学プラント関連企業を
目標とする学生にはプロセス工学は必要不可欠である。また、卒業研究、修士研究に関する課題に対応できる基礎能力
と現象を数量的に捉えられる汎用的解析能力を養う。  小テスト、中間テスト、最終テストについては、次の講義時にフィ
ードバックする。

反応工学　培風館　橋本健治　 

反応工学、反応装置から地球まで　培風館　小宮山宏　 

反応速度と装置設計の基礎について理解しノートにまとめることができる。

昼休み

反応工学　反応装置　反応速度　　　　　　　　　

この授業と関連するのは卒業研
究である。

対面授業

プロセス工学（３ナ）2022

3

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

反応工学　三共出版　草壁克己ら　　ISBN978-4-7827-0601-5
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 プロセス工学（３ナ）

講義で行う小テストの結果を集計して、合計30点満点で評価し、中間テスト、定期テストの試験はそれ
ぞれ30点満点で評価し、これらにフォートポリオの点数を加算して100点で評価する。小テストは毎回
解答例と共に返却、中間試験、定期テスト後には模範解答を掲示して、内容のフィードバックを行う。

78

この科目を履修する上で基礎となる科目は高校物理、微分積分学、化学I、基礎物理化学、基礎プロセ
ス工学である。

反応工学で学ぶ物質収支の概念、反応速度、反応率の定義とその利用方法を理解することは、企業で
モノづくりをするうえで基礎的な内容を含む重要である。この授業によって学科のDPである専門能力を
高め、問題解決能力が身につく。



学修上の
注意

(SBOs)

遠隔授業の中で指示する。以下の文章をあえて記入します。レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょ
うせつ）は、不正行為とみなされます。手書きによるレポートの作製を強く勧める

2022 プロセス工学（３ナ）

79



回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業内容

シラバスの説明  教科書の紹介  反応器設計の目的  講義内容に関する課
題(小テスト)

講義  小テス
ト

反応器について図書館で調査

30

テーマ

内容

2回

化学反応

化学反応の分類  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

これまでに学習した化学反応を分類する。

30

テーマ

内容

3回

反応速度式

反応速度式  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

反応速度、活性化エネルギーについて予習する。

30

テーマ

内容

4回

反応場

反応場と反応速度  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

触媒反応と酵素反応について予習する。

30

テーマ

内容

5回

反応率

反応率について  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

反応率、収率、転化率について復習する。

30

テーマ

内容

6回

反応と濃度変化

反応に伴う濃度変化  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

反応率と濃度との関係について復習する。

30

テーマ

内容

7回

物質収支

反応を伴う物質収支  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

基礎プロセス工学で学んだ物質収支について予習する。

30

テーマ

内容

8回

流れ

流体の流れと反応器  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

層流と乱流について予習する。

30

テーマ

内容

9回

中間テスト

中間テスト

講義  小テス
ト

第1週から第8週までの講義内容について復習する。

60

テーマ

内容

10回

回分反応器

回分反応器の設計  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

回分反応器の流れ、構造について予習する。

30

2022 プロセス工学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

管型反応器

管型反応器の設計  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

管型反応器の流れ、構造について予習する。

30

テーマ

内容

12回

連続槽型反応器

連続槽型反応器の設計  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

連続槽型反応器の流れとこうぉうについて予習する。

30

テーマ

内容

13回

最終テスト

最終テスト  最終テスト答案確認

テスト

第10回から第12回の講義内容を復習する。

30

テーマ

内容

14回

反応器の比較

反応器の比較  講義内容に関する課題(小テスト)

講義  小テス
ト

第11回、第12回の講義内容について復習する。

30

テーマ

内容

15回

反応速度解析  複合反応系

反応速度解析、複合反応における反応器設計  講義内容に関する課題(小
テスト)

講義  小テス
ト

第、10、11、12回の講義内容を復習する。

30

2022 プロセス工学（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

環境計測学（３ナ）

Environmental Analytical Chemistry

1623401

前期

nishida@nano.sojo-u.ac.jp

N206　　　　　

西田正志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０ 30 0 30 0 0 10 30 100

環境計測とは自然環境および生活環境に含まる各種有害物質の定性・定量分析を行うことを指し、環境化学の研究や
環境保全にきわめて重要である。環境計測を適切に行うには、分析対象となる環境や物質の理解，分析技術の原理の理
解，環境基準や公定分析法といった法規・施策への理解が必要と考えられる。そこで本講義は水質分析法の原理を中
心課題として取り扱いながら、公定分析法に定められた測定項目，分析方法，試料採取方法などの基礎的事項ついて解
説する。これにより将来、環境証明事業所や環境管理事業所など、環境関係の進路を志望する学生に必要な基礎知識
の習得を目指す。なお、習得度を上げるため、各講義回に分析方法や用語を説明する課題を実施する。

環境分析のための機器分析　丸善　酒井馨　 9784931340251

JISハンドブック環境測定Ⅱ水質　日本規格協会　日本規格協会　 9784542184411

講義で扱った機器分析法の原理と用途を説明できる

環境関係の法律、環境基準、水質分析項目について講義で得た知識を説明できる

火３、金５

環境計量士　機器分析法　公害防止　環境法規　　　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習  
関連科目：基礎分析化学、分析
化学、化学実験操作法  発展科
目：先端科学実習Ⅲ、先端科学
実習Ⅳ、卒業研究

遠隔授業

環境計測学（３ナ）2022

３

２

選択

これからの環境分析化学入門　講談社　小熊幸一 他編　　978-4-06-154382-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 環境計測学（３ナ）

講義に11回以上出席し、かつ定期試験にて6割以上の正答率を示した者について、以下の基準で評価
する。  １．定期試験：定期試験に相当する期末課題を提出する。30点  ２．レポート：各講義回の重要事
項に関するミニレポートを提出する。合計30点  ３．その他：演習回にて与えた課題の解答を提出する。
合計30点  ４．ポートフォリオ：学習到達度レポートを提出する。10点

83

１．公害防止管理者、環境計量士の資格取得に必要な内容を含む。  ２．１年後期「分析化学」の理解を前
提とした内容もあるので、必要に応じて復習を行うこと。  ３．環境管理や品質管理業務に関する進路を
目指す者に重要な基礎知識を扱う。

「社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身につけたもの」に関連
して、環境計量技術者、環境管理技術者に要求される分析技術を理解する。  「社会人として相応しい
豊かな人間性と責任感、倫理観を身につけたもの」に関連して、モノづくりの現場に係る技術者に必要
とされる環境関連法規や環境施策を理解する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．講義に11回以上の出席を要する。  ２．全て遠隔講義として実施し、レポート・課題全てオンラインで提出する。  ３．レポ
ート、課題などの評価は専門的知識に限らず日本語文章として適切であるかも評価の対象とする。  ４．提出物は指定し
た期日までに提出されたもののみ受け取る。  ５．提出物のコピー＆ペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみな
します。  ６．オフィスアワーに対面での質問を希望する場合はN206の教員室にて対応します。遠隔での質問は講義担当
者へのメールにて受け付けます。

2022 環境計測学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、電気化学分析法

講義の概要説明、社会的背景についての解説、ネルンスト則、ポテンシオメ
トリー、ｐHガラス膜電極の原理確認

講義  演習

【予習】教科書p.2-p.3、p.185-
p.190を読んでおく。  【復習】講義中に示した用語について
必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

2回

クロマトグラフィー（１）

クロマトグラフィーの原理、LCの原理と分離モード

講義  演習

【予習】教科書p.200-
p.203を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

3回

クロマトグラフィー（２）

LC装置原理、GCの原理と分離モード

講義  演習

【予習】教科書p.203-
p.206を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

4回

クロマトグラフィー（３）

GC装置原理、クロマトグラムについて

講義  演習

【予習】教科書p.205-
p.208を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

5回

まとめ演習（その１）

講義1回～4回のまとめ演習を行う。

演習

【予習】講義1回～4回の内容を確認しておく。  【復習】演習問
題が説明できるか確認し、用語について必要に応じて調べる
。

60

遠隔授業

テーマ

内容

6回

光分析法（１）

ランベルト‐ベール則、紫外・可視吸光光度法の原理について

講義  演習

【予習】教科書p.158-
p.164を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

7回

光分析法（２）

原子吸光分析法の原理、測定装置について

講義  演習

【予習】教科書p.170-
p.172を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

8回

光分析法（３）

ICP発光分析法の原理、測定装置について、干渉について

講義  演習

【予習】教科書p.172-
p.175を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

9回

法律・国際規格（１）

環境関連法規の歴史、環境基本法について

講義  演習

【予習】教科書p.209-
p.212を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

10回

法律・国際規格（２）

環境関連法規の種類、環境基準について

講義  演習

【予習】教科書p.213-
p.218を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明で
きるか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

2022 環境計測学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

まとめ演習（その２）

講義6回～10回のまとめ演習を行う。

演習

【予習】講義6回～10回の内容を確認しておく。  【復習】演習
問題が説明できるか確認し、用語について必要に応じて調べ
る。

60

遠隔授業

テーマ

内容

12回

水環境の分析（１）

水環境の定義、水環境試料の採取法と分析項目

講義  演習

【予習】教科書p.40-
p.46を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明でき
るか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

13回

水環境の分析（２）

水環境分析の一般的項目について

講義  演習

【予習】教科書p.46-
p.50を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明でき
るか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

14回

水環境の分析（３）

無機成分・特定化合物の分析について

講義  演習

【予習】教科書p.50-
p.63を読んでおく。  【復習】講義内容の演習問題が説明でき
るか確認し、用語について必要に応じて調べる。

60

遠隔授業

テーマ

内容

15回

総括・期末課題

講義内容の総括、単位認定に関する確認、期末課題、ポートフォリオ

講義  試験（
課題）

【予習】これまでの講義で扱った内容を振り返っておく

90

遠隔授業
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

産業と生活環境科学（３ナ）

Industry and life environment science

1623501

前期

ikenaga@nano.sojo-u.ac.jp

N506　　　　　

池永 和敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12 25 0 36 0 17 10 0 100

 近年、地球温暖化防止のための二酸化炭素の新たな増加を抑制するために自然エネルギーを基本とした新エネルギー
産業が急成長を遂げつつある。また、従来は廃棄されるに過ぎなかった大量の余剰動植物資源・廃棄動植物資源（バイ
オマス）を積極的に利用した新エネルギーも急速に発展した。そのような現状を基に本講義においては生活環境、エネル
ギー及び化学物質がいかに産業と密接に係っているかを概説する。また、ビデオ映像、回覧サンプル及び小実験も取り
入れ、内容を把握し易いようにしている。また、環境関連施設（地熱発電所）の見学を計画している。   提出するレポート
は、講義の内容について、受講者の意見を800字前後にまとめる事になっているが、例年不十分な書き方が多く見られる
。論理的な文章を書くことができるように、レポートの添削を実施する予定で、これを講義フィードバックとする。

環境問題はなぜウソがまかり通るのか　洋泉社　武田邦彦　 978-4862481221

環境問題はなぜウソがまかり通るのか２　洋泉社　武田邦彦　 978-486248182

再生可能エネルギーと産業の関係についての理解度の変化について受講前後での比較ができる。

講義の予習復習の状況とレポートの提出数による成績予想ができる

金５

地球温暖化防止　二酸化炭素の発生抑制　再生可能エネルギー　核エネルギー　　バイオマス　
　　　　　

基礎科目:化学Ⅰ、化学II、分析
化学、有機化学、ナノサイエンス
入門  連携科目:高分子科学、環
境物質科学、基礎化学実験II  
発展科目:ナノサイエンス演習、
卒業研究

対面授業

産業と生活環境科学（３ナ）2022

3

2

選択

講義の前に配布する担当者作成のプリント　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

不都合な真実（DVD）　　アル・ゴア　 

低炭素社会と資源・エネルギー　三共出版　及川紀久　 978-4-7827-0651-0
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 産業と生活環境科学（３ナ）

①定期試験・・・25点 50問の正誤問題：講義中の重要な内容の記述についての正誤判断を問う出題
形式。  ②中間試験・・・12点 ノート提出：講義実施の中間時期までの講義メモ（予習したことの記述、
講義中の内容の記述）を元に授業ノートを作成する。予習・復習しているかの確認のため、写真を取りポ
ートフォリオへ提出する。講義中の記述写しが少ない場合は、大きく減点する。  ③レポート提出・・・6点
x6=36点：8テーマ(環境施設見学も含む)の中から、6テーマについて、800字前後で、講義内容に 沿っ
た独自の感想や意見についてレポートにまとめてポートフォリオに提出する。単に調査内容は0点となる
ので注意すること。他人のレポート内容またはWeb上の記述からの単なるコピーは、提供者と使用者の
両者をカンニング（剽窃）とみなし、不合格とする。すべてのレポートを提出して満点の場合、36点となる
。なお、欠席のときのレポートは提出とは認められない。  ④作品・・・17点ノート提出：すべての講義終
了後に提出する。講義メモ（予習したことの記述、講義中の内容の記述）を元に授業ノートを作成する。
予習・復習しているかの確認のためノートを提出する。講義中の記述写しが少ない場合は、大きく減点
する。  ⑤ポートフォリオ記入・・・10点 受講後のまとめとして、到達度目標の内容に沿って、２項目すべ
てについて、200-
250字で書くこと。他人の内容または単なるコピーは、提供者と使用者の両者をカンニング（剽窃）とみ
なし、不合格とする。  ①-
⑤のそれぞれの配点の50％未満のときは、追レポート提出が必要になる場合、または、不合格になる場
合がある。

88

基礎的な科学、基礎的な環境科学、基礎的なエネルギー関連、基礎的な政治経済学、基礎的な歴史・
地理

本講義では、ナノサイエンス学科のDPの１つである「社会の多種多様な問題の解決」として、具体的に「
環境」に焦点を絞り、将来、環境科学の基本的な知識を持って、様々な社会の問題解決が可能な人材を
育成する上で重要な事象８テーマについて取り扱う。また、本講義の根底には、化学を基礎として、学際
的で高度な専門知識を修めるために、他分野、他学部との連携を強化して、ナノサイエンスに特化した
教育研究を行う目的がある。近未来の新産業の主軸となるナノテクノロジーを担える幅広い専門知識と
技術者倫理観を兼ね備えた人材育成に資する科目となる講義内容へ、常に進化するように努める。



学修上の
注意

(SBOs)

①総合的な評価をするので、定期試験、中間試験、レポート提出、作品、ポートフォリオ記入のすべてをクリヤすることが、
単位成立の前提条件となるので、注意すること。  ②基本的に、レポートの提出が8テーマ中6テーマ以上であれば単位成
立とする。  ③出席率が2/3以上の場合を単位成立条件とする。  ④講義中の居眠りは、大きく減点する場合がある。  そ
れぞれの配点の50％未満のときは、追レポート提出が必要になる場合、または、不合格になる場合がある。

2022 産業と生活環境科学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクションI

講義の概説・シラバスの詳細・ポートフォリオの記入方法を説明したのち、ビ
デオ①「不都合な真実」の約１/３を視聴する。産業と生活環境の係り合いに
ついて習得する。

講義・演習

予習：シラバスを参考にして本講義の内容についてインター
ネットで調査しておく。  復習：本講義の概説内容と映画「不
都合な真実」の重要事項について、インターネットで調査しな
がら内容を再確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

イントロダクションII「不都合な真実」

ビデオ①「不都合な真実」の約１/３を視聴して地球温暖化の問題点につい
て考えをまとめる。

講義・演習

予習：前回の講義内容を参考にして「地球温暖化」について
インターネットで再度調査しておく。  復習：映画「不都合な真
実」の視聴した内容について、自分の意見や感想を具体的に
レポートにまとめ、レポート01の提出の準備をしておく

120

対面授業

テーマ

内容

3回

イントロダクションIII「不都合な真実」

産業と生活環境科学に係わる内容と映画「不都合な真実」の内容の対比ビ
デオ①「不都合な真実」の残りを視聴して、映画全体より地球温暖化の問題
点の本質について、自分の考えをまとめる。

講義・演習

予習：１-
２回の講義内容を参考にして「地球温暖化防止策」について
インターネットで再度調査しておく。  復習：映画「不都合な真
実」より地球温暖化の問題点の本質について、自分の考えを
まとめ、レポート01としてポートフォリオへ期限内に提出する。 120

対面授業

テーマ

内容

4回

エネルギーと産業I  電力革命

ビデオ「電力革命が始まった」を視聴して、電気エネルギーと産業の係り合
いについて習得する。

講義・演習

予習：電気エネルギーと産業について、シラバス・予習情報を
参考にして本講義の内容をインターネットで調査しておく。  
復習：ビデオ②の視聴事項について、具体的な感想や意見を
レポートにまとめて、レポート02の提出を準備する。

120

対面授業

テーマ

内容

5回

エネルギーと産業II

引き続きビデオ②を視聴して、海外と日本のエネルギー事情とその問題点
について比較する。未来のエネルギーについても考える。

講義・演習

予習：前回の講義内容を参考にしてエネルギーの現状と問題
点についてインターネットで再度調査しておく。  復習：新エネ
ルギーおよび電力革命の重要性についてまとめ、レポート02
としてポートフォリオへ期限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

6回

エネルギーと産業III  再生可能エネルギー

ビデオ③「新たなエネルギーを求めて」を視聴して、再生可能なエネルギー
について習得する。

講義・演習

予習：シラバス・予習情報を参考にして本講義の内容の再生
可能エネルギーについて、インターネットで調査しておく。  復
習：ビデオ③の視聴事項について、具体的な感想や意見をレ
ポート03としてポートフォリオへ期限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

7回

地球温暖化I  環境崩壊

ビデオ④「環境の崩壊を回避せよ」を視聴して、環境の崩壊が産業・生活に
与える影響について習得する。

講義・演習

予習：シラバス・予習情報を参考にして本講義の「環境崩壊」
についてインターネットで調査しておく。  復習：ビデオ④の視
聴事項について、具体的な感想や意見をレポート04にまとめ
て提出準備をしておく。

120

対面授業

テーマ

内容

8回

地球温暖化II  海洋コンベアベルト

地引き続きビデオ④を視聴して、地球環境を大きく左右する二酸化炭素の
大循環と海洋コンベアベルトについて習得する。

講義・演習

予習：前回の講義内容を参考にして二酸化炭素の大循環と
海洋コンベアベルトについてインターネットで再度調査してお
く。  復習：ビデオ④、海洋コンベアベルトなどの映像を基に、
具体的な感想や意見をレポート04にまとめ、ポートフォリオへ
期限内に提出する。 120

対面授業

テーマ

内容

9回

地球温暖化III  中間試験：授業ノート提出

ビデオ⑤「シェールオイル・ガス」関連の映像を視聴して、新たなエネルギー
に付いての重要性の光と影について外観する。

講義・演習

予習：シラバス・予習情報を参考にして本講義の「シェールオ
イル・ガス」についてインターネットで調査しておく。  復習：ビ
デオ⑤の視聴内容について、自分の意見や感想を具体的に
レポート05にまとめ、ポートフォリオへ期限内に提出する。  中
間試験として授業ノートの写真をポートフォリオへ期限内に
提出する。 120

対面授業

テーマ

内容

10回

地球温暖化IV

ビデオ⑥「燃料電池最前線」を視聴して、燃料電池の重要性および今後の
課題について概説する。

講義・演習

予習：燃料電池の重要性および今後の課題についてインター
ネットで調査しておく。  復習：ビデオ⑥に関して具体的な感
想や意見をレポート06にまとめて、提出準備をしておく。

120

対面授業

2022 産業と生活環境科学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

地球温暖化V

燃料電池関連、CO2の削減と排出権、京都議定書、SDGsなどについて概
説する。

講義・演習

予習：CO2の削減と排出権、京都議定書、SDGsなどについ
てインターネットで調査しておく。  復習：前回の講義内容も合
わせて、CO2の削減と排出権、京都議定書、SDGsなどにつ
いての自分の意見をまとめ、レポート06としてポートフォリオ
へ期限内に提出する。 120

対面授業

テーマ

内容

12回

バイオマスエネルギーI

ビデオ⑦のバイオマスエネルギー関連を視聴して、バイオマスエネルギーの
現状と問題点について概説する。

講義・演習

予習：シラバス・予習情報を参考にして本講義の「バイオマス
エネルギー」についてインターネットで調査しておく。  復習：ビ
デオ⑦に関して具体的な感想や意見をレポート07にまとめて
、提出準備をしておく。

120

対面授業

テーマ

内容

13回

バイオマスエネルギーII

バイオマスエネルギー関連ビデオを視聴して、バイオマスエネルギーと食料
のバッティング問題などについて概説する。

講義・演習

予習：バイオマスエネルギーと食料のバッティング問題につ
いてインターネットで調査しておく。  復習：前回の講義内容も
合わせて、バイオマスエネルギーと食料のバッティング問題な
どについての自分の意見をまとめ、レポート07としてポートフ
ォリオへ期限内に提出する。 120

対面授業

テーマ

内容

14回

エネルギー関連施設見学

八丁原地熱発電所の見学（講義日を移動して、土曜日または全学休校日に
実施の予定）。

学外見学

予習：「地熱発電」および見学先の「八丁原地熱発電所」につ
いてインターネットで事前調査しておく。  復習：「八丁原地熱
発電所」の見学の内容について、自分の意見や感想を具体
的にレポート08にまとめて提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

15回

エネルギー実験

簡単に作成可能な木炭とアルミ箔の木炭電池（空気電池）の実験を行う。燃
料電池モジュールの演示実験も行い、電池について理解を深める。

講義・演習

予習：燃料電池構造や木炭電池の作り方についてインターネ
ットで調査しておく。  復習：木炭電池の実験の重要事項につ
いて、まとめておく。

120

対面授業

テーマ

内容

16回

定期試験

50問の正誤問題：講義中の重要な内容の記述についての正誤判断を問う
出題形式  ノート提出。

試験

予習：定期試験対策として総復習する。  復習：総合的に振り
返る。

180

対面授業

2022 産業と生活環境科学（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

機器解析学（３ナ）

Instrumental analysis

1623601

前期

d08b0101@nano.sojo-u.ac.jp

N801　N501　　　　

櫻木 美菜　水城 圭司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 0 0 10 90 100

 化学産業における薬剤、化粧品、繊維、高分子材料、金属、などの開発には、物質の構造、物性を解析することが必要不
可欠である。本講義では有機材料の構造・物性解析に有用な機器分析法と無機材料の構造・物性評価を行う際によく
用いられる機器について解説する。   有機材料では分子の構造解析に極めて有用な赤外線吸収スペクトル法、核磁気
共鳴スペクトル法および解析方法、無機材料ではX線分析法、電子顕微鏡法について、測定原理と得られる情報の解釈
、装置の概要について習得する。   なお、第８回目のテストについては、テスト終了後と第15回目にフィードバックを行う。
第15回目のテストについては、テスト終了後と第16回目にフィードバックを行う。

有機化学のためのスペクトル解析法　化学同人　　 9784759811933

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　　 9784807909278

IRとNMRがどのような装置か説明し、それぞれのスペクトル解析から分子を特定することができる

X線分析装置、電子顕微鏡がどのような装置であるか説明し、これらの装置を用いた構造解析に関するデータの解釈ができる

オフィスアワーについては学修上
の注意欄を参照

IR　NMR　電子顕微鏡　X線　　　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学
Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機
化学、基礎無機化学、ナノサイエ
ンス入門  連携科目：有機化学、
無機化学  発展科目：分子反応
論、材料組織学、分子デザイン学
、ナノサイエンス演習、卒業研究、
ゼミナール

遠隔授業

機器解析学（３ナ）2022

3

2

選択

機器分析ハンドブック 1 有機・分光分析編　化学同人　　　978-4759820218

機器分析ハンドブック 3 固体・表面分析編　化学同人　　 978-4759820232

　　　 

　　　 

　　　 

なっとくする機器分析　講談社　　 9784061545700
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 機器解析学（３ナ）

その他とはテストと課題であり、その内訳は  1～8回：テスト30点、課題15点、8～15回：テスト30点、
課題15点 とする。  ポートフォリオ記入：10点

93

これまでに開講された化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、ナノサイエンス入門
、基礎無機化学で学んだ知識は、修得しておいてほしい予備知識である。

ディプロマポリシー(DP)中にある項目「態度･志向性：社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、
倫理観を身につけたもの。」に関連する科目であり、小グループでの議論により、社会人として相応しい
豊かな人間性と責任感、倫理観を、身につける。  ディプロマポリシー(DP)中にある項目「汎用的技能：
ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけ
たもの」に関連した科目であり、機器分析の基礎力と専門能力を身につける。  ディプロマポリシー(DP)
中にある項目「知識･理解：社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力
を身につけたもの。」に関連した科目であり、社会の多種多様な問題を解決するために、有機材料を取り
扱う分野に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

・オフィスアワーの時間は事前予約制とします。事前予約方法は、Eメール等で申請すること。その他メール等での質問も
受け付けます。  ・課題レポートについては、参考文献や出典などを必ず示すこと。  ・レポート等の提出物に関して、コピー
アンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ：他人のものを自分のものとして発表・提出すること）を行うことは、不正行為とみな
されます。  ・関連科目を理解するうえで重要な内容であるため、特別な事由のない遅刻、欠席は認めない。

2022 機器解析学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

機器分析とは

授業の進め方。機器分析の意義と重要性について。官能基とは。

講義

予習：シラバスを熟読する。  復習：有機化学の教科書(参考
書2)を見て、官能基の名前、構造が何も見ずに書けるようして
おく。

45

テーマ

内容

2回

赤外吸収スペクトル1

課題レポート提出（課題レポート①）、官能基に関する小テスト①。赤外線吸
収スペクトル(IR)とは（原理・装置・何が分かるのか）、IRの解析法、結合の
振動様式について、官能基と特性吸収帯について

講義・演習

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
赤外線吸収スペクトル法について予習し、その内容をまとめ
てレポート提出する。  復習：授業スライド、教科書、ノートを用
いて、原理およびＩＲで何が分かるのかを簡潔に説明できるよ
うにする。小テスト①で間違った箇所を正確に書けるようにす
る。 90

テーマ

内容

3回

赤外吸収スペクトル2

IRの解析法、結合の振動様式について、官能基と特性吸収帯について、配
布したプリント(スペクトル)の解析についてグループディスカッションとその
解説、SGD

講義・演習

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、配布したプリント(IRスペクトル)の解析を可能な限り行う。  
復習：配布したプリントの間違った箇所について、改めて考え
、正確に解析できるようにする。

60

テーマ

内容

4回

赤外吸収スペクトル3

配布したプリント(スペクトル)の解析についてグループディスカッションとそ
の解説、SGD

講義・演習

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、配布したプリント(IRスペクトル)の解析を可能な限り行う。  
復習：配布したプリントの間違った箇所について、改めて考え
、正確に解析できるようにする。官能基毎にＩＲの特性吸収帯
の構造・特徴について、ノートにまとめる。 60

テーマ

内容

5回

核磁気共鳴スペクトル1

課題レポート提出（課題レポート②）、1H NMRの原理：核磁気共鳴、化学
シフトについて、遮へいについて

講義

予習：教科書・参考書、図書館の本、インターネットなどを利
用して核磁気共鳴スペクトル法(特に1H NMR)について予
習し、その内容をまとめてレポート提出する。  復習：授業スラ
イド、教科書(①p26-
52)、ノートを用いて、核磁気共鳴、化学シフト、遮へい、1H N
MRで何が分かるのかについて簡潔に説明できるようにする。 90

テーマ

内容

6回

核磁気共鳴スペクトル2

1H NMRの原理：磁気異方性・環電流効果、積分曲線について

講義

予習：磁気異方性・環電流効果、積分曲線について教科書、
参考書、図書館の本、インターネットなどを利用して予習し、ノ
ートにまとめておく。  復習：授業スライド、教科書(①p26-
52)、ノートを用いて、磁気異方性・環電流効果、積分曲線に
ついて簡潔に説明できるようにする 60

テーマ

内容

7回

核磁気共鳴スペクトル3

1H NMRの原理：積分曲線、シグナルの分裂、結合定数について,SGD

講義・演習

予習：積分曲線、シグナル分裂、結合定数について教科書、
参考書、図書館、インターネットなどを利用して予習し、その内
容をノートにまとめておく。  復習：講義中に行った1H NMR
の解析方法を再度見直し、ひとりで解析できるようにする。

60

テーマ

内容

8回

テスト、無機機器分析とは

第1-
7回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。  機器分析の
意義と重要性について。

講義・テスト

【予習】第1-
第7回までの内容を復習し、正しく理解しているか、学生間で
討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再度確認し、試
験問題とそれに関連する事項についてより正しく回答できる
ように、不足部分を再学習する。 120

テーマ

内容

9回

X線分析法1

X線の性質、発生について学ぶ。

講義

【予習】教科書の「X線回折法」を熟読し、参考書、インターネ
ットなどを利用して予習する。  【復習】講義中で説明した、X
線の性質、発生原理について資料を見直す。

60

テーマ

内容

10回

X線分析法2

ブラッグの回折格子、結晶格子について学ぶ。

講義

【予習】教科書、参考書、インターネットなどを利用してブラッ
グの式、回折格子について予習する。  【復習】授業で取り扱
った演習問題を解き直し、理解を深める。

60

2022 機器解析学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

X線分析法3

散乱ベクトルの定義、グラフの解釈を説明する。

講義

【予習】放射光X線の発生原理について、インターネットなどを
利用して調べておく。  【復習】授業で取り扱った演習問題を
解き直し、理解を深める。

60

テーマ

内容

12回

X線分析法4

球からの散乱を導く。

講義

【予習】予めアップロードされた資料を読み、不明点をメモして
おく。  【復習】授業で解説した球からの散乱を導く計算手順
を見直す。

120

テーマ

内容

13回

電子顕微鏡１

透過型電子顕微鏡の原理を学ぶ。。

講義

【予習】教科書の「電子顕微鏡」の中の透過型電子顕微鏡に
関する項目を熟読しておく。  【復習】授業スライドの「まとめ」
の問題を解く（詳しくは授業で説明する）。

60

テーマ

内容

14回

電子顕微鏡２

走査型電子顕微鏡の原理を学ぶ。

講義

【予習】走査型電子顕微鏡について、教科書、参考書、インタ
ーネットなどを利用して予習する。  【復習】授業スライドの「ま
とめ」の問題を解く（詳しくは授業で説明する）。

60

テーマ

内容

15回

テストとふりかえり

第8-
15回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。  また、試験
後に試験内容について講評する。

講義

第8-
14回の講義内容や授業中に行った演習問題を復習し、テス
トに備える。

150

テーマ

内容

16回

総評とポートフォリオ入力

講義全体の総評を行う。ポートフォリオ入力を行う。

講義

テストで間違った箇所について、再度資料を見直し、理解する
。

60

2022 機器解析学（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

先端化学実習Ⅲ◎（３ナ）

Project study on advanced chemistry III

1623901

前期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

N806（３年担任 八田）　ナノサイエンス学科棟の各教員の居室　　　　

池永和敏　井野川人姿　草壁克己　黒岩敬太　　櫻木美菜　迫口明浩　田丸俊一　友重竜一（
実務経験）　　西田正志 　八田泰三　水城圭司　米村弘明　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 45 0 25 10 20 100

2年次から3年次にかけて連続開講されるプロジェクト科目「先端化学実習」では、化学研究を題材とした課題発見・課
題解決型の教育プログラムを段階的に配置することで、化学の知識と技術に基づいて、技術者・研究者として社会に貢
献できる人物への成長を目標としている。これらの科目群が目指す教育目標は、化学に関連する学習・研究活動を通し
て培った論理的思考力に基づいて、１）計画的に仕事に取り組み、着実に成果を収めることが出来る人物、２）独創的な成
果を収めることが出来る人物、を育成するものである。さらに、チームの一員として仕事に取り組み、１）より良い成果を収
めるグループとなるために貢献できる人物、２）グループでの取り組みを通して、他者から有益な要素を積極的に吸収出
来る人物への成長を促すものである。   以上の目標の下、本プロジェクト科目群の、中盤に当たる先端化学実習IIIでは
、各研究室にて実験を遂行し、その結果を適切に評価・考察する力を養う。成果報告書（発表？）をとりまとめる。   クラス
は小グループに分けられ、それぞれのグループが各教員の研究室に配属される。学生は、担当の教員が実施している研
究に基づく実験テーマを選択し決定する。その後、グループで協力し合いながら実験を行い、各研究室が指定する方式
で資料にまとめて、成果報告を行う。実験の遂行およびその成果のとりまとめの過程では、必要に応じて担当教員および
担当教員の研究室に所属する上級生の助言を得ることができる。  さらに、成果報告に至る過程において指導にあたる
教員と適宜ディスカッションし、それを通して理解が不足していた部分を自発的に調査・実験に努めかつ補う。それを成
果報告書にフィードバックする。

各教員から別途指示する。　　　 

　　　 

選択したテーマの実験を計画し､実施することができる。

相手に実験結果をわかりやすく説明することができる。

調査結果をまとめ、質疑応答に答えることできる。

各教員の指示による

課題探求　先端研究　新素材科学　環境分析科学　　バイオ関連科学　　　　　　

2年後期までの専門科目の全て。

対面授業

先端化学実習Ⅲ◎（３ナ）2022

3

2

必修

各教員から別途指示する。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

97



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 先端化学実習Ⅲ◎（３ナ）

レポート（成果報告書の提出）45、作品（実験ノート・検討会資料）25、ポートフォリオ10、その他（各指
導教員とのディスカッション時の姿勢・意欲）20。 

98

友重竜一

2年後期までに学習する化学の基礎を理解しておく必要があります。さらに、調査および発表に必要な
パソコンスキルも必要となります。具体的には、Webを活用した各種検索法、パワーポイント・エクセル・
ワード・ChemDrawなど、資料作成に必要なアプリケーションを使用するための基本技術が求められま
す。さらに、二年次までの実験科目で習得した基本的な実験操作の技術が求められます。

自立型学習科目である先端化学実習では、課題発見・課題解決型のプロジェクト科目を通じて、技術
者・研究者として社会に貢献できる人物の育成を目指します。計画性や調査能力、情報を精査する力を
育むことで、独創的な思考力を生み出す土壌となります。また、実験の実践を通してチームワークやリー
ダーシップなどの育成も行います。  このプロジェクト科目を通じて、化学的知識を応用しながら、あらゆ
る問題を解決したり、全く新しい視点から研究開発を進めたりする力の源となるものです。



学修上の
注意

(SBOs)

本講義は設定された時間数を必ず受講することが必要です。よって、病欠等で正規の授業を欠席した学生は、別途設け
られる補習日などを活用して欠席分を補う必要があります。講義に関する質問・相談などは、オフィスアワーや学科SALC
などを積極的に活用して下さい。発表資料の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは
、不正行為とみなされます。調査の結果得た情報の活用については、必ず担当教員の指示に従って下さい。

2022 先端化学実習Ⅲ◎（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス・研究紹介・課題決定

「ガイダンス」：シラバスの説明および当該科目の進め方についてのオリエン
テーションを行う。  「研究紹介」：担当教員から複数の研究テーマを紹介す
る。  「課題決定」：先端化学実習IIで培った、研究に対するすすめ方を基に、
学生同士で話し合い、グループで実施する研究テーマを決定する。選択した
研究テーマについて関連論文を担当の教員から受け取る。

講義

予習：シラバスを良く読み、不明な点などをノートにまとめてお
く。    復習：渡された論文を、各自で読み込みを行って記述内
容の理解を深めておく。

60

対面

テーマ

内容

2回

研究調査1

選択した研究テーマに関する論文の解説を担当教員から聞き、グループ内
で研究の方向性についての認識を共有する。  中間報告における発表に向
けて、個々人で同種の分野における研究例など、参考になる情報や有用なデ
ータを整理する。これらを持ち寄り情報を共有する。 AL,SGD

予習：担当教員から渡された関連する論文を内容を読み返し
て当日に臨む。    復習：研究テーマを調査した内容を元に、
研究の全体的な流れを考え、ノートにまとめる。

60

対面

テーマ

内容

3回

研究調査2・予備実験計画立案

個々で調査した結果を持ち寄り、グループ討論により研究実施計画をいくつ
か立案する。  複数の研究計画候補の中から、実際に実施可能な実験操作
を含む計画を担当教員と討論しながら絞り込む。

AL,SGD

予習：研究テーマに関する情報を元に、研究の全体的な流れ
を考え、ノートにまとめる。グループ内のメンバーとスムーズに
情報共有できるように内容を整理しておく。    復習：複数の
研究計画の中から、一つに絞り込まれた経緯とその判断の仕
方について、振り返る。 60

対面

テーマ

内容

4回

予備実験1

グループで策定した研究実施計画に基づき、予備的な実験を行う。その内
容は逐次実験ノートに記録する。実施した実験内容と得られた結果を整理
して考察する。

AL,SGD

予習：予備実験で用いる実験器具・装置の仕様や取り扱い
方法等について調べておく。また、安全にかつ効率よく実験を
行うために、イメージトレーニングを行う。    復習：実施した実
験結果の整理を行う。

60

対面

テーマ

内容

5回

予備実験2

引き続き、研究実施計画に基づき、予備的な実験を行う。その内容は逐次実
験ノートに記録する。実施した実験内容と得られた結果を整理して考察する
。ただし、進捗状況によっては、研究計画の修正案を提案するなどグループ
内で随時必要な措置を講じる。 AL,SGD

予習：前週の実験結果をノート上の結果を基に振り返り、今回
行う必要がある実験内容を整理してノートに記載する。    復
習：実施した実験結果の整理を行う。実験結果について考察
を深める。

60

対面

テーマ

内容

6回

中間報告データのまとめ

予備実験で得られた結果を持ち寄り、当該研究の方針と照合し、計画と差
異が生じていないか、グループ内メンバー間で齟齬がないかについて討論
を通じて検証する。

AL,SGD

予習：これまでの実験結果をまとめたノート上で振り返り、当
日行われるグループ内のメンバーとの意見交換がスムーズ
に行える状況にあるか確認する。必要であれば、パワーポイン
ト資料等作成しておく。    復習：討論の結果をふまえて、自身
の理解が十分であったか振り返る。 60

対面

テーマ

内容

7回

報告資料作成

前週までの結果とグループ内での検証結果をまとめて、中間報告発表資料
を作成してゆく。この後、報告・発表の練習を行う。

AL,SGD

予習：前週でまとめた内容を、ノートや作成した資料上で振り
返り、報告用資料としてどのような形にまとめるのが最善であ
るかを個々人で事前に検討する。    復習：時間内では十分で
なかった報告・発表の練習を、適切な時間帯の中でグループ
メンバーと協同して実施する。 60

対面

テーマ

内容

8回

中間報告・実験計画の修正案の策定

予備実験で得られた結果の報告を行う。それに基づき本実験の研究計画の
素案について担当教員と共にグループ内で討論を行う。この後、必要な修
正を施し、成案を得る。

AL,SGD

予習：当日の報告・発表に備えて､グループとして報告する全
体像を改めて把握する。    復習：完成した実験実施計画を良
く理解し、安全にかつ効率よく実験できるためにはどうすべき
か予め検討する。

60

対面

テーマ

内容

9回

本実験1

前週で本実験用に立案した実験計画に基づき、実験を実施する。その内容
は逐次実験ノートに記録する。実施した実験内容と得られた結果を整理して
考察する。

AL,SGD

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験を行うために必要な事項を整理してノートにまと
める。    復習：ノートに列挙/記載した実験結果について、整
理を行い、そこから考察を深める。また、次週行うべき、実験内
容を確認する。 60

対面

テーマ

内容

10回

本実験2

引き続き、本実験用に立案した実験計画に基づき、実験を実施する。その内
容は逐次実験ノートに記録する。実施した実験内容と得られた結果を整理
して考察する。前回の改善点がある場合は、それを加味した実験を実施する
。 AL,SGD

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験を行うために必要な事項を整理してノートにまと
める。    復習：ノートに列挙/記載した実験結果について、整
理を行い、そこから考察を深める。また、次週行うべき、実験内
容を確認する。 60

対面

2022 先端化学実習Ⅲ◎（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

本実験3

引き続き、本実験用に立案した実験計画に基づき、実験を実施する。その内
容は逐次実験ノートに記録する。実施した実験内容と得られた結果を整理
して考察する。前回の改善点がある場合は、それを加味した実験を実施する
。 AL,SGD

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験を行うために必要な事項を整理してノートにまと
める。    復習：ノートに列挙/記載した実験結果について、整
理を行い、そこから考察を深める。また、次週行うべき、実験内
容を確認する。 60

対面

テーマ

内容

12回

本実験4

引き続き、本実験用に立案した実験計画に基づき、実験を実施する。その内
容は逐次実験ノートに記録する。実施した実験内容と得られた結果を整理
して考察する。前回の改善点がある場合は、それを加味した実験を実施する
。 AL,SGD

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験を行うために必要な事項を整理してノートにまと
める。    復習：ノートに列挙/記載した実験結果について、整
理を行い、そこから考察を深める。また、次週行うべき、実験内
容を確認する。 60

対面

テーマ

内容

13回

実験結果のまとめ

本実験で得られた結果を、当初の研究の計画および予想された結果と照合
し、グループ内で討論を行う。

AL,SGD

予習：前週でまとめた内容を、ノートや作成した資料上で振り
返り、報告用資料としてどのような形にまとめるのが最善であ
るかを個々人で事前に検討する。    復習：討論の結果をふま
えて、自身の理解が十分であったか振り返る。

60

対面

テーマ

内容

14回

報告資料作成

グループ内での検証結果をまとめて、研究実施報告用の資料を作成してゆ
く。最終発表資料を使って、発表練習を行う

AL,SGD

予習：前週にまとめた結果から、発表資料として使用する部
分のピックアップを行い、資料作成時に効率的な作業が行え
るようにしておく。    復習：実験結果について考察を深め、こ
こまでの内容を最終発表資料の形に整理するためのデータ
整理を行う。なお、授業時間内で発表の全体像が整わなかっ
た場合、適切な時間帯で発表練習を行う。 60

対面

テーマ

内容

15回

研究実施報告・検証

各グループの研究調査結果を、各研究室で指定する方法で成果報告を行
う。報告の取りまとめ後は、担当教員とのディスカッションを交えて、理解が
不足していた箇所のフォローアップを行う。

AL,SGD

予習：完成した最終発表資料を使って、発表練習を行うと共
に、質疑応答の対策をさらに進める。    復習：自分たちのグル
ープの発表を振り返り、自己評価する。また、他のグループの
発表内容を見直し、理解を進めることで、より幅広い研究に触
れる。 60

対面

2022 先端化学実習Ⅲ◎（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

電気工学大意（４ナ）

Outline of electrical engineering

1624101

前期

mukimate-seibu@alpha.msre.kumamoto-u.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

松田元秀（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 60 0 30 0 0 10 0 100

電気や電子が関連する技術は、私たちの生活を豊かにし、今後飛躍的な発展が期待されているナノテクノロジーにも不
可欠とされている。本講義では、電気・電子関連技術の基本となる現象やその起源を平易に解説するとともに、その取り
扱い方に関する基礎知識を詳述する。講義中で行う演習については、その結果を講義中または次回講義の中で学生へ
フィードバックする。

電気理論基礎２　実教出版　堀田栄喜、川嶋繁勝 監修　 ９７８－４－４０７－３３５３７－８

　　　 

電気回路の基礎について理解できる

物質における導電現象と材料抵抗の関連性について理解できる

電流と磁気との関係について理解できる

授業時間の前後に非常勤講師控室

電気回路　電気と磁気　材料抵抗　静電気　　　　　　　　

機械工学大意

対面授業

電気工学大意（４ナ）2022

４

2

選択

電気理論基礎１　実教出版　堀田栄喜、川嶋繁勝 監修　　９７８－４－４０７－３３５３６－１
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 電気工学大意（４ナ）

試験、課題レポートおよびポートフォリオで評価し、６０点以上を合格とする。評価は試験：課題レポート：
ポートフォリオ＝６：３：１の割合で行う。

103

予備知識：物理、化学ならびに物理化学の基礎  関連科目：素材や材料に関する講義

電気や電子が関連する様々な問題に対し、ナノサイエンスからのアプローチにより課題解決できる能力
を身につけるため、電気・電子関連技術の基本事項を教示する。



学修上の
注意

(SBOs)

講義後には復習を、また講義前には予習を行うこと。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ
）は不正行為とみなす。  授業時間の前後に非常勤講師控室にてオフィスアワーを設けます。積極的に活用して下さい。

2022 電気工学大意（４ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

電気回路の電圧と電流（Ⅰ）

講義項目：電気回路、オームの法則、抵抗の直列および並列接続

講義（適宜演
習）

電圧降下、起電力および抵抗の接続法による抵抗値変化

６０

テーマ

内容

2回

電気回路の電圧と電流（Ⅱ）

講義項目：抵抗の接続の応用

講義（適宜演
習）

分流器と電圧計の内部抵抗

６０

テーマ

内容

3回

電気回路の電圧と電流（Ⅲ）

講義項目：ブリッジ回路と電池の接続

講義（適宜演
習）

ホイートストンブリッジと電池の内部抵抗

６０

テーマ

内容

4回

電気回路の電圧と電流（Ⅳ）

講義項目：キルヒホッフの法則

講義（適宜演
習）

キルヒホッフの第１および第２法則

６０

テーマ

内容

5回

電力と熱エネルギー

講義項目：電流の発熱作用、電力と電力量、温度上昇と許容電流、熱と電
気

講義（適宜演
習）

電流による発熱と電力量ならびに熱と電気の関係

６０

テーマ

内容

6回

電気抵抗（Ⅰ）

講義項目：抵抗率と導電率

講義（適宜演
習）

抵抗率と導電率

６０

テーマ

内容

7回

電気抵抗（Ⅱ）

講義項目：抵抗率の温度係数

講義（適宜演
習）

抵抗率の温度依存性

６０

テーマ

内容

8回

電気抵抗（Ⅲ）

講義項目：いろいろな物質の抵抗および抵抗器

講義（適宜演
習）

様々な物質の抵抗率

６０

テーマ

内容

9回

電流の化学作用と電池

講義項目：電流の化学作用、電池

講義（適宜演
習）

ファラデーの法則ならびに各種電池

６０

テーマ

内容

10回

電流と磁界

講義項目：磁石と磁気、電流による磁界、磁界の強さ

講義（適宜演
習）

電流と磁気の関係ならびに磁界の大きさ

６０

2022 電気工学大意（４ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁界中の電流に働く力

講義項目：電磁力、方形コイルに働くトルク、平行な直線状導体間に働く力

講義（適宜演
習）

電磁力ならびにコイルに働くトルク

６０

テーマ

内容

12回

電荷と電界

講義項目：静電現象、電界と電界の強さ、電位と静電容量

講義（適宜演
習）

静電誘導および静電容量

６０

テーマ

内容

13回

コンデンサ

講義項目：コンデンサとその接続、誘電体内のエネルギー

講義（適宜演
習）

コンデンサおよび静電容量の求め方

６０

テーマ

内容

14回

絶縁破壊と放電現象

講義項目：絶縁破壊、気体中の放電

講義（適宜演
習）

コンデンサに蓄えられるエネルギーおよび絶縁破壊現象

６０

テーマ

内容

15回

まとめ

試験

試験

2022 電気工学大意（４ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

機械工学大意（４ナ）

Outline of Mechanical Engineering

1624201

前期

yohbuchi@mech.kumamoto-u.ac.jp

教務課前 非常勤講師室　　　　　

大渕慶史（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 45 45 0 0 0 10 0 100

現在および将来において求められてきている人材は，専門分野を軸に多面的な知識と応用力を持つ技術者で有り，中で
も製造業における製品開発関連の業種を目標とする学生には，多分野に亘る広い知識が必要である．本講義では，もの
づくりとしての機械工学を概説する．機械工学はエネルギー装置，運搬運送機器，半導体生産設備， 食品加工設備など
の開発，設計，生産技術，製造と非常に多岐にわたっている．そのため，機械工学の基礎学問は幅広く，多くの技術・工学
の領域にわたる．機械工学の全体像，および実社会における製品設計・開発の具体例を把握することにより，学んできた
学問の応用力と問題解決能力を養う．毎回の授業では理解度を確認するために小テストを実施し，解答および採点結果
は次の授業の冒頭に学生へフィードバックする．また，期末試験の翌週には，試験結果を元に，問題の解答を解説しながら
授業全体の復習を行う．

基礎から学ぶ機械工学（電子書籍）　ソフトバンククリエイティブ　門田和雄　 ASIN B00B4KABP4

設計者のための機械工学　日刊工業新聞社　青木正博・杉山竜夫・関野知　 9784526057816

主要な機械の材料と構造を知ることにより，身の回りの機械や製品の強度や運動の仕組み，および機能を予測できる．

機械に使われる材料と工作法を知ることにより，身の回りの機械やその部品がどのようにして作られるかを推察できる．

機械を動かすエネルギーとその利用方法について知り，理解できる．

機械を制御する方法を知ることにより，自動車やロボットなどの高度に知能化された仕組みを理解できる．

授業時間前後の非常勤講師室

機械　機構　エネルギー　材料と工作　　制御　　　　　　

電気工学大意

対面授業

機械工学大意（４ナ）2022

4

2

選択

（事前の指定なし）　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

基礎から学ぶ機械設計　ソフトバンククリエイティブ　門田和雄　 ISBN978-4-7973-7080-5

基礎から学ぶ機械工作　ソフトバンククリエイティブ　門田和雄　 ISBN978-4-7973-7079-9

基礎から学ぶ機械製図　ソフトバンククリエイティブ　門田和雄　 ISBN978-4-7973-7078-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 機械工学大意（４ナ）

評価は以下によって行なう．   ①毎回の授業の最後に提出させる小テスト．   ②筆記形式で行う期末試
験。   ③ポートフォリオの学習達成度レポート．  評価基準は以下である．   ①毎回の課題45％   ②期
末試験45%   ③ポートフォリオ10％  で評価し、 合計60%以上を合格とする。

108

予備知識として，基礎的な数学（微分，積分，線形代数，ベクトル）と物理学（特に力学）の知識が有るこ
とが望ましいが，授業の中でも必要な部分は解説するように努める．

学科のDPの以下の３項目に関連し，専門以外の学問体系の概要を学習することにより，幅広い工学の
知識と応用力を身につけることが出来る．  【知識･理解】  ・機械工学の体系を学ぶことにより，社会の多
種多様な問題に対する課題発見・問題解決能力を身につけることができる．  【汎用的技能】  ・機械工
学を学ぶことで，専門外の汎用的基礎力を身につけ，専門分野においての応用力を有することができる．
  【態度･志向性】  ・専門外の知識体系を学ぶことで，社会人として相応しい豊かな人間性と責任感，倫
理観を身につけることができる．



学修上の
注意

(SBOs)

正規出席…授業開始15分まで／遅刻出席…授業開始30分まで／30 分を超えた場合は欠席扱い．  レポート等の提出
物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2022 機械工学大意（４ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

機械工学とは  機械とは何か，機械工学とは何か

機械とはどのようなもので，どんな材料や部品からできているかを知り，理解
する．

講義・演習

機械の定義，身の回りの機械，使用するエネルギに関するテ
キストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

2回

材料力学（１）  丈夫な機械を作るには

材料の強度評価のため，応力，ひずみの概念を理解し，引張と圧縮の強度と
変形の計算および評価を行う．

講義・演習

機械に使われる材料，機械の部品の形状に関するテキストの
記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

3回

材料力学（２）  材料の強さ，強さと破壊

構造の強度評価のため，応力，ひずみの概念を応用し，曲げの強度と変形の
計算および評価を行う．

講義・演習

機械部品の強度とその評価，破壊に関するテキストの記述の
理解

60～1
20

テーマ

内容

4回

機構学  機械を動かすメカニズム

基礎的な機構の概念を知ることにより，機械の運動を理解する．

講義・演習

機構，リンク，チェーン，歯車に関するテキストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

5回

機械要素  機械の部品には何があるか

基本的な機械の部品とその構造，機能を解説し，簡単な機械の設計を演習
する．

講義・演習

ねじ，軸，軸受，歯車，その他の機械の部品に関するテキストの
記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

6回

機械工作  上手に機械を作るには

機械工作法の概要を解説し，身の回りの機械やその部品がどのようにして
作られるかを例示する．

講義・演習

機械工作の作業の種類，工作機械の種類と機能，除去加工，
付加加工，成形加工に関するテキストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

7回

特殊加工  色々な方法での機械づくり

特殊な加工法や処理法を解説し，先端技術の要素としての部品がどのよう
にして作られるかを示す．

講義・演習

電気電子的加工，化学的加工，その他の特殊加工に関するテ
キストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

8回

機械材料（１）  金属材料

主要な機械の材料である金属について概説し，身の回りの機械や製品の強
度や機能の特性を予測できるようにする．

講義・演習

鉄鋼材料，アルミニウム，銅とその合金，チタン，マグネシウムに
関するテキストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

9回

機械材料（２）  非金属材料，高分子，樹脂，セラミック
ス等

非金属材料，高分子，樹脂，セラミックス等の材料について概説し，身の回り
の製品の強度や機能の特性を知る．

講義・演習

プラスチック材料，セラミック材料，複合材料に関するテキスト
の記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

10回

流体力学  水や空気に囲まれた機械

流体によるエネルギーの発生や伝達について理解し，エネルギーについて考
察する．

講義・演習

圧力，浮力，ベルヌーイの定理に関するテキストの記述の理解

60～1
20

2022 機械工学大意（４ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

熱力学  熱の力で動かす機械

熱によるエネルギーの発生と伝達について理解し，エネルギーについて考察
する．

講義・演習

温度，熱，熱容量，仕事と熱エネルギ，ボイルシャルルの法則，
熱力学第一法則に関するテキストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

12回

振動工学  動く機械の力と振動

機械に生じる振動について理解することにより，より安全に身の回りの機械
を安全に使用できるようにする．

講義・演習

力，加速度，運動方程式，自由振動，強制振動，固有振動数に
関するテキストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

13回

機械の入力と出力  センサとアクチュエータ

機械の入力と出力の方法を知ることにより，ロボットなどの高度な知能機械
の仕組みを理解する．

講義・演習

さまざまなセンサやアクチュエータの種類と機能に関するテ
キストの記述の理解

60～1
20

テーマ

内容

14回

制御工学  機械を上手にコントロール

機械を制御する方法を知ることにより，自動車などの高度に知能化された仕
組みを理解する．

講義・演習

シーケンス制御，フィードバック制御に関するテキストの記述
の理解

60～1
20

テーマ

内容

15回

期末試験

期末試験

筆記試験

テーマ

内容

16回

復習授業

期末試験の結果を元に，問題の解答を解説しながら授業全体の復習を行う．

講義

定期試験に出題された全ての問題について，理論の復習と解
法の理解

60～1
20

2022 機械工学大意（４ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ゼミナール◎（４ナ）

Seminar

1624301

通年

inokawa@nano.sojo-u.ac.jp

N号館内各研究室　　　　　

井野川人姿　西田正志　迫口明浩　草壁克己　　水城圭司　池永和敏　田丸俊一　米村弘明　
　黒岩敬太　友重竜一（実務経験）　櫻木美菜　八田泰三　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 0 0 10 90 100

 ナノサイエンスは化学製品製造をはじめ、薬品や化粧品、衣類、環境保全、住宅、自動車、スポーツ用品など、実社会に
おけるあらゆる産業に深く関わっている。それらの発展に寄与するためにも、本講義で習得する内容は最重要である。   
卒業研究と連動して、新素材科学、環境科学、バイオ関連科学の各分野の教員の指導の下、各分野に関する専門知識
を修得し、この専門知識を問題解決に利用できる応用力を養成する。ナノサイエンスに関連する最新の情報も含めて文
献等で調査し、その結果を適宜発表して討論することで、問題解決のための方策を総合的にデザインする能力を養成す
る。また、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を向上させるように、発表の際には多様な手法を用いて行わせ
るように工夫する。   この授業には学士課程共通の学習効果との対応および情報処理教育の情報活用の実践力の内
容も含まれている。なお、本科目の教員には実務家教員が含まれることから、その前職における超LSIの開発経験を生か
し、半導体材料等の分野に関しても学生たちに教授する。   本講義では、日々の研究指導のみならず、一定期間ごとに
指導教員を交えて研究成果に対する議論を行う。これらによって、各学生の研究成果に対するフィードバックを行う。

授業の中で指示する。　　　 

　　　 

学術誌や参考図書を利用しつつ卒業研究に関する内容を調査し、研究計画を立て、報告書をまとめ、その内容を他人に伝えるこ
とができる

各研究室で決められた曜日の時間
帯

新素材科学　環境科学　バイオ関連科学　文献調査　　発表と討論　　　　　　

基礎科目：ナノサイエンス学科の
専門科目すべて  連携科目：卒
業研究

対面授業

ゼミナール◎（４ナ）2022

4

2

必修

授業の中で指示する。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

112



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 ゼミナール◎（４ナ）

その他とは、以下の内容を指す。90点  1) 所属研究室主催の報告会・発表会に必要な資料を作成し、
報告・発表・質疑討論を行うこと  2) 実験・調査内容を実験ノートに記載し、指定した期日までに指導教
員に提出すること   ポートフォリオ 10点

113

友重竜一

１）各テーマに関連する科学技術的な課題が記述されている論文・書籍を検索、通読し、自らの実験結
果・他者の動向について報告できるようにまとめておく。  ２）報告時の議論に備えて、関連した科学技術
の情報収集（たとえば、原理・操作法の詳細、データの解釈方法など）について整理しておく。  ３）他の
講義主体の授業における予習・復習を上回る時間を予習・復習に充てること。

ナノサイエンス学科の３つのディプロマ・ポリシー：   「社会の多種多様な問題を解決するために必要な
課題発見・問題解決能力」   「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるために必要な
汎用的基礎力と専門能力」   「社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観」  を身に付ける
ことに関連した科目である。   この科目を修得することで、将来、化学を基礎とした専門的能力が必要と
される様々な分野（モノづくり、環境分析・保全、医療、科学教育など）において高度な研究者・技術者と
して活躍することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

単位成立の前提条件として、原則として下記の条件をすべて満たす必要があるので注意すること  (1) 所属研究室主催
の報告会・発表会に必要な資料を作成し、報告・発表・質疑討論を行うこと  (2) 実験・調査内容を実験ノートに記載し、指
定した期日までに指導教員に提出すること  (3) その他単位認定に足るゼミナール活動を行ったと学科会議で認められ
ること    その他学修上の注意  課題やゼミで討論の対象となった事項に関連する分野の教員にも積極的に意見を求め
るため、オフィスアワーを活用することを推奨する。  オフィスアワーの時間は事前予約制とする。事前予約方法は、火曜日
4限目に該当教員の居室を訪ねるか、Eメール等で申請すること。  レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストな
どの剽窃（ひょうせつ：他人のものを自分のものとして発表・提出すること）を行うことは、不正行為とみなされます。  なお
この講義は卒業研究と連携して進められます。

2022 ゼミナール◎（４ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

研究発表

卒業研究テーマ（新素材科学分野、環境科学分野、バイオ関連科学分野）
に関する情報も含めて文献等で調査し、その結果を適宜発表して討論する。

実習、SGD、PB
L

教員と討論を行いつつ発表スライドの準備を行う。さらに、発
表練習、文献調査により発表内容の理解を深める。

120

テーマ

内容

2回

文献調査報告

文献調査の途中経過を定期的に報告、議論を行う。

実習、SGD、PB
L

学術論文を熟読した結果をスライドにまとめる。

120

テーマ

内容

3回

ナノサイエンスにおける専門分野の学習

ナノサイエンスに関する専門知識を深める。

実習、SGD、PB
L

実験を行う上で、疑問点が生じた際は適宜調べる。

120

2022 ゼミナール◎（４ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

卒業研究◎（４ナ）

Graduation Research

1624401

通年

inokawa@nano.sojo-u.ac.jp

N号館内各研究室　　　　　

井野川人姿　西田正志　迫口明浩　草壁克己　　水城圭司　池永和敏　田丸俊一　米村弘明　
　黒岩敬太　友重竜一（実務経験）　櫻木美菜　八田泰三　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 90 0 10 0 100

 ナノサイエンスは化学製品製造をはじめ、薬品や化粧品、衣類、環境保全、住宅、自動車、スポーツ用品など、実社会に
おけるあらゆる産業に深く関わっている。それらの発展に寄与するためにも、本講義で修得する内容は最重要である。  
新素材科学、環境科学、バイオ関連科学の各分野に関する研究を教員の指導の下に遂行する。一年に及ぶ研究活動に
よって、高度な専門知識と実験技術、研究の進め方、論文作成能力、プレゼンテーション能力などを向上させる。即ち、有
機化学、無機化学、高分子化学、分析化学、物理化学、プロセス工学、生物有機化学などに関するテーマを掲げ、社会に
貢献できる人材の供給の礎を築く科目とする。   この授業には学士課程共通の学習効果との対応および情報処理教育
の情報活用の実践力の内容も含まれている。なお、本科目の教員には実務家教員が含まれることから、その前職におけ
る超LSIの開発経験を生かし、半導体材料等の分野に関しても学生たちに教授する。   本講義では、一定期間ごとに指
導教員を交えて研究成果に対する議論を行う。また、前期終了時を目処に、中間発表として学科全教員との研究討論を
行う。これらによって、各学生の研究成果に対するフィードバックを行う。

授業の中で指示する。　　　 

　　　 

研究の目的を理解し実験計画を立て、それに基づいて実験を行い、必要な技術を習得し、それらの内容をノートに記載し、その要
旨を作成し、プレゼンテーションすることができる。また卒業論文としてまとめ提出できる状況にすることができる

火曜日4限目に各教員に事前予約

新素材科学　環境科学　バイオ関連科学　研究活動　　卒業研究発表　　　　　　

基礎科目：ナノサイエンス学科の
基礎・専門科目すべて  連携科
目：ゼミナール

対面授業

卒業研究◎（４ナ）2022

4

10

必修

授業の中で指示する。　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 卒業研究◎（４ナ）

成果発表とは、以下の内容を指す。90点  ・卒業研究発表会で発表を行い、その要旨を作成して提出
する  ・卒業研究発表会以外の学科主催の発表会で発表を行うこと  ポートフォリオ 10点

117

友重竜一

１）各テーマに関連する科学技術的な課題が記述されている論文・書籍を検索、通読し、自らの実験結
果・他者の動向について報告できるようにまとめておく。  ２）報告時の議論に備えて、関連した科学技術
の情報収集（たとえば、原理・操作法の詳細、データの解釈方法など）について整理しておく。  ３）他の
講義主体の授業における予習・復習を上回る時間を予習・復習に充てること。

ナノサイエンス学科の３つのディプロマ・ポリシー：   「社会の多種多様な問題を解決するために必要な
課題発見・問題解決能力」   「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるために必要な
汎用的基礎力と専門能力」   「社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観」  を身に付ける
ことに関連した科目である。   この科目を修得することで、将来、化学を基礎とした専門的能力が必要と
される様々な分野（モノづくり、環境分析・保全、医療、科学教育など）において高度な研究者・技術者と
して活躍することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

単位成立の前提条件として、原則としてすべて下記の条件を満たす必要があるので注意すること  (1) 指定した期日まで
に指導教員に卒業論文を提出できる状況にすること  (2) 年度4月1日～3月20日までの間に累計1000時間以上に相
当する研究活動を行うこと  (3) 受講生は、少なくとも以下の①または②のどちらか一方を所属研究室の指示に従い実施
すること。  ①学生は実験ノートの記録を少なくとも毎週教員に提示し、日々の研究状況を報告する。  ②学生は研究報告
書を少なくとも毎週教員に提示し、日々の研究状況を報告する。    その他の学修上の注意  他分野の教員のオフィスアワ
ーも利用し、理解度を深める努力をすること。  レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ
：他人のものを自分のものとして発表・提出すること）を行うことは、不正行為とみなされます。  なおこの講義はゼミナール
と連携して進められます。

2022 卒業研究◎（４ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

調査、研究、実験

卒業研究テーマ（新素材科学分野、環境科学分野、バイオ関連科学分野）
に関する調査・研究・実験

実験  実習  P
BL

各自の研究テーマに関する研究を行い、適宜教員との討論、
文献調査を行う。

240

テーマ

内容

2回

卒業研究発表、卒業論文作成

最後に、得られた結果を卒業研究発表ならびに卒業論文としてまとめる。

実習  AL、SGD
、PBL

卒業研究発表の予稿、スライド作成、卒業論文の記述を行う。

240

2022 卒業研究◎（４ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

化学Ⅱ◎（１ナ）

ChemistryⅡ

2620401

後期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N706（友重）　N601（田丸）　N501（水城）　　　

友重 竜一*1（実務経験）　田丸 俊一　水城 圭司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

0 0 0 0 0 0 10 90 100

本講義は、ナノテクノロジーの基本となる無機化学・有機化学・高分子化学・生化学に関する共通の導入教育科目であ
り、物理化学の基礎になる部分も含まれている。  また、化学は、化学製品製造をはじめ、薬品や化粧品、衣類、環境保全
、住宅、自動車、スポーツ用品などの身近な物質に象徴されるように、科学技術の中でも実社会におけるあらゆる産業に
より深く関わっている。それらの発展に寄与するためにも、本講義で学ぶ化学の基礎の修得は最重要である。従って、講
義内容については上記５分野共通の基礎的内容とし、学生がその連携性や共通性を良く理解し、化学学習の全体が俯
瞰できるような講義を行うよう配慮している。なお、本科目の教員には半導体製造プロセスに関する実務家教員が含まれ
ることから、その前職における超LSIの開発経験を生かし半導体材料等に関わる電子の挙動についても授業の中で学生
たちに教授する。  教授した基礎的化学知識を確実に定着させることを第一の目標として演習やテストなどを行う。  テス
トの模範解答や解答指針はテスト終了後の講義やwebclass等を通じて、またレポート・試験の結果は、次週以降の講義
内またはwebclass等を通じて学生へフィードバックする。なお、化学Ⅱ、化学Ⅱ演習は、共通の内容を連携して行う。

新しい基礎無機化学演習　三共出版　合原 編著、村石、竹原、宇都宮 共著　 978-4-7827-0660-2

高分子の化学　三共出版　北野、功刀 編著　 978-4-7827-0544-5

原子の構造や各種化学結合が電気的な作用により成り立っていることを説明することができる 

分子の特徴を立体構造や電子の視点から説明することができる

各種有機反応についてその特徴から区別し、説明することができる

火曜日5限目

化学結合と結晶の成り立ち　分子における電子と構造　有機反応の種類と反応機構　科学技術と社
会の関わり　　　　　　　　

【基礎科目】 化学I、化学I演習、
化学Ⅱ演習  【連携科目】 基礎
無機化学、基礎分析化学、基礎
環境生物科学、基礎有機化学、
基礎物理化学  【発展科目】 無
機化学、材料組織学、有機化学、
分子反応論、分子デザイン学、高
分子科学、機能性高分子科学、
分子生物学Ⅰ・Ⅱ、物理化学、応
用物理化学

対面授業

化学Ⅱ◎（１ナ）2022

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

新しい基礎無機化学　三共出版　合原 編著、榎本、馬、村石 共著　　978-4-7827-0541-4

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　J.Mcmurry / 伊藤・児玉 訳　 978-4-8079-0927-8

HGS分子構造模型 C型セット 有機化学実習用　丸善出版　丸善出版　 978-4-621-30128-9

プリント（授業の中で配布する）　　　 

　　　 

授業の中で指示する　　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 化学Ⅱ◎（１ナ）

評価方法欄の「その他」とはテストと課題であり、その内訳はテスト：60点、課題：30点  ポートフォリオ
記入：10点である。  なお、化学Ⅱ、化学Ⅱ演習は共通の内容を講義するので、テストは両科目共通の
テストを行う。

121

友重竜一

高校までの化学と生物に関する知識、および大学1年次に開講される化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、基礎分析
化学、基礎環境生物科学で学んだ知識は、修得しておいてほしい予備知識である。

・ディプロマポリシー(DP)中にある項目「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるた
め、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」に関連する科目である。  ・社会の多種多様な問題を
解決するために、無機化学、有機化学、高分子科学、生化学に必要な課題発見・問題解決能力を身に
つける。



学修上の
注意

(SBOs)

①総合的な評価をするので、テスト、課題、ポートフォリオのすべてに取り組むことが、単位成立の前提条件となるので、注
意すること。  ②関連科目を理解するうえで必修の内容であるため、特別な事由のない遅刻、欠席は認めない。  ③授業
計画の学修課題において、予習で「下調べしておく」とは、予習範囲を熟読して、知らないことは調べて内容の理解に努め
ておくことを意味する。一方、復習で「まとめておく」とは、指定された内容を理解した上で重要事項を自分でまとめておく
ことを意味する。  ④レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為
とみなされます。  ⑤オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合は、メールにて事前スケジュール調整の連絡を行っ
てください。※その他メール等での質問も受け付けます。

2022 化学Ⅱ◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンスと導入

①講義のイントロダクション・・・講義の意義と講義の進め方の説明  ②導入
・・・現代生活の化学へのかかわりについて説明

講義・演習

予習：化学Ⅰ・Ⅰ演習を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

原子構造

原子核の構造、電子の性質とエネルギー準位の関係 、電子と４種の量子数
との関連、パウリの排他原理、（教科書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】2.1～2.4.1節(p.12～21)、2.4.2節(p.22～24)下調
べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復習】「電子はエ
ネルギーを有する粒子であること」「エネルギー準位とは何か
」「４種類の量子数が原子内の何を支配しているか」について
説明できるように要点をまとめ、理解を深めておく。 60

テーマ

内容

3回

原子の性質１

フントの規則、典型元素と遷移元素における電子配置の相違、イオン化ポテ
ンシャル（エネルギー） （教科書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】2.5、2.6.1節(p.25～28)、2.6.2節(p.28～29)を下調
べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復習】「電子がエ
ネルギー準位に従って配置されていくこと」「遷移元素の電子
の入り方の特異性」「元素によって第１イオン化エネルギーと
第２イオン化エネルギーの差が大きく異なる理由」について説
明できるように要点をまとめ、理解を深めておく。 60

テーマ

内容

4回

原子の性質２  イオン結合と金属結合の特徴

電子親和力および電気陰性度、イオン結合、イオン結晶の安定性、金属結
合の特徴 （教科書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】3.4、3.5、4.3節(p.52、68～73)、2.6.3～2.6.4節(p.2
9～32)を下調べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復
習】「材料特性の違いが結合様式に依存していること」「イオ
ン結晶の安定性を限界半径比の値」「元素によって電子対を
引き込む力が異なり、これが結合に影響与えていること」「化
合物の安定性と電子配置が密接な関係にあること」について
説明できるように要点をまとめ、理解を深めておく。

60

テーマ

内容

5回

共有結合  分子間結合

混成軌道、配位結合、分子軌道法、ファンデルワールス力、水素結合 （教科
書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】3.1～3.2.4節(p.36～45)、3.2.5節(p.45～48)、3.6
～3.6.2節(p.53～56)を下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  【復習】sp、sp2、sp3混成軌道の事例から「共有結
合の成り立ち」「配位結合の成り立ち」「分子軌道法を用いて
化合物が形成されること」「H2Oの沸点・融点が他の水素化
合物に比べて高い理由」について説明できるように要点をま
とめ、理解を深めておく。

60

テーマ

内容

6回

テストⅠ・振り返り

第2～5回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。

テスト・講義
・SGD

【予習】第2～第5回までの内容を復習し、正しく理解している
か、学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再
度確認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正し
く回答できるように不足部分を再学習する。

60

テーマ

内容

7回

分子における電子の動き

分子が示す極性の発生原理を説明し、分子における電子の偏りについて学
ぶ。さらに、共鳴効果による電子の非局在化について学ぶ。これらの現象を
表記する手法を解説する。これらの知識を元に、化学反応における結合形成
や、酸塩基反応における電子の動きについて学ぶ。さらに、共役について学
ぶ。（配布資料を使用）

講義・演習・S
GD

予習：化学Iおよび本講義第4回を復習し、電気陰性度・酸塩
基・酸解離定数について下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  復習：分子構造と極性発現の原理、共鳴効果、化
学反応や酸塩基反応および共役について、電子の動きと言う
観点から自ら書き表せるように理解を深める。 60

テーマ

内容

8回

分子の立体構造と構造表記

分子模型を活用しながら、分子の立体構造について解説し、分子の表記法
について学ぶ。有機化合物の分類とその命名法の基礎を学ぶ。さらに、分子
模型を活用しながら、有機化合物に見られる異性体・鏡像異性体・ジアステ
レオマー・ラセミについて理解し、その分子の表記法を修得する。これらの知
識を元に、分子を立体的に考察する素地を構築する。（配布資料を使用）

講義・演習・S
GD

予習：化学Iや本講義第5回で学んだ内容を復習しつつ、分子
構造の成り立ち、分子構造の表記法、について下調べして疑
問点をノートにまとめておくこと。  復習：分子の一般的な表記
法を身に付けるまで、確認学習する。基本的な分子の分類と
命名法、分子の立体的特徴についてまとめ、理解を深めてお
く。分子を立体的に表現できるまで訓練する。 60

テーマ

内容

9回

分子の特徴と分子間相互作用I

分子内の電子の役割と動きおよび分子構造に関する知識を元に、分子間・
分子内で働く非共有結合的な相互作用について学ぶ。アルカン・アルキン・
アルケンの特徴について、電子的・構造的視野から解説する。（配布資料を
使用） 講義・演習・S

GD

【予習】本講義第5回の内容を復習し、非共有結合的相互作
用の発現原理、および本講義で扱われる各置換基の名称・
構造と特徴について下調べし、疑問点をノートにまとめておく
こと。  【復習】非共有結合的な相互作用、置換基について、そ
れぞれの特徴・類似点および相違点についてまとめ、理解を
深める。 60

テーマ

内容

10回

分子の特徴と分子間相互作用II

アルコール・エーテル・アミン・アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘
導体の特徴について、電子的・構造的視野から解説する。さらに分子間相互
作用について、分子の特徴と比較しながら解説する。（配布資料を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】講義で扱われる各置換基の名称・構造と特徴を下調
べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復習】学習した置
換基の特徴および各種分子間相互作用の特徴をまとめ、類
似点や相違点について理解を深める。

60
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テストⅡ・振り返り

第7～10回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。

テスト・講義
・SGD

【予習】第7～10回までの内容を復習し、正しく理解している
か、学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再
度確認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正し
く回答できるように不足部分を再学習する。

60

テーマ

内容

12回

有機反応Ⅰ

構造と結合,酸と塩基について (教科書2,教科書3を使用)

講義・演習・S
GD

予習：これまでの本講義内容全て復習する。復習は特に第5,
7～9回を重点的に行うこと。また指定する教科書p1～29の
内容を下調べして疑問点をノートにまとめておくこと。  復習：
構造と結合,酸と塩基について要点をまとめ、理解を深めてお
く。 60

テーマ

内容

13回

有機反応Ⅱ

アルカン、シクロアルカンについて(教科書2,教科書3を使用)

講義・演習・S
GD

予習：本講義内容第7回を復習しておくこと。また指定する教
科書p38～70の内容を下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  復習：学習したアルカン、シクロアルカンについて
要点をまとめ、理解を深めてておく。

60

テーマ

内容

14回

有機反応Ⅲ

反応への導入（反応の種類）、反応機構について (教科書2,教科書3を使用
)

講義・演習・S
GD

予習：本講義内容第8回を復習しておくこと。また指定する教
科書p77～92の内容を下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  復習：反応への導入（反応の種類）、反応機構につ
いて要点をまとめ、理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

有機反応Ⅳ

付加反応（エテンとHCl）、反応エネルギー図・遷移状態と中間体について (
教科書2,教科書3を使用)

講義・演習・S
GD

予習：本講義内容第10回を復習しておくこと。また指定する
教科書p93～102の内容を下調べして疑問点をノートにまと
めておくこと。  復習：学習した付加反応（エテンとHCl）、反応
エネルギー図・遷移状態と中間体について要点をまとめ、理
解を深めておく。 60

テーマ

内容

16回

テストⅢ・振り返り

第12～15回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。また、
試験後に試験内容について講評する。  本講義内容と次年度の専門科目と
の関わり（カチオン重合、ベンゼンの紹介（共鳴）、芳香族求電子置換反応 、
臭素化、Friedel-
Craftsアルキル化、  付加重合、ポリスチレン、求核置換反応（SN2）、Wald
en反転 、求核置換反応（SN1）、ラセミ化など）について紹介を行う。

テスト・講義
・SGD

【予習】第12～15回までの内容を復習し、正しく理解している
か、学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再
度確認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正し
く回答できるように、不足部分を再学習する。  次年度の専門
科目との関わりについて認識し、関係する内容を見たときに
復習できるようにする。 60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

化学Ⅱ演習◎（１ナ）

Exercise in ChemistryⅡ

2620501

後期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N706（友重）　N601（田丸）　N501（水城）　　　

友重 竜一 *1（実務経験）　田丸 俊一　水城 圭司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

0 0 0 0 0 0 10 90 100

本講義は、ナノテクノロジーの基本となる無機化学・有機化学・高分子化学・生化学に関する共通の導入教育科目であ
り、物理化学の基礎になる部分も含まれている。また、化学は、化学製品製造をはじめ、薬品や化粧品、衣類、環境保全、
住宅、自動車、スポーツ用品などの身近な物質に象徴されるように、科学技術の中でも実社会におけるあらゆる産業によ
り深く関わっている。それらの発展に寄与するためにも、本講義で学ぶ化学の基礎の修得は最重要である。従って、講義
内容については上記５分野共通の基礎的内容とし、学生がその連携性や共通性を良く理解し、化学学習の全体が俯瞰
できるような講義を行うよう配慮している。なお、本科目の教員には実務家教員が含まれることから、その前職における超
LSIの開発経験を生かし、半導体材料等に関わる電子の挙動についても授業の中で学生たちに教授する。  教授した基
礎的化学知識を確実に定着させることを第一の目標として演習やテストなどを行う。講義中のテスト・レポートの結果は、
書面等を通じて適宜学生へフィードバックする。  なお、化学Ⅱ、化学Ⅱ演習は、共通の内容を連携して行う。

新しい基礎無機化学演習　三共出版　合原 編著、村石、竹原、宇都宮 共著　 978-4-7827-0660-2

高分子の化学　三共出版　北野、功刀 編著　 978-4-7827-0544-5

演習問題を通して、原子の構造や各種化学結合が電気的な作用により成り立っていることを説明することができる

演習問題を通して、分子の特徴を立体構造や電子の視点から説明することができる

演習問題を通して、各種有機反応についてその特徴から区別し、説明することができる

火曜日4限目

化学結合と結晶の成り立ち　分子における電子と構造　有機反応の種類と反応機構　　　　　　　
　　

【基礎科目】 化学I、化学I演習、
化学Ⅱ  【連携科目】 基礎無機
化学、基礎分析化学、基礎環境
生物科学、基礎有機化学、基礎
物理化学  【発展科目】 無機化
学、材料組織学、有機化学、分子
反応論、分子デザイン学、高分子
科学、機能性高分子科学、分子
生物学Ⅰ・Ⅱ、物理化学、応用物
理化学

対面授業

化学Ⅱ演習◎（１ナ）2022

1

1

必修

新しい基礎無機化学　三共出版　合原 編著、榎本、馬、村石 共著　　978-4-7827-0541-4

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　J.Mcmurry / 伊藤・児玉 訳　 978-4-8079-0927-8

HGS分子構造模型 C型セット 有機化学実習用　丸善出版　丸善出版　 978-4-621-30128-9

プリント（授業の中で配布する）　　　 

　　　 

授業の中で指示する　　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 化学Ⅱ演習◎（１ナ）

評価方法欄の「その他」とはテストと課題であり、その内訳はテスト：60点、課題：30点  ポートフォリオ
記入：10点である。  なお、化学Ⅱ、化学Ⅱ演習は共通の内容を講義するので、テストは両科目共通の
テストを行う。

126

友重竜一

高校までの化学と生物に関する知識、および大学1年次に開講される化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、基礎分析
化学、基礎環境生物科学で学んだ知識は、修得しておいてほしい予備知識である。

・ディプロマポリシー(DP)中にある項目「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるた
め、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」に関連する科目である。  ・社会の多種多様な問題を
解決するために、無機化学、有機化学、高分子科学、生化学に必要な課題発見・問題解決能力を身に
つける。



学修上の
注意

(SBOs)

①総合的な評価をするので、テスト、課題、ポートフォリオのすべてに取り組むことが、単位成立の前提条件となるので、注
意すること。  ②関連科目を理解するうえで必修の内容であるため、特別な事由のない遅刻、欠席は認めない。  ③授業
計画の学修課題において、予習で「下調べしておく」とは、予習範囲を熟読して、知らないことは調べて内容の理解に努め
ておくことを意味する。一方、復習で「まとめておく」とは、指定された内容を理解した上で重要事項を自分でまとめておく
ことを意味する。  ④レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為
とみなされます。  ⑤オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合は、メールにて事前スケジュール調整の連絡を行っ
てください。※その他メール等での質問も受け付けます。

2022 化学Ⅱ演習◎（１ナ）

127



回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンスと導入

①講義のイントロダクション・・・講義の意義と講義の進め方の説明  ②導入
・・・現代生活の化学へのかかわりについて説明

講義・演習・S
GD

予習：化学Ⅰ・Ⅰ演習を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

原子構造

原子核の構造、電子の性質とエネルギー準位の関係 、電子と４種の量子数
との関連 （教科書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】2.1～2.4.1節(p.12～21)、2.4.2節(p.22～24)下調
べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復習】「電子はエ
ネルギーを有する粒子であること」「エネルギー準位とは何か
」「４種類の量子数が原子内の何を支配しているか」について
説明できるように要点をまとめ、理解を深めておく。 60

テーマ

内容

3回

原子の性質１

パウリの排他原理 ,フントの規則、典型元素と遷移元素における電子配置の
相違、イオン化ポテンシャル（エネルギー） （教科書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】2.5、2.6.1節(p.25～28)、2.6.2節(p.28～29)を下調
べして、疑問点をノートにまとめておくこと。  【復習】「電子がエ
ネルギー準位に従って配置されていくこと」「遷移元素の電子
の入り方の特異性」「元素によって第１イオン化エネルギーと
第２イオン化エネルギーの差が大きく異なる理由」について説
明できるように要点をまとめ、理解を深めておく。 60

テーマ

内容

4回

原子の性質２  イオン結合と金属結合の特徴

電子親和力および電気陰性度、イオン結合、イオン結晶の安定性、金属結
合の特徴 （教科書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】3.4、3.5、4.3節(p.52、68～73)、2.6.3～2.6.4節(p.2
9～32)を下調べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復
習】「材料特性の違いが結合様式に依存していること」「イオ
ン結晶の安定性を限界半径比の値」「元素によって電子対を
引き込む力が異なり、これが結合に影響与えていること」「化
合物の安定性と電子配置が密接な関係にあること」について
説明できるように要点をまとめ、理解を深めておく。

60

テーマ

内容

5回

共有結合  分子間結合

混成軌道、配位結合、分子軌道法、ファンデルワールス力、水素結合 （教科
書１を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】3.1～3.2.4節(p.36～45)、3.2.5節(p.45～48)、3.6
～3.6.2節(p.53～56)を下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  【復習】sp、sp2、sp3混成軌道の事例から「共有結
合の成り立ち」「配位結合の成り立ち」「分子軌道法を用いて
化合物が形成されること」「H2Oの沸点・融点が他の水素化
合物に比べて高い理由」について説明できるように要点をま
とめ、理解を深めておく。

60

テーマ

内容

6回

テストⅠ・振り返り

第2～5回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。

テスト・講義
・SGD

【予習】第2～第5回までの内容を復習し、正しく理解している
か学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再度
確認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正しく
回答できるように不足部分を再学習する。

60

テーマ

内容

7回

分子における電子の動き

分子が示す極性の発生原理を説明し、分子における電子の偏りについて学
ぶ。さらに、共鳴効果による電子の非局在化について学ぶ。これらの現象を
表記する手法を解説する。これらの知識を元に、化学反応における結合形成
や、酸塩基反応における電子の動きについて学ぶ。さらに、共役について学
ぶ。（配布資料を使用）

講義・演習・S
GD

予習：化学Iおよび本講義第4回を復習し、電気陰性度・酸塩
基・酸解離定数について下調べして、疑問点をノートにまとめ
ておくこと。  復習：分子構造と極性発現の原理、共鳴効果、
化学反応や酸塩基反応および共役について、電子の動きと
言う観点から自ら書き表せるように理解を深める。 60

テーマ

内容

8回

分子の立体構造と構造表記

分子模型を活用しながら、分子の立体構造について解説し、分子の表記法
について学ぶ。有機化合物の分類とその命名法の基礎を学ぶ。さらに、分子
模型を活用しながら、有機化合物に見られる異性体・鏡像異性体・ジアステ
レオマー・ラセミについて理解し、その分子の表記法を修得する。これらの知
識を元に、分子を立体的に考察する素地を構築する。（配布資料を使用）

講義・演習・S
GD

予習：化学Iや本講義第5回で学んだ内容を復習しつつ、分子
構造の成り立ち、および分子構造の表記法について下調べし
て疑問点をノートにまとめておくこと。  復習：分子の一般的な
表記法を身に付けるまで、確認学習する。基本的な分子の分
類と命名法、分子の立体的特徴についてまとめ、理解を深め
ておく。分子を立体的に表現できるまで訓練する。 60

テーマ

内容

9回

分子の特徴と分子間相互作用I

分子内の電子の役割と動きおよび分子構造に関する知識を元に、分子間・
分子内で働く非共有結合的な相互作用について学ぶ。アルカン・アルキン・
アルケンの特徴について、電子的・構造的視野から解説する。（配布資料を
使用） 講義・演習・S

GD

【予習】本講義第5回の内容を復習し、非共有結合的相互作
用の発現原理、および本講義で扱われる各置換基の名称・
構造と特徴について下調べして疑問点をノートにまとめておく
こと。  【復習】非共有結合的な相互作用、置換基について、そ
れぞれの特徴・類似点および相違点についてまとめ、理解を
深める。 60

テーマ

内容

10回

分子の特徴と分子間相互作用II

アルコール・エーテル・アミン・アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘
導体の特徴について、電子的・構造的視野から解説する。さらに分子間相互
作用について、分子の特徴と比較しながら解説する。（配布資料を使用）

講義・演習・S
GD

【予習】講義で扱われる各置換基の名称・構造と特徴を下調
べして疑問点をノートにまとめておくこと。  【復習】学習した置
換基の特徴および各種分子間相互作用の特徴をまとめ、類
似点や相違点について、理解を深める。

60
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テストⅡ・振り返り

第7～10回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。

テスト・講義
・SGD

【予習】第7～10回までの内容を復習し、正しく理解している
か学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再度
確認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正しく
回答できるように不足部分を再学習する。

60

テーマ

内容

12回

有機反応Ⅰ

構造と結合,酸と塩基について (教科書2,教科書3を使用)

講義・演習・S
GD

予習：これまでの本講義内容全て復習する。復習は特に第5,
7～9回を重点的に行うこと。また指定する教科書p1～29の
内容を下調べして疑問点をノートにまとめておくこと。  復習：
構造と結合,酸と塩基について要点をまとめ、理解を深めてお
く。 60

テーマ

内容

13回

有機反応Ⅱ

アルカン、シクロアルカンについて(教科書2,教科書3を使用)

講義・演習・S
GD

予習：本講義内容第7回を復習しておくこと。また指定する教
科書p38～70の内容を下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  復習：学習したアルカン、シクロアルカンについて
要点をまとめ、理解を深めてておく。

60

テーマ

内容

14回

有機反応Ⅲ

反応への導入（反応の種類）、反応機構について (教科書2,教科書3を使用
)

講義・演習・S
GD

予習：本講義内容第8回を復習しておくこと。また指定する教
科書p77～92の内容を下調べして疑問点をノートにまとめて
おくこと。  復習：反応への導入（反応の種類）、反応機構につ
いて要点をまとめ、理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

有機反応Ⅳ

付加反応（エテンとHCl）、反応エネルギー図・遷移状態と中間体について (
教科書2,教科書3を使用)

講義・演習・S
GD

予習：本講義内容第10回を復習しておくこと。また指定する
教科書p93～102の内容を下調べして疑問点をノートにまと
めておくこと。  復習：学習した付加反応（エテンとHCl）、反応
エネルギー図・遷移状態と中間体について要点をまとめ、理
解を深めておく。 60

テーマ

内容

16回

テストⅢ・振り返り

第12～15回講義の内容に関する試験を行い、理解度をチェックする。また、
試験後に試験内容について講評する。  本講義内容と次年度の専門科目と
の関わり（カチオン重合、ベンゼンの紹介（共鳴）、芳香族求電子置換反応 、
臭素化、Friedel-
Craftsアルキル化、  付加重合、ポリスチレン、求核置換反応（SN2）、Wald
en反転 、求核置換反応（SN1）、ラセミ化など）について紹介を行う。

テスト・講義
・SGD

【予習】第12～15回までの内容を復習し、正しく理解している
か、学生間で討論しながら確認する。  【復習】試験結果を再
度確認し、試験問題とそれに関連する事項についてより正し
く回答できるように不足部分を再学習する。  次年度の専門
科目との関わりについて認識し、関係する内容を見たときに
復習できるようにする。 60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

化学実験操作法◎（１ナ）

A method of chemical experiments

2620601

後期前半

nishida@nano.sojo-u.ac.jp

N206　N406　　　　

西田正志　草壁克己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 40 0 10 50 100

ナノサイエンスにかかわる技術者・研究者には分析化学、物理化学、無機化学、有機化学、化学工学、バイオ関連化学な
どの様々な化学の分野の研究を実施できるための基本的な実験技術の習得が必要である。本講義では安全設備の取り
扱い、試薬の取り扱い、実験器具の操作方法、溶液調製、廃液処理など全ての化学分野に共通する基本的な実験操作
を課題に掲げ、学生個々に実験操作が出来るように指導を行う。なお、指導した知識・技術の習得を確実にするため、第1
回～第6回授業では実施した講義内容あるいは実験結果の記録や考察を講義中に課題として提出させ、次回の講義冒
頭に解答例の提示と必要な場合は解説を実施する。さらに第7回授業では未知試料の中和滴定を実施する実技試験を
行い、第8回授業の冒頭で全体的な指摘と行うと共に、実技試験結果に不備が多い者には再実験を実施する。

分析化学実験の単位操作法　朝倉書店　日本分析化学会　 9784254140630

環境・分析化学実験　三共出版　酒井忠雄 他　 9784782705643

安全設備の使い方、試薬の危険性について理解し、安全に実験を行うことができる。

実験器具の使い方を理解して、溶液の調製と中和滴定を正しく行うことができる。

講義終了後

安全対策　実験器具の操作　溶液調製　容量分析法　　廃液処理法　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、
基礎分析化学  関連科目：分析
化学、基礎化学実験Ⅰ、基礎化
学実験Ⅱ  発展科目：環境計測
学、先端科学実習Ⅲ、先端科学
実習Ⅳ、卒業研究

対面授業

化学実験操作法◎（１ナ）2022

1

1

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学実験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

テキストを作成して配布する　　　　

第４版 続 実験を安全に行うために　化学同人　　 9784759818345
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 化学実験操作法◎（１ナ）

成果発表：第７回授業に未知濃度の酢酸水溶液の中和滴定による実技試験を実施する（４０点）。  その
他：第１回～第６回授業で実施した講義・実験の結果に関する記録や考察を講義中に課題として提出
する（５０点）。  ポートフォリオ：第８回授業で学習到達度レポートを提出する（１０点）

131

化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、基礎分析化学の内容を理解していることを前提とした内容を含むので必要に応
じて以下の内容の復習を行うこと。  １）モル濃度や質量濃度の定義および試薬の採取量の計算  ２）ｐ
Hの定義および中和滴定法

「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけ
たもの」に関連する科目である。化学研究を遂行する上での汎用的な実験技術を習得する科目である。



学修上の
注意

(SBOs)

１．全ての講義が実験室での対面授業で行うので、開始時刻には白衣、安全ゴーグル、実験ノート、関数電卓を持参し、実
験室で着席しておくこと。安全上問題と判断する場合には、授業開始後の遅刻は遅刻時間に関わらず欠席扱いとして実
験を認めない事がある。  ２．公欠・病欠などの欠席理由にかかわらず授業計画に定めた全てのテーマの学習・実験が必
修である。もし欠席の場合には、その都度速やかに担当教員に相談を申し出て補習を受けること。  ３．全ての実験テーマ
は個人で実施する。また実験は講義時間内で終わることが大事であるが、定めた実験ノルマを適切に終わらせることを優
先する。  ４．提出物のコピー＆ペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみなします。
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス、安全教育Ⅰ(設備)

講義オリエンテーション。  緊急避難経路、緊急シャワー、ドラフトチャンバー
、漏出液体回収キットなどの安全対策設備についての解説。および実物で
安全設備の取扱いを確認する。

講義  実験

【予習】テキストのガイダンス～第1回(p.1-
8)までを読んでくる。  【復習】返却された課題の解答につい
て、講義中に説明した内容とテキストより確認する。

30

対面授業

テーマ

内容

2回

安全教育Ⅱ(試薬の取り扱い）

危険物・毒劇物、酸塩基、有機溶媒の取り扱い、および試薬ＳＤＳについて解
説する。次週以降使用する試薬の物性や取り扱い上の注意を試薬ＳＤＳから
纏める。

講義  実験

【予習】テキストの第2回(p.9-
11)を読み、今後使用する試薬について、試薬メーカーのホー
ムページより、試薬安全データシート（SDS）をダウンロードあ
るいは印刷するなどして持参する。  【復習】課題でまとめた試
薬の物性や取り扱い上の注意を確認する。 60

対面授業

テーマ

内容

3回

固体の秤量・溶液調製

電子天秤の使用方法、メスフラスコを用いた標準溶液の調製方法を解説す
る。0.1mol/L NaOH水溶液と 0.1mol/L フタル酸水素カリウム標準溶液
を調製し、標準溶液については正確な濃度を計算する。

講義  実験

【予習】テキストの第3回(p.12-
14)を読み、溶液の調製方法を実験ノートにまとめてくる。  【
復習】電子天秤およびメスフラスコの使用法を確認する。試薬
採取量の計算方法を確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

4回

液体の秤量・溶液調製

液体状態の試薬や有機溶媒を用いる溶液調製方法を解説する。0.1mol/L
 HCl水溶液と フェノールフタレイン指示薬(有機溶媒）を調製する。

講義  実験

【予習】テキストの第4回(p.15)を読み、溶液の調製方法を実
験ノートにまとめてくる。  【復習】溶液調製操作と試薬採取量
の計算方法を確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

5回

秤量器具の取り扱い

ホールピペットおよびビュレットの操作方法について解説すると共に実際に
操作して使い方を確認する。さらにホールピペットでサンプル瓶に秤量した
イオン交換水の重量を量り、自身の技術度を評価する。

講義  実験

【予習】テキストの第5回(p.16-
18)を読み、実験操作と結果の記入欄ををノートにまとめてく
る。  【復習】秤量器具の使い方を確認する。

30

対面授業

テーマ

内容

6回

中和滴定Ⅰ

中和滴定法の基本操作について解説する。フタル酸水素カリウム標準溶液
とNaOHの中和滴定（標定）を行い、0.1mol/L NaOHの正確な濃度を決
定する。

講義  実験

【予習】テキストの第6回(p.19-
20)を読み、実験操作を実験ノートにまとめてくる。  【復習】講
義中に説明した内容と実験結果を確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

7回

中和滴定Ⅱ（実技試験）

第6回講義で正確な濃度を決定した0.1mol/L NaOHを用いた中和滴定に
て濃度未知の酢酸水溶液の分析を行い、結果報告書を提出する。

実験  試験

【予習】テキストの第７回(p.21-
22)を読み、実技試験の操作、結果の記録欄、計算方法を実
験ノートにまとめてくる。

60

対面授業

テーマ

内容

8回

廃液処理

廃液の分類のルールについて解説する。これまでの実験で生じた廃液の中
和処理を行う。  ポートフォリオの学習到達度レポートを提出する。

講義  実験

【予習】テキストの第8回(p.23-
24)を読んで実験概要を確認する。

30

対面授業

2022 化学実験操作法◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

環境生物科学実験◎（１ナ）

Experiments in environmental and biological science

2620701

後期後半

stamaru@nano.sojo-u.ac.jp

N601　N306　N801　　　

田丸俊一　迫口明浩　櫻木美菜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 70 20 0 10 0 100

 様々な環境（細胞内、地球環境など）と生物との関わりを自然科学に立脚して理解するために、重要かつ基本的な実験
法の修得を目指します。すなわち、環境生物科学に関連した実験を行う上で必要な実験器具の使用、試薬等の取り扱い
、溶液の調製、顕微鏡の操作と植物細胞・微生物の観察記録、生物を構成する成分の分析（タンパク質等の定性・定量
実験、光合成色素の分離と同定）を行い、環境生物科学の知識、技術を習熟させることを目的とします。この目的を達成
するために、レポートや試問の結果に対する講評を適宜行い、学生へフィードバックします。   これらを通じて、環境生物
科学の知識が要求される実社会において直ちに活用できる基礎知識・技術を習熟させ、多方面で活躍できる人材を育
成します。本実験を真摯に取り組み、学修する事で、環境保全や製品の品質管理、医療現場や食品関連業種など、幅広
い社会に貢献できるための素地が養われます。   この授業は情報教育の一環として実施し、情報の科学的理解、情報
活用の実践力、情報社会への参画に関する内容も含まれています。

　　　 

　　　 

環境生物科学に関連した実験の基礎を理解し、基本的な実験技術を使うことができる。

実験を実施する前に予習して、実験の意義を理解した上で安全に実験を行うことができる。

実験後、実験結果をまとめて、レポートとして報告することができる。

火曜5限

タンパク質、アミノ酸、核酸、色素　植物細胞、原形質流動、原形質分離　電気泳動　薄層クロマトグラ
フィー、紫外可視吸収スペクトル法　　顕微鏡　　　　　　

基礎科目：基礎環境生物科学、
化学実験操作法  連携科目：環
境生物科学  発展科目：分子生
物学Ⅰ、分子生物学Ⅱ、先端化
学実習Ⅰ～Ⅳ

対面授業

環境生物科学実験◎（１ナ）2022

1

1

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・生物学実験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

教員が配布するテキストを利用する　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 環境生物科学実験◎（１ナ）

すべての実験を実施し、レポートを提出する。実験態度と試問の結果（20点）、レポート（70点）、ポート
フォリオ（10点）として評価し、その和として成績を判定する。

135

櫻木美菜

個人あるいはグループで、ローテーションにより各テーマの実験を実施します。実験後、実験結果をまと
めて、レポートとして報告して貰います。実験実施前に予習課題レポートまたは口頭試問を課し、当日の
実験の意義を理解した上で実験を行います。また、毎回の実験後には決められた期日までにレポートを
作成し担当教員に提出することが義務となります。なお、実験の目的、実験の方法になどについての理
解度を実験開始前に確認し、これらの実験に関する予習が不十分の場合には実験を開始することがで
きなくなるので、十分注意して下さい。

本実験の内容は、化学・生化学を利用した科学技術に関連するだけでなく、食品に関連する衛生や医
薬、環境保全などの生物や環境が関わる分野に関係します。この実験技術を習得することで、化学的お
よび生物学的知識の双方を応用しながら、あらゆる問題を解決したり、全く新しい視点から研究開発を
進めたりする力の源となるものです。



学修上の
注意

(SBOs)

病欠等で実験を欠席した学生は、他のグループ回に参加するか別途補習を受けるなどして必ず全実験を履修して下さい
。レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為とみなされます。  本
講義は、対面授業を基本としますが、感染症拡大などの事態によって、オンラインでの遠隔授業による開講もあり得ます。
オンライン講義実施の際には、各学生の大学メールや講義WebClassを使って詳細をお知らせしますので、メールおよび
WebClassは平時から常に確認するように心がけて下さい。

2022 環境生物科学実験◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

実験の進め方や、評価の仕方、事前学習などについて説明し、円滑かつ効
果の高い実験実施の準備を行います。

講義

予習：シラバスを読んでおく。  復習：実験の進め方を確認し、
必要な予備知識を自主的に補完する。

60

テーマ

内容

2回

顕微鏡による植物細胞の観察

ルーペを用いて植物の外部形態（根、茎、葉）の観察記録を行う技術を習得
します。  光学顕微鏡の操作を修得します。光学顕微鏡を使って、植物細胞
の基本構造、原形質流動、原形質分離の観察記録を行う技術を修得します
。 実験

予習：光学顕微鏡の原理と操作法を学習する。配布されるテ
キストを参考に、実際の実験操作を確認しておく。染色液、原
形質流動、原形質分離について調べておく。  復習：当日の実
験内容を速やかにまとめて、レポートを作成する。

120

テーマ

内容

3回

タンパク質・糖質の単離精製

食品から所定のタンパク質および糖質を単離精製する技術を修得します。

実験

予習：タンパク質の性質や等電点について学習する。配布さ
れるテキストを参考に、実際の実験操作を確認しておく。  復
習：班員と協力しながら、当日の実験内容を速やかにまとめて
、レポートを作成する。

120

テーマ

内容

4回

タンパク質、アミノ酸、糖質の定性実験

タンパク質、アミノ酸、リン酸、金属イオン、糖などの標的物質を検出するため
の、様々な定性分析技術を習得します。

実験

予習：実験する各種訂正分析法について学習する。配布され
るテキストを参考に、実際の実験操作を確認しておく。  復習：
班員と協力しながら、当日の実験内容を速やかにまとめて、レ
ポートを作成する。

120

テーマ

内容

5回

電気泳動法によるタンパク質の分離・解析

SDS-PAGE法を利用してタンパク質を分離・解析する技術を習得します。

実験

予習：電気泳動法の原理を学び、タンパク質の分離法を理解
する。配布されるテキストを参考に、実際の実験操作を確認し
ておく。  復習：班員と協力しながら、当日の実験内容を速や
かにまとめて、レポートを作成する。

120

テーマ

内容

6回

核酸の分離抽出と定量

植物から核酸を分離抽出する技術、および代表的なRNA、DNAの定量法
を修得します。

実験

予習：簡単な核酸の分離法を学習する。配布されるテキストを
参考に、実際の実験操作を確認しておく。  復習：当日の実験
内容を速やかにまとめて、レポートを作成する。

120

テーマ

内容

7回

植物色素の抽出分離と同定

植物に含まれる色素を、薄層クロマトグラフィーによって分離する技術を習得
します。  植物に含まれる色素を、紫外可視吸収スペクトル法を用いて分析し
同定する技術を習得します。

実験

予習：植物に含まれる色素について調べておく。薄相クロマト
グラフ法の原理を学習する。紫外可視吸収スペクトル法の原
理を学習する。配布されるテキストを参考に、実際の実験操
作を確認しておく。  復習：当日の実験内容を速やかにまとめ
て、レポートを作成する。 120

テーマ

内容

8回

総括

まとめ  １）シラバス記載の「学生の到達度目標」に関する学生による自己評
価  ２）授業アンケート  ３）教員による授業全体のまとめ    片付け

講義

予習：シラバス、とくに「学生の到達度目標」を読み、その到達
目標を達成しているか、自己評価する。

60

2022 環境生物科学実験◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

分析化学◎（１ナ）

Analytical Chemistry

2620901

後期

nishida@nano.sojo-u.ac.jp

N206　　　　　

西田正志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 30 0 36 0 0 10 24 100

危険物取扱者・公害防止管理者・環境計量士の有資格者となるうえで、環境分析技術や環境浄化技術の根幹となる分
析化学の知識が必須である。また材料の利用技術を開発する中で化学分析を実施する技術者・研究者は、化学的手法
と物理化学的手法にもとづく分析手法の基礎的原理を理解し、分析結果を評価できる必要がある。本講義では溶解平
衡、錯形成平衡、酸化還元平衡に関する溶液内反応を取り上げ、化学平衡反応への理解と容量分析への応用に関して
講義する。さらに物理的性質に基づく機器分析法としての金属イオンが係る電池反応を利用する電気化学分析法、光
の吸収反応を利用する吸光光度分析法について解説と演習を行う。  通常回の演習の解答はWebclass利用して学生
にフィードバックし、さらにまとめ演習では講義時間内で演習解答のチェックを実施して学生へフィードバックする。

　　　 

　　　 

錯形成反応や酸化還元反応を理解し、関係する化学反応式を書くことや、計算問題を解くことができる。

ネルンストの式およびランバート・ベールの式を理解し、関係する計算問題を解くことができる。

月５、金５

容量分析　酸化還元反応　錯形成反応　吸光光度法　　　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習  
関連科目：基礎分析化学、化学
実験操作法  発展科目：環境計
測学、先端科学実習Ⅲ、先端科
学実習Ⅳ、卒業研究

対面授業

分析化学◎（１ナ）2022

1

２

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

ステップアップ大学の分析化学　裳華房　齊藤勝裕、藤原学　　978-4-7853-3076-7

演習問題集のテキストを作成し配布する　　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 分析化学◎（１ナ）

講義に11回以上出席し、かつ定期試験にて6割以上の正答率を示した者について、以下の基準で評価
する。  １．定期試験：１５回目の筆記テストを定期試験として扱う30点  ２．レポート：演習問題集の指定し
た解答を提出する。合計36点  ３．その他：演習回にて与えた問題の解答を提出する。合計24点  ４．ポ
ートフォリオ：学習到達度レポートを提出する。10点

139

1.ほぼ全てのテーマで計算を要求するので、化学計算に対して、興味を持つことが必要。小テストおよび
筆記試験にて関数電卓が必須。  2.化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、基礎分析化学の内容を理解していることを
前提とした内容を含むので必要に応じて復習を行うこと。

「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけ
たもの」に関連する科目である。分析化学はナノサイエンスの分析化学および環境分野の技術者・研究
者の基礎知識として必須な科目である。



学修上の
注意

(SBOs)

１．対面講義で実施する。実施方法についてはWebclassおよび第1回オリエンテーションで詳細を説明する。  ２．第1回オ
リエンテーションで演習問題集を配布する。ほぼ毎時間演習問題を解答させて理解度を確認するので、問題には必ず回
答すること。  ３．演習問題のほとんどが計算問題となるので、関数電卓（指数・対数計算、べき乗の入力ができるもの）が
必要。  ４．グラフの作成を要する演習を行うので、パソコンを持ち込み表計算ソフト(Excel)が使用できる環境が必要。  ５．
提出物は必ず提出すること。また提出物は指定した期限内のみ受け取り、それ以外は受け付けない。  ６．提出物のコピー
＆ペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみなします。

2022 分析化学◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション，重量分析

本講義概要の解説、溶解平衡と重量分析法とを実験操作の実例を挙げて
解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.55-
p.60を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

錯体生成分析（１）

錯形成反応と錯体の名称、配位構造について解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.73-
p.75を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

3回

錯体生成分析（２）

錯形成反応の強さについて、HSAB則とアービング-
ウィリアムズ系列について解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.75-
p.79を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

4回

錯体生成分析（３）

キレート反応とキレート剤、EDTAを用いるキレート滴定法について環境分析
技術への応用例を交えた解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.78-
p.83を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

5回

錯体生成分析（まとめ演習）

講義2回～4回のまとめ演習を行う。

演習

【予習】講義2回～4回の内容を確認しておく。  【復習】講義中
に実施した演習問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

6回

酸化還元分析（１）

酸化・還元について、酸化数および化学反応式に関する解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.64-
p.67を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

7回

酸化還元分析（２）

過マンガン酸カリウムを用いる酸化還元滴定法についての環境分析技術へ
の応用例を交えた解説と滴定反応と物質の質量が関係する演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.64-
p.67を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

8回

電気化学分析（１）

電池、起電力、半電池式、ネルンストの式について解説し、任意の半電池の
電極電位を計算する演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.67-
p.70を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

9回

電気化学分析（２）

酸化還元電極、電池反応について解説と演習を行う

講義と演習

【予習】教科書p.67-
p.70を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

10回

電気化学分析（３）

濃淡電池のネルンスト応答とイオンセンサーについて環境分析技術への応
用例を交えた解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.85-
p.86を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

2022 分析化学◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

酸化還元分析・電気化学分析（まとめ演習）

講義6回～9回のまとめ演習を行う。

演習

【予習】講義6回～9 回の内容を確認しておく。  【復習】講義
中に実施した演習問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

12回

分光分析（１）

光の種類とランバート‐ベール則について解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.93-
p.98を読んでおく。  【復習】講義中に実施した演習問題が解
けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

13回

分光分析（２）

吸光光度分析法の実験方法と検量線について環境分析技術への応用例を
交えた解説と演習を行う。

講義と演習

【予習】教科書p.93-
p.98を読んで確認する。  【復習】講義中に実施した演習問題
が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

14回

分光分析（まとめ演習）

講義12回～13回のまとめ演習を行う。

講義と演習

【予習】講義12回～13回の内容を確認しておく。  【復習】講
義中に実施した演習問題が解けるか確認する。

60

対面授業

テーマ

内容

15回

総括・テスト

総評、今後の講義との関連の解説、単位認定に関する確認、ポートフォリオ
について、筆記テスト

講義とテスト

【予習】講義中に実施した演習問題の全ての内容を確認する
。必要に応じて再度解き直す。

60

対面授業

2022 分析化学◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理化学◎（１ナ）

Basic Physical Chemistry

2621001

後期

yonemura@nano.sojo-u.ac.jp

N606　　　　　

米村 弘明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 30 0 0 0 10 0 100

 「物理化学」は化学における三大分野（「物理化学」「無機化学」「有機化学」）の1つであり、実社会でも、研究開発分野
だけでなく、化成品製造、化学プラントの運用などにおいても極めて重要な科目である。その「物理化学」は2つの柱であ
る「構造：量子化学」と「平衡：化学熱力学」で構成させる。「基礎物理化学」（1年生後期）では後者の「平衡：化学熱力
学」について解説する。   物質をマクロな観点からとらえて、エントロピー、ギブス自由エネルギーに注目しながら、分かり
やすく化学熱力学の基礎について学ぶ。最後に、熱力学の応用として電池内部での反応の熱力学的な諸性質と電池の
起電力との関係も学ぶ。   熱力学ではエンタルピー、エントロピーについて学ぶ。これらは全く異なる物理量であるにも
関わらず、言葉が似ているため混乱する。また、熱力学では色々な熱力学的過程と登場する。圧力を一定（定圧過程）、体
積を一定（定容過程）、温度を一定（等温過程）にするのかによって、エネルギーの変化量もエントロピーの変化量も同じ
はない。さらに、可逆過程や不可逆過程も登場する。一見すると、複雑に思える熱力学であるが、その内容を統一的に整
理してみると、とても明瞭であり、とても美しい学問であることがわかる。したがって、良く予習をし、かつ講義受講後に復
習することを勧める。小テストや到達度試験等の模範解答を配布することで受講生にフィードバックを行う。   

化学熱力学 基本の考え方15章　東京化学同人　中田宗隆　 978-4807907908

基礎物理化学―能動的学修へのアプローチ　三共出版　勝木明夫、伊藤/冬樹、手老省三　 978-4782707647

ファンデルワールスの実在気体の状態方程式を説明することができる。

熱力学の第一法則、第二法則、第三法則はどういうことかを説明することができる。

エンタルピー、エントロピー、ギブス自由エネルギーを理解することができる。

月曜日5時限

熱力学　　　　　　　　　　　

連携科目として、基礎物理化学
演習、化学Ⅱ、化学Ⅱ演習、分析
化学、化学実験操作法、環境生
物科学実験、基礎化学実験Iが
関連している。  発展科目として、
基礎無機化学、基礎有機化学、
応用物理化学、有機化学、分子
反応論、分子デザイン学、無機化
学、材料組織学、プロセス工学、
分離科学工学、高分子科学、機
能性高分子科学、基礎化学実験
I 、 II、先端化学実習I、II、III、IV
が関連している。

対面授業

基礎物理化学◎（１ナ）2022

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

フレンドリー 物理化学　三共出版　田中潔、荒井貞夫　　978-4782704820

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

アトキンス 物理化学要論 (第6版)　東京化学同人　ピーター アトキンス, ジュリオ デ・ポーラ　 978-4807908912

化学熱力学　サイエンス社　渡辺啓　 978-4781910147
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎物理化学◎（１ナ）

第1回達成度試験(30点)、第2回達成度試験(30点)、小テスト（ミニッツペーパー等）(30点)、ポートフ
ォリオ(10点)の合計点で評価する。総合評価が合格基準に満たなければ再試験やレポート提出を実施
する場合がある。

144

基礎科目として、化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、基礎分析化学である。

ナノサイエンス学科の ディプロマ・ポリシーの3つの柱の1つであるナノサイエンス分野において応用力
を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につける」科目に1つである。



学修上の
注意

(SBOs)

レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみなされます。

2022 基礎物理化学◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・概要説明

熱力学とはどの様な分野かを解説する（温度とは？熱とは？）。物理化学（熱
力学）の目的に関する説明。 シラバスの説明と成績のつけかたの説明。

講義

教科書のまえがきと序論（page1-
21）および指定参考書（化学熱力学 基本の考え方）はじめに
と1章（page1-
8）の内容を受講前に読み込み、シラバスを呼んでおくこと。講
義受講後にシラバスを確認を行うこと。 90

テーマ

内容

2回

気体の諸法則

気体の諸法則について解説を行う（ボイルの法則、シャルルの法則、アボガ
ドロの法則）。気体の状態方程式について解説を行う。

講義

教科書（page 80～85）および指定参考書の内容を受講前
に読み込み、ノートにまとめて予習をしておくこと。講義受講後
に講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

3回

気体分子運動論

気体分子運動論について解説を行う（マクスウェルーボルツマン分布）。

講義

教科書（page 85～91）および指定参考書の内容を受講前
に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を復
習を行うこと。

90

テーマ

内容

4回

熱力学の第一法則

熱、仕事およびエネルギーについて解説を行う（熱力学の第一法則）。

講義

教科書（page 152～157）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を
復習を行うこと。

90

テーマ

内容

5回

熱容量 とエンタルピー

熱容量 とエンタルピーについて解説を行う。

講義

教科書（page 157～164）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を
復習を行うこと。

90

テーマ

内容

6回

反応熱とヘスの法則

反応エンタルピーについて解説を行う（反応熱とヘスの法則）。

講義

教科書（page 164～172）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を
復習を行うこと。

90

テーマ

内容

7回

中間評価

第1回から第6回までの復習と第1回達成度試験。

講義、 試験

第1回から第6回を総括して復習する。  これまでの振り返りに
ついて予習する

90

テーマ

内容

8回

熱力学の第二法則、熱力学の第三法則

エントロピーと自由エネルギーについて解説を行う（熱力学の第二法則、熱
力学の第三法則）

講義

教科書（page 175～187）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を
復習を行うこと。

90

テーマ

内容

9回

カルノーサイクルと熱効率

カルノーサイクルと熱効率について解説を行う（熱機関）。

講義

指定参考書（化学熱力学 基本の考え方）4章（page 27～3
6）および8章（page 66～74）の内容を受講前に読み込み、
予習をしておくこと。講義受講後に復習を行うこと。

90

テーマ

内容

10回

化学平衡

化学平衡について解説を行う。

講義

教科書（page 189～196）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を
復習を行うこと。

90

2022 基礎物理化学◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

物質の三態と相図

物質の状態変化について解説を行う（物質の三態と相図）。

講義

教科書（page 98～110）および指定参考書の内容を受講前
に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を復
習を行うこと。

90

テーマ

内容

12回

ラウールの法則とヘンリーの法則および浸透圧

ラウールの法則とヘンリーの法則および浸透圧について解説を行う（ファント
ホッフの式）。

講義

教科書（page 124～132, page 203～206）および指定参
考書の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。講義
受講後に講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

13回

化学電池と起電力

イオン性液体の性質について解説を行う（化学電池と起電力）。

講義

教科書（page 198～203, page 231～246）および指定参
考書の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。講義
受講後に講義内容を復習を行うこと。

90

テーマ

内容

14回

反応速度と活性化エネルギー

化学変化の速度について解説を行う（活性化エネルギーとアレニウスの式）
。

講義

教科書（page 249～264）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義内容を
復習を行うこと。

90

テーマ

内容

15回

期末評価

第8回から第14回までの復習と第2回達成度試験。授業全体のまとめ。

講義、 試験

第8回から第14回を総括して復習する。  これまでの振り返り
について予習する

90

テーマ

内容

16回

ポートフォリオ

これまでの学修における振り返りを行う

ポートフォリ
オ

これまでの学修を自ら振り返り、次の学修につなげる。

90

2022 基礎物理化学◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理化学演習◎（１ナ）

Exercise in Basic Physical Chemistry

2621101

後期

yonemura@nano.sojo-u.ac.jp

N606　　　　　

米村 弘明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 0 30 0 0 10 0 100

「物理化学」は化学における三大分野（「物理化学」「無機化学」「有機化学」）の1つであり、実社会でも、研究開発分野
だけでなく、化成品製造、化学プラントの運用などにおいても極めて重要な科目である。本科目は、基礎物理化学（必修）
の授業に連結して行う演習科目である。毎回、与えられた課題を時間内に解く。解けなかった問題については、宿題とし
て次週に提出する。物理化学（熱力学）を理解し、その演習を解くことによって、専門能力を高めるための基盤となり、問
題解決能力の向上につながる。 小テストや到達度試験等の模範解答を配布することで受講生にフィードバックを行う。

フレンドリー 物理化学　三共出版　田中潔、荒井貞夫　 978-4782704820

化学熱力学 基本の考え方15章　東京化学同人　中田宗隆　 978-4807907908

ファンデルワールスの実在気体の状態方程式に関する演習をすることができる。

熱力学の第一法則、第二法則、第三法則に関する演習をすることができる。

エンタルピー、エントロピー、ギブス自由エネルギーに関する演習をすることができる。

月曜5限

熱力学　　　　　　　　　　　

連携科目として、基礎物理化学、
化学Ⅱ、化学Ⅱ演習、分析化学、
化学実験操作法、環境生物科学
実験、基礎化学実験Iが関連して
いる。  発展科目として、基礎無
機化学、基礎有機化学、応用物
理化学、有機化学、分子反応論、
分子デザイン学、無機化学、材料
組織学、プロセス工学、分離科学
工学、高分子科学、機能性高分
子科学、基礎化学実験I 、 II、先
端化学実習I、II、III、IVが関連し
ている。

対面授業

基礎物理化学演習◎（１ナ）2022

1

1

必修

基礎物理化学演習　三共出版　田中潔、荒井貞夫　　978-4782706763

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

基礎物理化学―能動的学修へのアプローチ　三共出版　勝木明夫、伊藤/冬樹、手老省三　 978-4782707647

アトキンス 物理化学要論 (第6版)　東京化学同人　ピーター アトキンス, ジュリオ デ・ポーラ　 978-4807908912

化学熱力学　サイエンス社　渡辺啓　 978-4781910147
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演習科目であり、授業ごとに課される課題を解答レポートとして提出する。  第1回達成度試験(30点)、
第2回達成度試験(30点)、レポート（30点）、ポートフォリオ(10点)の合計点で評価する。総合評価が合
格基準に満たなければ再試験やレポート提出を実施する場合がある。

149

基礎科目として、化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、基礎分析化学である。

ナノサイエンス学科の ディプロマ・ポリシーの3つの柱の1つであるナノサイエンス分野において応用力
を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につける」科目に1つである。



学修上の
注意

(SBOs)

レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょう せつ）は、不正行為とみなされます。

2022 基礎物理化学演習◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・概要説明

基礎物理化学（熱力学）の演習に関する説明。 シラバスの説明と成績のつ
けかたの説明。

講義

教科書のまえがきと序論（page1-
21）および指定参考書（化学熱力学 基本の考え方）はじめに
と1章（page1-
8）の内容を受講前に読み込み、シラバスを呼んでおくこと。講
義受講後にシラバスを確認を行うこと。 90

テーマ

内容

2回

気体の諸法則

気体の諸法則について解説を行う（ボイルの法則、シャルルの法則、アボガ
ドロの法則）。気体の状態方程式について演習を行う。

講義

教科書（page 80～85）および指定参考書の内容を受講前
に読み込み、ノートにまとめて予習をしておくこと。講義受講後
に講義で行った問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

3回

気体分子運動論

気体分子運動論について演習を行う（マクスウェルーボルツマン分布）。

講義

教科書（page 85～91）および指定参考書の内容を受講前
に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行った
問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

4回

熱力学の第一法則

熱、仕事およびエネルギーについて演習を行う（熱力学の第一法則）。

講義

教科書（page 152～157）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行っ
た問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

5回

熱容量 とエンタルピー

熱容量 とエンタルピーについて演習を行う。

講義

教科書（page 157～164）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行っ
た問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

6回

反応熱とヘスの法則

反応エンタルピーについて演習を行う（反応熱とヘスの法則）。

講義

教科書（page 164～172）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行っ
た問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

7回

中間評価

第1回から第6回までの復習と第1回達成度試験。

講義、試験

第1回から第6回を総括して復習する。  これまでの振り返りに
ついて予習する

90

テーマ

内容

8回

熱力学の第二法則、熱力学の第三法則

エントロピーと自由エネルギーについて演習を行う（熱力学の第二法則、熱
力学の第三法則）。

講義

教科書（page 175～187）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行っ
た問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

9回

カルノーサイクルと熱効率

カルノーサイクルと熱効率について演習を行う（熱機関）。

講義

指定参考書（化学熱力学 基本の考え方）4章（page 27～3
6）および8章（page 66～74）の内容を受講前に読み込み、
予習をしておくこと。講義受講後に講義で行った問題に関し
て復習を行うこと。

90

テーマ

内容

10回

化学平衡

化学平衡について演習を行う。

講義

教科書（page 189～196）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行っ
た問題に関して復習を行うこと。

90

2022 基礎物理化学演習◎（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

物質の三態と相図

物質の状態変化について演習を行う（物質の三態と相図）。

講義

教科書（page 98～110）および指定参考書の内容を受講前
に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行った
問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

12回

ラウールの法則とヘンリーの法則および浸透圧

ラウールの法則とヘンリーの法則および浸透圧について演習を行う（ファント
ホッフの式）

講義

教科書（page 124～132, page 203～206）および指定参
考書の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。講義
受講後に講義で行った問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

13回

化学電池と起電力

イオン性液体の性質について演習を行う（化学電池と起電力）。

講義

教科書（page 198～203, page 231～246）および指定参
考書の内容を受講前に読み込み、予習をしておくこと。講義
受講後に講義で行った問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

14回

反応速度と活性化エネルギー

化学変化の速度について解説を行う（活性化エネルギーとアレニウスの式）
。

講義

教科書（page 249～264）および指定参考書の内容を受講
前に読み込み、予習をしておくこと。講義受講後に講義で行っ
た問題に関して復習を行うこと。

90

テーマ

内容

15回

期末評価

第8回から第14回までの復習と第2回達成度試験。授業全体のまとめ。

講義、試験

第8回から第14回を総括して復習する。  これまでの振り返り
について予習する

90

テーマ

内容

16回

ポートフォリオ

これまでの学修における振り返りを行う

ポートフォリ
オ

これまでの学修を自ら振り返り、次の学修につなげる。

90

2022 基礎物理化学演習◎（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎化学実験ⅡＡ◎（２ナ）

Fundamental Chemical Experiments Ⅱ

2621401

後期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

N806　N506　　　　

八田泰三　池永和敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 60 0 10 10 20 100

【共通】   我々は、薬剤に多い低分子化合物や、プラスチックに代表される高分子化合物など、様々な有機材料に取り囲
まれて生活している。このように身近な存在である物質の合成方法やその性質を調べることは大変重要である。一方、近
年、地球環境保全や循環型社会の構築に伴って、資源の有効利用としての廃プラスチックのマテリアルリサイクルやケミ
カルリサイクルに関する数多くの研究や技術開発が活発に行なわれている。   基礎化学実験Ⅱでは、有機化合物の合
成と炭素資源の有効利用の観点から、化学における主要な分野の中、有機化学と高分子科学に関する基礎的な実験を
通じて、化学実験の基本操作の修得と得られた実験データのまとめ方や発表方法について学ぶ。なお、講義中の口頭試
問・レポートの結果は、適宜学生へフィードバックする。  【有機化学分野】   古くて新しい薬“アセトアニリド”の有機合成
実験に関する実習を行う。この基本的な実験操作を通じて有機合成における単位操作および分離精製法を習得すると
共に、有機化合物の性質と薬への応用について調べることにより有機化合物と生活の密接な係わり合いについても理
解を深める。  【高分子科学分野】   プラスチックのケミカルリサイクル実験においては、特に身近な題材として、化学分解
法による廃ペットボトルのリサイクル実験を実施することにより、環境・物質・生活の密接な係わり合いについて理解・習
得する。

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　マクマリー　 9784807909278

研究室で役立つ有機実験のナビゲーター 第2版　丸善出版　上村明男　 978-4-621-08434-2

【有機化学分野】有機合成実験について、事前に調査した実験に必要な情報をもとに班員と協力して行い、実施内容をすべて実
験ノートに書きこみ、最終的に調査内容、実験内容を考察とともにレポートにまとめ、諮問に答えることができる。

【高分子科学分野】リサイクル実験について、事前に調査した実験に必要な情報をもとに班員と協力して行い、実施内容をすべて
実験ノートに書きこみ、最終的に調査内容、実験内容を考察とともにレポートにまとめ、諮問に答えることができる。

火曜日4限目に各教員に事前予約

有機合成と反応　再結晶と融点　炭素資源の有効利用　プラスチックのケミカルリサイクル　　　　
　　　　

【有機化学分野】および【高分子
化学分野】（両分野は密接な係
わり合いがあるため、基礎・連携・
発展科目は共通である。）   基礎
科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演
習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、
分析化学、化学実験操作法、環
境生物科学実験   連携科目：有
機化学、分子反応論、環境物質
科学、産業と生活環境科学、高
分子科学   発展科目：分子デザ
イン学、ナノサイエンス演習、卒
業研究、ゼミナール

対面授業

基礎化学実験ⅡＡ◎（２ナ）2022

2

1

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学実験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

担当者作成オリジナルテキスト　　　　

第4版 続 実験を安全に行うために　化学同人　化学同人編集部 編　 9784759818345

　　　 

　　　 

　　　 

環境問題はなぜウソがまかり通るのか　洋泉社　武田邦彦　 978-4862481221

環境問題はなぜウソがまかり通るのか2　洋泉社　武田邦彦　 978-486248182

沈黙の春　新潮社　レイチェル・カーソン　 978-4102074015
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【有機化学分野】および【高分子化学分野】  口頭試問・成果発表 20点（その他）、レポート60点、作品（
実験ノート確認・提出）10点、ポートフォリオ10点の内容を総合的に加味して評価する。

154

【有機化学分野】および【高分子化学分野】（両分野は密接な係わり合いがあるため、予備知識は共通
である。）  開講された化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、有機化学、高分子科
学等の講義で学んだ知識、および化学実験操作法、基礎化学実験Ⅰで修得した基礎的な実験操作・
試薬および機器の取り扱い方・科学の安全・危険等については 修得しておいてほしい予備知識である
。

【有機化学分野】および【高分子化学分野】   次に示すナノサイエンス学科の３つのディプロマポリシー（学位授
与の方針）に関連する。   １．ディプロマポリシー(DP)中にある項目「態度･志向性：社会人として相応しい豊かな
人間性と責任感、倫理観を身につけたもの。」に関連する科目であり、グループ実験により、社会人として相応し
い豊かな人間性と責任感、倫理観を、身につける。   ２．ディプロマポリシー(DP)中にある項目「汎用的技能：ナノ
サイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの」に関連
した科目であり、「有機化学・高分子科学・環境科学の基礎力と専門能力」を身につける。   ３．ディプロマポリシー
(DP)中にある項目「知識･理解：社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身
につけたもの。」に関連した科目であり、社会の多種多様な問題を解決するために、有機化学・高分子科学・環境
科学の各分野に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

【有機化学分野】および【高分子化学分野】   １．講義開始時刻には白衣、安全ゴーグル、実験ノート、関数電卓を持参し、
実験室で着席しておくこと。安全上問題と判断する場合には、授業開始後の遅刻は遅刻時間に関わらず欠席扱いとして
実験を認めない事がある。   ２．公欠・病欠などの欠席理由にかかわらず授業計画に定めた全てのテーマの学習・実験が
必修である。もし欠席の場合には、その都度速やかに担当教員に相談を申し出て補習を受けること。   ３．全ての実験テー
マは個人で実施する。また実験は講義時間内で終わることが大事であるが、定めた実験ノルマを適切に終わらせることを
優先する。   ４．レポート作成には必ずPCを利用し、期限以内に提出すること。特別な事情がない限り、期限以降は受け付
けない。   ５．レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ：他人のものを自分のものとして
発表・提出すること）を行うことは、不正行為とみなされます。

2022 基礎化学実験ⅡＡ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【有機化学分野１】  オリエンテーション・事前準備・口
頭試問

有機化学分野の実験に関するオリエンテーション、シラバスの説明、実験の
進め方・心構え、レポートの書き方、オリジナルテキスト配布  試薬の安全性
（使用する試薬の安全シートを試薬会社よりダウンロードして電子ファイルま
たは印刷物で持っておく。内容を十分に理解して実験に臨むこと）、器具の
取り扱い方、合成手順の理解と反応機構について、口頭試問、SGDs、PBL

講義  SGDs、P
BL

予習：シラバスを熟読すること。白衣、保護メガネ、実験ノート
を準備する。教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利
用して、試薬の安全性、器具の取扱、反応機構などについて
調査した内容を、実験ノートにまとめておくこと。  復習：実験を
進めるにあたって必要となる諸事項および口頭試問で指摘さ
れた内容を反復して、教科書、参考書、図書館、インターネット
などを利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。

90

対面授業

テーマ

内容

2回

【有機化学分野２】  低分子化合物の合成

低分子化合物の合成（アセチル化反応と反応処理）、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、有機反応機構と反応処理方法などについて理解し、実験ノ
ートにまとめておくこと。  復習：口頭試問で指摘された内容
について、教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用
して調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

3回

【有機化学分野３】  低分子化合物の精製と融点

低分子化合物の分離精製（再結晶）・融点測定、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、有機化合物の分離精製法（カラムクロマトグラフィー、再結
晶など）と融点測定について理解し、実験ノートにまとめておく
こと。  復習：口頭試問で指摘された内容について、教科書、
参考書、図書館、インターネットなどを利用して調査し、実験ノ
ートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

4回

【有機化学分野４】  ポートフォリオ記入・口頭試問・
後片付け

口頭試問、レポート提出。

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：これまでの内容をすべて復習し、実験レポートを作成す
ること。また、ポートフォリオ記入のために、これまで学修して
きたことを振り返る。  復習：口頭試問・レポートで指摘された
内容について、教科書、参考書、図書館、インターネットなどを
利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

5回

【高分子科学分野１】  オリエンテーション・事前準備・
口頭試問

高分子科学分野の実験に関するオリエンテーション、シラバスの説明、実験
の進め方・心構え、レポートの書き方、オリジナルテキスト配布  試薬の安全
性（使用する試薬の安全シートを試薬会社よりダウンロードして電子ファイル
または印刷物で持っておく。内容を十分に理解して実験に臨むこと）、器具の
取り扱い方、合成手順の理解と反応機構について、口頭試問

講義  SGDs、P
BL

予習：シラバスを熟読すること。白衣、保護メガネ、実験ノート
を準備する。教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利
用して、試薬の安全性、器具の取扱、反応機構などについて
調査した内容を、実験ノートにまとめておくこと。  復習：実験を
進めるにあたって必要となる諸事項および口頭試問で指摘さ
れた内容を反復して、教科書、参考書、図書館、インターネット
などを利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。

90

対面授業

テーマ

内容

6回

【高分子科学分野２】  熱可塑性プラスチックの化学
分解１

ポリエステルのアルカリ加水分解反応と処理その１、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、有機反応機構と反応の処理などについて理解し、実験ノー
トにまとておくこと。  復習：口頭試問で指摘された内容につ
いて、教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

7回

【高分子化学分野３】  熱可塑性プラスチックの化学
分解２

ポリエステルのアルカリ加水分解反応の処理その２と収率計算、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、ポリエステルのケン化反応と収率の計算法について理解し
、実験ノートにまとめておくこと。  復習：口頭試問で指摘され
た内容について、教科書、参考書、図書館、インターネットなど
を利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

8回

【高分子化学分野４】  ポートフォリオ記入、口頭試問
・成果発表・後片付け

口頭試問、レポート提出。

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：これまでの内容をすべて復習し、実験レポートを作成す
ること。さらに、実験書・実験ノート・レポートを再度見直し、重
要なところを重点的に復習して口頭発表に備える。また、ポー
トフォリオ記入のために、これまで学修してきたことを振り返る
。  復習：口頭試問・レポートで指摘された内容について、教科
書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して調査し、実
験ノートにまとめておくこと。さらに、口頭発表で指摘を受けた
ことについて確認する。

90

対面授業

2022 基礎化学実験ⅡＡ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎化学実験ⅡＢ◎（２ナ）

Fundamental Chemical Experiments Ⅱ

2621402

後期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

N806　N506　　　　

八田泰三　池永和敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 60 0 10 10 20 100

【共通】   我々は、薬剤に多い低分子化合物や、プラスチックに代表される高分子化合物など、様々な有機材料に取り囲
まれて生活している。このように身近な存在である物質の合成方法やその性質を調べることは大変重要である。一方、近
年、地球環境保全や循環型社会の構築に伴って、資源の有効利用としての廃プラスチックのマテリアルリサイクルやケミ
カルリサイクルに関する数多くの研究や技術開発が活発に行なわれている。   基礎化学実験Ⅱでは、有機化合物の合
成と炭素資源の有効利用の観点から、化学における主要な分野の中、有機化学と高分子科学に関する基礎的な実験を
通じて、化学実験の基本操作の修得と得られた実験データのまとめ方や発表方法について学ぶ。なお、講義中の口頭試
問・レポートの結果は、適宜学生へフィードバックする。  【有機化学分野】   古くて新しい薬“アセトアニリド”の有機合成
実験に関する実習を行う。この基本的な実験操作を通じて有機合成における単位操作および分離精製法を習得すると
共に、有機化合物の性質と薬への応用について調べることにより有機化合物と生活の密接な係わり合いについても理
解を深める。  【高分子科学分野】   プラスチックのケミカルリサイクル実験においては、特に身近な題材として、化学分解
法による廃ペットボトルのリサイクル実験を実施することにより、環境・物質・生活の密接な係わり合いについて理解・習
得する。

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　マクマリー　 9784807909278

研究室で役立つ有機実験のナビゲーター 第2版　丸善出版　上村明男　 978-4-621-08434-2

【有機化学分野】有機合成実験について、事前に調査した実験に必要な情報をもとに班員と協力して行い、実施内容をすべて実
験ノートに書きこみ、最終的に調査内容、実験内容を考察とともにレポートにまとめ、諮問に答えることができる。

【高分子科学分野】リサイクル実験について、事前に調査した実験に必要な情報をもとに班員と協力して行い、実施内容をすべて
実験ノートに書きこみ、最終的に調査内容、実験内容を考察とともにレポートにまとめ、諮問に答えることができる。

火曜日4限目に各教員に事前予約

有機合成と反応　再結晶と融点　炭素資源の有効利用　プラスチックのケミカルリサイクル　　　　
　　　　

【有機化学分野】および【高分子
化学分野】（両分野は密接な係
わり合いがあるため、基礎・連携・
発展科目は共通である。）   基礎
科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演
習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、
分析化学、化学実験操作法、環
境生物科学実験   連携科目：有
機化学、分子反応論、環境物質
科学、産業と生活環境科学、高
分子科学   発展科目：分子デザ
イン学、ナノサイエンス演習、卒
業研究、ゼミナール

対面授業

基礎化学実験ⅡＢ◎（２ナ）2022

2

1

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学実験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

担当者作成オリジナルテキスト　　　　

第4版 続 実験を安全に行うために　化学同人　化学同人編集部 編　 9784759818345

　　　 

　　　 

　　　 

環境問題はなぜウソがまかり通るのか　洋泉社　武田邦彦　 978-4862481221

環境問題はなぜウソがまかり通るのか2　洋泉社　武田邦彦　 978-486248182

沈黙の春　新潮社　レイチェル・カーソン　 978-4102074015
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎化学実験ⅡＢ◎（２ナ）

【有機化学分野】および【高分子化学分野】  口頭試問・成果発表 20点（その他）、レポート60点、作品（
実験ノート確認・提出）10点、ポートフォリオ10点の内容を総合的に加味して評価する。

158

【有機化学分野】および【高分子化学分野】（両分野は密接な係わり合いがあるため、予備知識は共通
である。）  開講された化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、有機化学、高分子科
学等の講義で学んだ知識、および化学実験操作法、基礎化学実験Ⅰで修得した基礎的な実験操作・
試薬および機器の取り扱い方・科学の安全・危険等については 修得しておいてほしい予備知識である
。

【有機化学分野】および【高分子化学分野】   次に示すナノサイエンス学科の３つのディプロマポリシー（学位授
与の方針）に関連する。   １．ディプロマポリシー(DP)中にある項目「態度･志向性：社会人として相応しい豊かな
人間性と責任感、倫理観を身につけたもの。」に関連する科目であり、グループ実験により、社会人として相応し
い豊かな人間性と責任感、倫理観を、身につける。   ２．ディプロマポリシー(DP)中にある項目「汎用的技能：ナノ
サイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの」に関連
した科目であり、「有機化学・高分子科学・環境科学の基礎力と専門能力」を身につける。   ３．ディプロマポリシー
(DP)中にある項目「知識･理解：社会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身
につけたもの。」に関連した科目であり、社会の多種多様な問題を解決するために、有機化学・高分子科学・環境
科学の各分野に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

【有機化学分野】および【高分子化学分野】   １．講義開始時刻には白衣、安全ゴーグル、実験ノート、関数電卓を持参し、
実験室で着席しておくこと。安全上問題と判断する場合には、授業開始後の遅刻は遅刻時間に関わらず欠席扱いとして
実験を認めない事がある。   ２．公欠・病欠などの欠席理由にかかわらず授業計画に定めた全てのテーマの学習・実験が
必修である。もし欠席の場合には、その都度速やかに担当教員に相談を申し出て補習を受けること。   ３．全ての実験テー
マは個人で実施する。また実験は講義時間内で終わることが大事であるが、定めた実験ノルマを適切に終わらせることを
優先する。   ４．レポート作成には必ずPCを利用し、期限以内に提出すること。特別な事情がない限り、期限以降は受け付
けない。   ５．レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ：他人のものを自分のものとして
発表・提出すること）を行うことは、不正行為とみなされます。

2022 基礎化学実験ⅡＢ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【有機化学分野１】  オリエンテーション・事前準備・口
頭試問

有機化学分野の実験に関するオリエンテーション、シラバスの説明、実験の
進め方・心構え、レポートの書き方、オリジナルテキスト配布  試薬の安全性
（使用する試薬の安全シートを試薬会社よりダウンロードして電子ファイルま
たは印刷物で持っておく。内容を十分に理解して実験に臨むこと）、器具の
取り扱い方、合成手順の理解と反応機構について、口頭試問、SGDs、PBL

講義  SGDs、P
BL

予習：シラバスを熟読すること。白衣、保護メガネ、実験ノート
を準備する。教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利
用して、試薬の安全性、器具の取扱、反応機構などについて
調査した内容を、実験ノートにまとめておくこと。  復習：実験を
進めるにあたって必要となる諸事項および口頭試問で指摘さ
れた内容を反復して、教科書、参考書、図書館、インターネット
などを利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。

90

対面授業

テーマ

内容

2回

【有機化学分野２】  低分子化合物の合成

低分子化合物の合成（アセチル化反応と反応処理）、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、有機反応機構と反応処理方法などについて理解し、実験ノ
ートにまとめておくこと。  復習：口頭試問で指摘された内容
について、教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用
して調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

3回

【有機化学分野３】  低分子化合物の精製と融点

低分子化合物の分離精製（再結晶）・融点測定、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、有機化合物の分離精製法（カラムクロマトグラフィー、再結
晶など）と融点測定について理解し、実験ノートにまとめておく
こと。  復習：口頭試問で指摘された内容について、教科書、
参考書、図書館、インターネットなどを利用して調査し、実験ノ
ートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

4回

【有機化学分野４】  ポートフォリオ記入・口頭試問・
後片付け

口頭試問、レポート提出。

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：これまでの内容をすべて復習し、実験レポートを作成す
ること。また、ポートフォリオ記入のために、これまで学修して
きたことを振り返る。  復習：口頭試問・レポートで指摘された
内容について、教科書、参考書、図書館、インターネットなどを
利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

5回

【高分子科学分野１】  オリエンテーション・事前準備・
口頭試問

高分子科学分野の実験に関するオリエンテーション、シラバスの説明、実験
の進め方・心構え、レポートの書き方、オリジナルテキスト配布  試薬の安全
性（使用する試薬の安全シートを試薬会社よりダウンロードして電子ファイル
または印刷物で持っておく。内容を十分に理解して実験に臨むこと）、器具の
取り扱い方、合成手順の理解と反応機構について、口頭試問

講義  SGDs、P
BL

予習：シラバスを熟読すること。白衣、保護メガネ、実験ノート
を準備する。教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利
用して、試薬の安全性、器具の取扱、反応機構などについて
調査した内容を、実験ノートにまとめておくこと。  復習：実験を
進めるにあたって必要となる諸事項および口頭試問で指摘さ
れた内容を反復して、教科書、参考書、図書館、インターネット
などを利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。

90

対面授業

テーマ

内容

6回

【高分子科学分野２】  熱可塑性プラスチックの化学
分解１

ポリエステルのアルカリ加水分解反応と処理その１、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、有機反応機構と反応の処理などについて理解し、実験ノー
トにまとておくこと。  復習：口頭試問で指摘された内容につ
いて、教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

7回

【高分子化学分野３】  熱可塑性プラスチックの化学
分解２

ポリエステルのアルカリ加水分解反応の処理その２と収率計算、口頭試問

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：教科書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して
、ポリエステルのケン化反応と収率の計算法について理解し
、実験ノートにまとめておくこと。  復習：口頭試問で指摘され
た内容について、教科書、参考書、図書館、インターネットなど
を利用して調査し、実験ノートにまとめておくこと。 90

対面授業

テーマ

内容

8回

【高分子化学分野４】  ポートフォリオ記入、口頭試問
・成果発表・後片付け

口頭試問、レポート提出。

講義・実習  S
GDs、PBL

予習：これまでの内容をすべて復習し、実験レポートを作成す
ること。さらに、実験書・実験ノート・レポートを再度見直し、重
要なところを重点的に復習して口頭発表に備える。また、ポー
トフォリオ記入のために、これまで学修してきたことを振り返る
。  復習：口頭試問・レポートで指摘された内容について、教科
書、参考書、図書館、インターネットなどを利用して調査し、実
験ノートにまとめておくこと。さらに、口頭発表で指摘を受けた
ことについて確認する。

90

対面授業

2022 基礎化学実験ⅡＢ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

無機化学◎（２ナ）

Inorganic Chemistry

2621601

後期

tomosige@nano.sojo.-u.ac.jp

N706　　　　　

友重 竜一（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

40 40 0 10 0 0 10 0 100

私達の生活に大きな変化をもたらす高機能材料の開発は、従来のμmオーダーによる材料設計思想では不十分となり、
最近ではナノテクノロジーが主流となってきた。この基礎段階としてナノメートルオーダーで材料の組成・構造を知り、そ
れを基に材料設計および機能設計を行うことは重要である。   この講義では、機能性無機材料の製造を考慮するのに基
本的かつ重要な情報を有する平衡状態図に始まり、無機固体材料の結晶学の基礎および有用な材料特性であるイオン
伝導・電気伝導の発現機構について説く。  テストの模範解答や解答指針は、テスト終了後の講義やwebclass等を通じ
て、またレポート・試験の結果は、次週以降の講義内またはwebclass等を通じて学生へフィードバックする。   また、当該
科目は、担当教員の前職における半導体メモリ開発に関する実務経験を活かし、無機材料の様々な挙動について講義
の中で教授する。

新しい基礎無機化学　三共出版　合原 編著、 榎本・馬・村石 共著　 978-4-7827-0541-4

材料組織学　朝倉書店　高木節雄 ・津崎兼彰　 978-4-254236927

無機材料の物理・化学的特性（電子伝導・イオン伝導、相律、拡散現象）が説明できるようになる。

平衡状態図の理解、格子欠陥の特徴、ミラー指数を用いた面と方位の図示ができるようになる。

木曜 昼休み

平衡状態図　材料物性　セラミックス　金属材料　　材料解析技術　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ・Ⅱ、化学Ⅰ演
習・Ⅱ演習（1年）、基礎無機化学
（2年）  連携科目：基礎化学実
験I（無機化学）（２年）   発展科
目：材料組織学、機器解析学(３
年）

対面授業

無機化学◎（２ナ）2022

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

工学のための無機材料化学　サイエンス社　片山 恵一 , 橋本 和明, 大倉 利典, 山下 仁大 著　　978-4-7819-1016-5

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

機能性セラミックス化学　朝倉書店　掛川、山村、守吉、門間、植松、松田　 978-4-254-25585-0

金属物理学序論　コロナ社　幸田 成康　 978-4-339042870
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 無機化学◎（２ナ）

1．レポート：講義内容に関連する演習問題の解答を提出（１0点）。  2．ポートフォリオ入力内容（１０点）  
３．中間試験と定期試験（各４０点）。なお、各試験とも24点（100点満点換算で各試験とも60点以上）
に達する必要がある。

162

友重 竜一

化学II、化学II演習、基礎無機化学で学んだ無機材料の成り立ちの基本を復習しておくこと。

当学科のＤＰにおける「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力
と専門能力を身につけたもの。」の項目に関連する科目である。  将来、素材研究・開発関係などの専門
分野を極めるための基本的な知識を身につけ、工業生産の現場での具体的な業務内容を理解する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．毎回講義で学習した内容について､その内容を振り返りながら1時間程復習し、次回の講義につながるようにしておくこ
とが望ましい。また、図書館の蔵書（上記の参考書等）を利用した学習を推奨する。  ２．Web classを経由して参考資料を
配付するので、受講者は必ず資料を事前に入手すること。  ３．レポート（発表資料）は一週間以内に提出すること。期限を
過ぎた場合、評点への加算は行わない。  ４．中間試験と定期試験の正解率が6割に満たない場合は、再試験を実施する
。なお、再試験を受験後、合格しなかった場合、上記4項目までの評価点に拘わらず、単位の付与は行わない。

2022 無機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 、固体結晶の成り立ち（１）

講義内容の説明、無機材料を使った製品の紹介、無機材料のミクロの様子
。

講義

【予習】教科書の1.0節を読んで講義に臨むこと。  【復習】無
機材料の種類と特徴を説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

2回

固体結晶の成り立ち（２）

基本的な結晶構造、結晶系と結晶の対称性について講義を行い、演習問題
を解く。

講義・演習・S
GD

【予習】教科書p.６,７を読み、結晶格子の種類を把握しておく
こと。  【復習】14種類の結晶系の名称を述べられるか、ブラ
ベ格子を自ら描くことができるか、対称軸の考えから結晶の
対称性について説明できるかを確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

3回

「固体結晶の成り立ち（3）」

格子欠陥の種類、格子欠陥濃度の温度依存性、格子欠陥を利用した二次
電池におけるイオン伝導性の発現について解説する。

講義・演習

【予習】格子欠陥とは何を指すものかを把握しておく。  【復習
】温度上昇に伴う欠陥の生成量の増大を計算で求められるよ
うにすること。

60

対面講義

テーマ

内容

4回

「固体結晶の成り立ち（4）」「固体物質の安定性」

固溶体の種類と特徴。エリンガム図を用いた自由エネルギー曲線の読み方
を理解する。

講義・演習・S
GD

【予習】1.1.3と1.1.4節を読み、熱力学における自由エネルギ
ーが物質の安定性と関連が有ることを予備知識として理解し
ておく。   【復習】固溶体の形成により特性が変化することを
読み返しておくこと。 エリンガム図を用いて酸化物の炭素還
元の可否が判断出来るようにする。 60

対面講義

テーマ

内容

5回

平衡状態図の基礎

相律について理解する。

講義・演習・S
GD

【予習】「相律」および「状態図」とはどのような内容のもので
あるか、1.1.2節を参考に下調べをしておくこと。  【復習】相律
の式を用いて相の安定性を議論できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

6回

平衡状態図の読み方（1）

二元系共晶型平衡状態図の見方について理解する。

講義・演習・S
GD

【予習】「共晶型平衡状態図」とはどのような内容のものであ
るか、教科書の記述を参考に下調べをしておくこと。  【復習】
共晶型状態図を用いて微細組織の変化が描けるようにして
おくこと。

60

対面講義

テーマ

内容

7回

平衡状態図の読み方（２）

二元系包晶型平衡状態図の見方について理解する。

講義・演習・S
GD

【予習】「包晶型平衡状態図」とはどのような内容のものであ
るか、教科書の記述を参考に下調べをしておくこと。  【復習】
包晶型状態図を用いて微細組織の変化が描けるようにして
おくこと。

60

対面講義

テーマ

内容

8回

中間試験

１回から7回の講義内容の理解度を確認する。試験後に解説を行う。

試験と講義

【予習】１回から7回の講義内容を復習しておく。  【復習】試験
問題で解けなかった箇所を重点的に確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

9回

拡散現象と固相反応

拡散現象により引き起こされる固相反応について、フィックの法則を用いて
理解する。

講義・演習

【予習】1.1.5および1.3.7節を読み、固相反応とは何を意味す
るか読んでおく。   【復習】フィックの第一法則の式を用いて
演習問題が解けるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

10回

微細組織と結晶粒界

固体材料中の結晶粒の大きさと強度の関係（ホールペッチの法則）につい
て理解する。

講義・演習

【予習】第1回講義の内容を元に、固体材料中のミクロ構造の
成り立ちを振り返る。    【復習】ホールペッチの式を用いて結
晶粒の大きさ固体材料の強度の関係を議論できるか確認す
る。

60

対面講義

2022 無機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ミラー・ブラべ指数(1)

立方晶系結晶におけるミラー指数について理解する

講義・演習・S
GD

【予習】立方晶系の成り立ちを教科書の図面で認識しておく。
  【復習】立方晶の面および方位の指数付けができるようにな
るために複数回演習問題を解く。

60

対面講義

テーマ

内容

12回

ミラー・ブラべ指数(２)

六方晶系結晶におけるミラー指数について理解する

講義・演習・S
GD

【予習】六方晶系の成り立ちを教科書の図面で認識しておく。
  【復習】六方晶の面および方位の指数付けができるようにな
るために複数回演習問題を解く

60

対面講義

テーマ

内容

13回

電磁気材料（1）

固体材料における電気伝導特性について理解する(SGD)。

講義

【予習】化学IIで学んだ分子軌道法の内容を振り返る。  【復
習】導電性固体材料における電気伝導性の発現理由をバン
ド理論を用いて説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

14回

電磁気材料（２）

半導体材料ついて理解する。(SGD)

講義

【予習】バンド構造における伝導帯と価電子帯の意味を理解
しておく。  【復習】半導体材料が光や熱エネルギーを受けて
伝導性を発現する理由を説明できるか確認する。

60

対面講義

テーマ

内容

15回

後半試験

9回目以降の講義内容の理解を問う。試験後に解説を行う。

試験と講義

【予習】試験範囲に該当する講義回の内容を確認する。  【復
習】試験問題で解けなかった箇所を重点的に確認する

60

対面講義

2022 無機化学◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

有機化学◎（２ナ）

Organic Chemistry

2621801

後期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

N806　　　　　

八田 泰三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 0 40 0 0 10 10 100

 本学科の人材育成目標の一つは、工学系全分野のみならず薬学・生物・生命系分野において、物質を化学的に扱うこ
とができる技術者・研究者を輩出することである。物質は有機物質と無機物質に大別することができ、有機物質を扱う主
要な業種としては、化学、医薬、バイオ系企業に加え、半導体関連企業などがある。従って、将来これらの分野を目指す
学生にとって、有機化学関連科目は必要不可欠といえる。   有機化学は、膨大な数の炭素化合物（有機化合物）の構造
と性質、反応性を対象とする学問である。その膨大な数の化合物を構造「官能基」によって約12種類のグループに分類
し、本講義ではその中でアルケンとアルキン、芳香族化合物の基本的性質と反応性および立体化学に焦点を絞り、分子
の構造的特徴および有機電子論（電子の配置、動きなどから反応を説明する理論）を基にして解説する。なお、講義中の
テスト・レポートの結果は、適宜学生へフィードバックする。   本講義、基礎有機化学（2年前期）、分子反応論（3年前期）
、分子デザイン学（3年後期）により有機化学全体を講義するので、これら全講義をセットで履修することが望ましい。

マクマリー有機化学 第９版（上・中・下）　東京化学同人　マクマリー　 上9784807909124、中9784807909131、下9784807909148

ボルハルト・ショアー現代有機化学（第８版）(上・下)　化学同人　ボルハルト、ショア―　 上9784759820294、下9784759820300

アルケンおよびアルキンの基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

ベンゼン類の基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

分子の構造を立体化学的に理解することができる

火曜日4限目に事前予約

有機化学　アルケン　アルキン　芳香族化合物　　立体化学　　　　　　

【基礎科目】基礎有機化学（2年
前期）、化学Ⅱ（1年後期）、化学
Ⅱ演習（1年後期）  【連携科目】
高分子科学（2年後期）、分子生
物学Ⅱ（2年後期）、基礎化学実
験Ⅱ（2年後期）、先端化学実習
Ⅱ（2年後期）  【発展科目】分子
反応論（3年前期）、機能性高分
子科学（3年前期）、分子デザイ
ン学（3年後期）、先端化学実習
Ⅲ・Ⅳ（3年前・後期）、卒業研究（
4年）、ゼミナール（4年）

ブレンド授業（対面＋遠隔）

有機化学◎（２ナ）2022

２

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　マクマリー　　978-4-8079-0927-8

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ジョーンズ有機化学 (上・下) 第5版　東京化学同人　ジョーンズ　 上9784807908936、下9784807908943

有機反応論　三共出版　加納航治　 978-4782705254

HGS分子構造模型 C型セット 有機化学実習用　丸善出版　　 978-4-621-30128-9
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評価明細
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実務経験
のある
教員

予備知識

DP
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関連

2022 有機化学◎（２ナ）

定期試験（40点）、レポート（40点）、その他（口頭試問）（10点）、ポートフォリオ（10点）の合計点とする
。
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・それまでに修得して欲しい科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、先端化
学実習Ⅰ  ・同時に習得しておくことが望ましい科目：基礎化学実験Ⅱ、先端化学実習Ⅱ  ・将来の修
得に繋がる科目：分子反応論、分子デザイン学、先端化学実習Ⅲ・Ⅳ  卒業研究、ゼミナール

・ディプロマポリシー(DP)中にある項目「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるた
め、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの」に関連する科目である。  ・社会の多種多様な問題を
解決するために、有機化学に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

【予習】各章ごとに重要項目を演習問題形式にまとめたポイントチェック用ワークシート（ワークシートと略す）を事前に配
布するので、これに沿って講義１コマ分に相当する教科書（3節分約５ページ）の予習および該当するワークシートの問題
を解き、解答をレポート形式にまとめておくこと。なお、わからなかった問題については、後で正解を記入できるよう開けてお
く。  【講義中】教科書の解説、およびワークシートの解き方のポイントを説明するので、それをノートに書き写すこと。そして
、自学で理解できていた点の再確認、および理解不十分だった点や間違っていた点については、解答の暗記ではなく内
容の理解に努め、講義中に疑問点を解決すること。疑問点が残った場合は、オフィスアワーや学科SALCを積極的に利用
すること。  【復習】予習で作成したワークシートの解答の添削（加筆修正）を自分で行うと共に、特に、わからなかった問題
および不正解の問題については、授業スライド、講義ノートや教科書・参考書を見直して、先ず理解に努め、レポートの解
答を作成する。  【レポート提出】ワークシートのレポートを指定した期限内に提出すること。提出したレポートは八田が添
削する。課題レポートが全て合格するまで、これを繰り返す。この時点で、該当する章の内容については、ほぼ理解をして
いる状態になっておくこと。  【定期試験】教科書の各章について、理解していた内容の再確認と重要事項の暗記を、ワー
クシートを基にして行う。さらに、教科書の練習問題を解き、理解を深めると共に応用力を身につけること。  【注意】総合的
な評価をするので、テスト、レポート、ポートフォリオのすべてに取り組むことが、単位成立の前提条件となるので、注意する
こと。なお、レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為とみなされ
ます。  【注意】オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合は、八田研究室（N806）にて対応します。オフィスアワー
にTeams のチャットやテレビ電話等での質問も受け付けます。  ※その他メール等での質問も受け付けます。

2022 有機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・概要説明

オリエンテーションおよび  本講義の概要説明および各章の概要説明

講義

【予習】シラバス熟読。教科書第1章～3章を復習しながら、第
4～６章を読んでおく。  【復習】各章の概要の把握および講義
に合わせた自学スケジュールの構築。

60

オンデマンド

テーマ

内容

2回

アルケンとアルキン（演習１）

第４章4・1～4・3節  HXの付加反応、Markovnikov則、カルボカチオンの
構造と安定性に関する解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書4･1～4･3節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

3回

アルケンとアルキン（演習２）

第４章4･4～4･6節  水の付加反応、ハロゲンの付加反応、水素の付加反応
に関する解説  、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書4･4～4･6節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

4回

アルケンとアルキン（演習３）

第４章4･7～4･9節  酸化反応、ラジカル付加反応、共役ジエンの反応に関
する解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書4･7～4･9節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

5回

アルケンとアルキン（演習４）

第４章4･10～4･12節  アリル型カルボカチオンの安定性、共鳴、アルキン
の反応に関する解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書4･10～4･12節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

6回

芳香族化合物（１）

第５章5･1～5･3節  ベンゼンの構造，共鳴、命名法について解説、ワークシ
ートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書5･1～5･3節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

7回

芳香族化合物（２）

第５章5･4～5･6節  芳香族求電子置換反応（臭素化、その他の反応、Frie
del-Crafts反応）について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書5･4～5・6節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

8回

芳香族化合物（３）

第５章5･7～5･9節  芳香族求電子置換反応（置換基効果）、酸化と還元に
ついて解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書5･7～5･9節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

9回

芳香族化合物（４）

第５章5･10～5･11節  非ベンゼン環および多環式化合物の芳香族性、有
機合成（官能基変換）について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書5･10～5･11節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

10回

立体化学（１）

第６章6･1～6･3節  立体化学、キラリティー、光学活性について解説、ワー
クシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書6･1～6･3節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

2022 有機化学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

立体化学（２）

第６章6･4～6･6節  比旋光度、鏡像異性体、立体配置表示法について解
説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書6･4～6･6節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

12回

立体化学（３）

第６章6･7～6･9節  ジアステレオマー、メソ化合物、3個以上の立体中心を
もつ化合物について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書6･7～6･9節を読み、該当するワークシートの
問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内容
の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

13回

立体化学（４）

第６章6･10～6･12節  キラルな環境、異性現象の要約、自然界におけるキ
ラリティ―について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書6･10～6･12節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

14回

復習と演習（１）

芳香族化合物に関する復習と演習問題の演習・解説

講義  演習

【予習】教科書5章の復習、該当するワークシートの復習及び
教科書の問題を解いてみる。  【復習】演習問題の解答完成と
内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

15回

復習と演習（２）およびまとめ

立体化学に関する復習と演習問題の演習・解説、  さらに、総評を行う。

講義  演習

【予習】教科書6章の復習、該当するワークシートの復習及び
教科書の問題を解いてみる。  【復習】演習問題の解答完成と
内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

16回

定期テスト

定期テスト  全範囲を対象とする理解度確認のためのテスト

演習

【予習】教科書4～6章の復習、ノートの復習、ワークシートの
復習

120

対面

2022 有機化学◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

応用物理化学（２ナ）

Applied Physical Chemistry

2622001

後期

kusakabe@nano.sojo-u.ac.jp

N406　　　　　

草壁克己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 0 0 0 10 0 100

基礎物理化学および物理化学で学習した内容を深く理解することを目的とすると同時に、SDGs(持続可能な目標)と関
連するエネルギー及び環境について、物理化学的見地から学修を行う。対面授業では物理化学の復習を行い、それを基
盤とした応用物理化学の内容を講義した後、これらを複合した演習問題をグループで協議しながら問題を解決する。基
礎物理化学や物理化学では不足したエネルギー化学、環境化学などSDGｓに関係するトピックスについても学ぶ。各授
業では授業内容に即した課題(小テストあるいは研究調査）を毎回行う。   これからあらゆる分野の企業で働く学生にと
って、正確なSDGｓに関する知識を身に着けることが必要不可欠である。  中間試験、定期試験あるいは授業で行う小テ
ストは次回講義でフィードバックする。

触媒化学　講談社　田中康裕ら　 978-4061568112

　　　 

応用物理化学の内容を理解し、ノートにまとめることができる。

昼休み

熱力学　エネルギー化学　環境化学　SDGs　　　　　　　　

卒業研究に関連する

対面授業

応用物理化学（２ナ）2022

2

2

選択

授業の中で指示する。　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 応用物理化学（２ナ）

定期試験、中間試験の点数をそれぞれ30点満点で評価する。授業の区切りで行う課題(小テスト)を行
い、これを30点満点で評価する。これにポートフォリオの点数を加点して評価する。

172

予備知識として基礎物理化学、物理化学を理解すること

基礎物理化学および物理化学で残された学問領域をカバーし、環境工学、エネルギー工学の分野で有
用な知識を習得する。これにより学科DPである問題解決能力が身につく、また物理化学学習の専門能
力が格段に向上する。



学修上の
注意

(SBOs)

物理化学の習熟度により授業内容を一部変更することがある。

2022 応用物理化学（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業の説明  SDGsの基礎

シラバスの説明  SDGsについての基礎知識を学ぶ

講義

SDGsについて復習する

45

テーマ

内容

2回

エネルギー基礎

エネルギーの定義と力学的エネルギー及び電気エネルギーにおける単位変
換について学ぶ

講義

電気の基礎知識

45

テーマ

内容

3回

エネルギー変換とエネルギー効率

敬帝別のエネルギーを概説し、エネルギー変換と変換効率について学ぶ

講義

カルノーサイクルについて学ぶ

45

テーマ

内容

4回

熱力学基礎

有効エンタルピーについて学ぶ

講義

熱力学のエンタルピーについて予習する

45

テーマ

内容

5回

1次及び2次エネルギー

2次エネルギーである電気エネルギについて学ぶ

講義

電力について予習する

45

テーマ

内容

6回

水素エネルギー

エネルギー産業で脚光を浴びる水素の特徴を学ぶ

講義

水素の製造法について予習する。

45

テーマ

内容

7回

再生可能エネルギー

太陽エネルギーについて学ぶ

講義

電磁波について予習する

45

テーマ

内容

8回

中間試験

エネルギーに関する試験

試験

試験勉強

45

テーマ

内容

9回

地球温暖化

地球温暖化の気候を学ぶ

講義

CO2の赤外線吸収について学ぶ

45

テーマ

内容

10回

脱炭素社会

脱炭素社会の概念を学ぶ

講義

化石燃料について予習する。

45

2022 応用物理化学（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

環境とエネルギー

環境浄化に必要なエネルギーについて学ぶ

講義

リサイクルについて学ぶ

45

テーマ

内容

12回

陸圏における環境問題

リサイクルの本質を理解する

講義

海洋プラスチックについて学ぶ

45

テーマ

内容

13回

水圏における環境問題

水の浄化法について学ぶ

講義

蒸発と膜について予習する。

45

テーマ

内容

14回

水資源問題を学ぶ

世界的な水不足に関する知識を学ぶ

講義

砂漠について予習する。

45

テーマ

内容

15回

定期試験

環境に関する試験

試験

試験勉強

45

2022 応用物理化学（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

分子生物学Ⅱ（２ナ）

Molecular biology II

2622201

後期

stamaru@nano.sojo-u.ac.jp

N601　　　　　

田丸俊一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

40 40 0 10 0 0 10 0 100

生命現象は、多種多様な生体分子が、それぞれに与えられた高い機能性を発揮することによって、維持されています。生
命現象を理解するためには、まず様々な生体分子の特徴・性質を 正しく理解することが重要です。また、生体エネルギー
は食物から摂取されますが、この過程は精密に制御された複雑な連続的化学反応によって達成されています。さらに、生
命が恒常的に活動するためには、内外の環境に応じて生命現象を引き起こして、必要な活動・行動を取ることが不可欠
となります。この様な過程は内分泌系や神経系によって司られています。本講義では、これまでに学んだタンパク質や核
酸に加えて、糖類・脂質類の特徴・性質について、その基礎を学び、生命現象を分子レベルの化学として理解する事が出
来る力を身に付けることを目指します。さらにそれらの知識を元に、生体内エネルギーの貯蔵・輸送・発生と生体内の情
報伝達について学びます。  化学の知識に基づいて、生命や環境を理解することで、医薬や化粧品に関連する事象を正
確に理解し、発展的に考察を進めることが出来る様になります。また、環境保全に関しても極めて有用な知識と思考力を
磨くことに繋がるので、持続的社会の実現に貢献する力量を培うことが出来ます。  必要に応じて課題が課されますが、
その内容については課題提出後に振り返りを行います。試験内容に関しても、試験後の振り返り学習を行います。

生化学　東京化学同人　Lubert Stryer　 4-8079-0581-3

　　　 

糖類と脂質類の構造と特徴について説明することができる。

生体内で進行する化学反応と生体エネルギーの利用について説明することができる。

神経系や内分泌系で行われる生体内の情報伝達について説明することができる。

火曜5限目

代謝　生体エネルギー　神経系　内分泌系　　化粧品　　　　　　

化学Ⅰ・化学Ⅱ・基礎環境生物
科学・分子生物学Ⅰ

対面授業

分子生物学Ⅱ（２ナ）2022

2

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・生物学

生物有機化学 生化学編 第8版　丸善出版　John McMurry　　978-4-621-08771-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 分子生物学Ⅱ（２ナ）

中間試験および期末試験の結果を計80点満点に換算して評価し、更にレポート（課題）など就学姿勢
に関する状態を参考に10点満点に換算して評価します。ポートフォリオの記入内容を10点満点で評価
し、これらの計100点で最終成績を判定します。

177

予備知識として1年時科目である化学Ⅰ・化学Ⅱ・基礎環境生物学、2年前期の分子生物学Iで学んだ
内容を良く理解しておく必要があります。

本講義の内容は、将来食品や医薬、化粧品、環境保全などの生物や環境が関わる分野において、化学
的および生物学的知識の双方を応用しながら、あらゆる問題を解決したり、全く新しい視点から研究開
発を進めたりする力の源となるものです。



学修上の
注意

(SBOs)

教科書と教員が配布する教材を元に講義を行い、可能な限り演習・対話により理解の確認を行います。授業中の私語、特
別な理由のない遅刻や欠席は認めません。各授業は前回の授業内容を復習しておくことがそのまま予習となります。よっ
て、復習のために週2時間程度の自習が望まれます。レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょ
うせつ）を行うことは、不正行為とみなされます。  本講義は、対面講義を基本としますが、感染症拡大などの事態によって
、オンラインでの遠隔授業による開講もあり得ます。その場合でも、本講義は時間割通りの時間にリアルタイムで開講しま
す。WebClassなどを活用して、対面講義と同等の内容の講義動画を講義時間内に視聴することで受講し、さらにリアル
タイムの質疑応答により理解を深めてもらいます。オンライン講義実施の際には、各学生の大学メールや講義WebClass
を使って詳細をお知らせしますので、メールおよびWebClassは平時から常に確認するように心がけて下さい。

2022 分子生物学Ⅱ（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

講義概要・これまでの学習の振り返り・炭水化物と単
糖

講義の全体像を概説し、2年までに学んだ知識の振り返りを行いつつ、本講
義内容を理解する上で必要な基礎知識の再確認を行う。さらに、炭水化物と
糖類について基礎を学ぶ。単糖類について構造的特徴を理解する。（教科書
，P.82-94) 講義・SGD

予習：化学Iや基礎有機化学・基礎環境生物学・分子生物学
Iで学んだ内容を全体的に振り返る。教科書の所定の範囲を
読み、出来るだけ自力で理解する。疑問点をノートにまとめ、
授業に備える。  復習：授業で紹介された内容を振り返り、糖
の構造を理解し正確に図示できるようにする。さらに、糖の反
応性を再確認する。教科書の所定の範囲にある問題と章末
問題を解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

2回

単糖類の反応性

炭水化物と糖類について基礎を学ぶ。単糖類について生化学的機能と化学
反応性を理解する。（教科書，P.94-100)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：授業で紹
介された内容を振り返り、糖の反応性を再確認する。教科書
の所定の範囲にある問題と章末問題を解き、理解度を確認
する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

3回

オリゴ糖・多糖

数個の単糖が結合したオリゴ糖について、その構造的特徴を二糖を中心に
学ぶ。さらに、数多くの単糖が結合した多糖についてその構造的特徴と生化
学的機能を学ぶ。（教科書，P.101-109)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：授業で紹
介された内容を振り返り、糖の連結様式を理解し、オリゴ糖・
多糖の生体内での役割を再確認する。教科書の所定の範囲
にある問題と章末問題を解き、理解度を確認する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

4回

脂質の構造と分類

様々な脂質成分をの構造と、分類を学ぶ。さらに、脂肪酸とそのエステルにつ
いて学び、基本的な脂質の構造の理解を深める。（教科書，P174-182）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：代表的な
脂質の分類と脂肪酸、およびそのエステルの構造を理解し、
図示できるようにする。

１２０

対面授業

テーマ

内容

5回

油脂・リン脂質・糖脂質

油脂・リン脂質・糖脂質について、その特徴と生化学的役割について学習す
る。（教科書，P183-190）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：油脂・リン
脂質・糖脂質の骨格と機能について説明できるようにする。

１２０

対面授業

テーマ

内容

6回

ステロール・細胞膜

ステロールについて、その特徴と生化学的役割について学習する。さらに、
脂質によって構築される細胞膜の構造と機能について理解する。（教科書，
P191-198）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：ステロール
の骨格と機能および細胞膜の構成と構造、および機能につい
て説明できるようにする。

１２０

対面授業

テーマ

内容

7回

中間試験と振り返り

ここまで学んだ内容に関する試験を行う。さらに、試験後その内容の解説を
行い、知識の確認と定着を行う。

テスト・講義

予習：学習した範囲の練習問題と宿題を中心に、ここまでに
学んだ内容を再確認し、理解が不足してい部分を補う。  復習
：テスト問題と、自身の回答を比較しつつ、ここまでに学んだ
内容をしっかりと身に付ける。

１２０

対面授業

テーマ

内容

8回

代謝と生命エネルギー

代謝と生命エネルギー獲得のための概要を知り、その詳細を理解する為に
必要な基礎知識を学ぶ。（教科書，P116-132）

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：授業で紹
介された内容を振り返り、代謝と生命エネルギーに関する全
体像を確実に把握する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

9回

クエン酸回路

代謝の中心過程であるクエン酸回路について，化学反応の詳細とエネルギ
ー取り出しの過程を理解する。（教科書，P133-138)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：クエン酸回
路での分子変換を完全に書けるようにする。どのようにエネル
ギーが取り出されているか、理解する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

10回

電子伝達系・酸化的リン酸化

クエン酸回路によって取り出したエネルギーをATPに蓄積する過程について
理解する。（教科書，P138-142)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：電子伝達
系と酸化的リン酸化について、各段階をを正確に説明できる
ようにする。

１２０

対面授業

2022 分子生物学Ⅱ（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

シグナル伝達概論

生命の恒常性を保つ機構としてのシグナル伝達とシグナル分子について、
その全体を俯瞰的に学ぶ。（教科書，P296-298)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：生命の恒
常性を理解し、その維持のために行われている生命現象の全
体像を確実に把握する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

12回

内分泌系

内分泌系が司るシグナル伝達の作用機序について、具体的例を見ながら詳
細に学ぶ。（教科書，P298-307)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：内分泌系
について、ホルモンの違いに起因する、数種類の作用機序を
全て正確に理解する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

13回

神経系

神経系が司るシグナル伝達の作用機序について、具体的例を見ながら詳細
に学ぶ。（教科書，P308-312)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：神経伝達
物質を介した細胞間のシグナル伝達と、その時細胞内で進
行する生命現象を正確に理解する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

14回

シグナル伝達と薬剤

シグナル伝達系の異常が引き起こす疾病について学び、これを誘起あるい
は沈静化する薬剤の特徴について理解する。（教科書，312-316)

講義・SGD

予習：教科書の所定の範囲を読み、出来るだけ自力で理解す
る。疑問点をノートにまとめ、授業に備える。  復習：シグナル
伝達系と疾病の関係をその発現原理から理解する。また、薬
剤がシグナル伝達系に与える影響を理解する。

１２０

対面授業

テーマ

内容

15回

期末試験と振り返り

第9-
15回までに学んだ内容に関する試験を行う。さらに、試験後その内容の解
説を行い、知識の確認と定着を行う。

テスト・講義

予習：学習した範囲の練習問題と宿題を中心に、ここまでに
学んだ内容を再確認し、理解が不足してい部分を補う。  復習
：テスト問題と、自身の回答を比較しつつ、ここまでに学んだ
内容をしっかりと身に付ける。

１２０

対面授業
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

高分子科学◎（２ナ）

Polymer science

2622301

後期

keitak@nano.sojo-u.ac.jp

N701　　　　　

黒岩 敬太　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 20 10 0 0 10 0 100

高分子化合物は、 日常生活において満ち溢れている物質で、しかも地球上のあらゆる材料に密接に関係する物質であ
る。本講義では、基礎高分子科学で学んだ合成高分子化合物の技術を発展させ、高分子化合物の多様性、機能創成な
どの視点から学ぶ。まず、高分子合成反応を受けて高分子の修飾反応について学ぶ。また、高分子の物性、相転移、構造
について高分子を概説する。さらに、合成繊維やプラスチック、天然高分子化合物などの機能性高分子を広く取り上げ、
未来技術と高分子物性との関わりについて理解を深める。試験・小テストの振り返り（フィードバック）は模範解答を解説
したり、配布したりする。

基礎からわかる高分子材料　森北出版　井上和人、清水秀信、岡部勝　 978-4-627-24581-5

高分子の化学　三共出版　北野博巳 功刀 滋 編著　 978-4782705445

高分子化合物の定義（分子量、粘性など）を理解することができる。

合成高分子化合物に関する様々な反応（ラジカル重合、アニオン重合、カチオン重合、配位（アニオン）重合、開環重合、重縮合、
重付加、付加縮合など）を把握することができる.

プラスチック、合成繊維、天然高分子化合物の大きさ、構造、性質（架橋構造、分解反応、光反応、電気反応など）を理論的に理
解することができる。

月曜5限

高分子化合物　プラスチック　合成高分子化合物　合成繊維　　天然高分子化合物　　　　　　

基礎高分子科学  機能性高分子
科学  素材科学実験III（高分子
科学）

対面講義

高分子科学◎（２ナ）2022

2

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

ベーシックマスター高分子化学　オーム社　西久保忠臣　　978-4-274-21000-6
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 高分子科学◎（２ナ）

毎回講義後に行う小テストにより理解度を見る。（10点）  また数回に1回の割合でレポート課題を課し、
ICT調査能力と課題解決能力を見る。(10点）  さらに、中間テスト、定期テストによって総合的な学習到
達度を判断する。（中間試験30点、期末試験30点）。試験の振り返りは模範解答を解説したり、配布し
たりする。  最後に、ポートフォリオによる学習到達度の振り返りを行う（10点）

182

基礎科目として、基礎高分子科学、基礎有機化学、連携科目として、有機化学、次につながる発展科目
として、機能性高分子科学、分子生物学I、IIが関連している。

・社会人として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観を高分子化合物から身につける。  ・ナノサイエ
ンス分野において応用力を有する専門家になるために、高分子化合物の基礎と高分子材料開発能力
を身につける。  ・社会の多種多様な問題を解決するために、高分子化合物の分野に必要な課題発見・
問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

基礎高分子科学の知識を習得していることが必要である。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょ
うせつ）は不正行為とみなす。  講義に関する質問・相談等は、学科で掲示しているオフィスアワーなどを積極的に利用し
てください。  オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合はN701にて対応します。  オフィスアワーにTeams のチ
ャットやテレビ電話等での質問も受け付けます。  ※その他メール等での質問も受け付けます。

2022 高分子科学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

日常生活における高分子化合物

日常生活における高分子化合物とのかかわりを概説し、その内容について
小テストする。

講義＋小テス
ト

日常生活における高分子の復習  高分子の架橋反応につい
て予習

90

対面授業

テーマ

内容

2回

高分子化合物の架橋反応

ゴムの架橋反応、エポキシ等のプラスチック材料の架橋反応、水架橋反応
を概説し、その内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子の架橋反応の復習  高分子の光化学反応について予
習

90

対面授業

テーマ

内容

3回

高分子化合物の光化学反応

光架橋反応、光分解反応を概説し、その内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子の光化学反応の復習  電子線照射による反応、高分
子の電気化学反応について予習

90

対面授業

テーマ

内容

4回

電子線照射による反応、高分子化合物の電気化学
反応

電子線、電気化学による高分子の反応を概説し、その内容について小テスト
する。

講義＋小テス
ト

電子線照射による反応、高分子の電気化学反応の復習  高
分子鎖の大きさについて予習

90

対面授業

テーマ

内容

5回

高分子化合物の大きさ

平均的な大きさの定義、高分子鎖モデルと実在鎖について概説し、その内
容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子鎖の大きさの復習  高分子溶液の性質、平均分子量
とその測定法について予習

90

対面授業

テーマ

内容

6回

高分子化合物溶液の性質、平均分子量とその測定
法

溶液の熱力学、相変化と相平衡、平均分子量と分子量分布、測定方法につ
いて概説し、その内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子溶液の性質、平均分子量とその測定法の復習  高分
子鎖の凝集構造について予習

90

対面授業

テーマ

内容

7回

高分子化合物の凝集構造

凝集構造の定義を概説し、その内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子鎖の凝集構造の復習  高分子の物性について総復習
し中間試験に備える

90

対面授業

テーマ

内容

8回

中間評価

高分子の物性についてこれまでのまとめを行い、中間試験を行う。

講義＋中間試
験

高分子の物性について総復習  結晶性高分子と無定形高分
子について予習

90

対面授業

テーマ

内容

9回

結晶性高分子化合物と無定形高分子化合物

結晶性高分子、無定形高分子について概説し、その内容について小テスト
する。

講義＋小テス
ト

結晶性高分子と無定形高分子について復習  高分子のガラ
ス転移について予習

90

対面授業

テーマ

内容

10回

高分子化合物のガラス転移

ゴム状態とガラス状態、ガラス転移温度の解釈、ガラス状態の本質について
概説し、その内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子のガラス転移について復習  高分子の結晶について
予習

90

対面授業

2022 高分子科学◎（２ナ）

184



回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

高分子化合物の結晶

プラスチックや合成繊維、天然高分子化合物等の高分子化合物の結晶構
造の確認、結晶化度の測定法、伸び切り鎖の高次構造について概説し、そ
の内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子の結晶について復習  高分子の非晶について予習

90

対面授業

テーマ

内容

12回

高分子化合物の非晶

プラスチックや合成繊維、天然高分子化合物の非晶鎖の結晶化、等温結晶
化の機構と生成速度、延伸による結晶配向について概説し、その内容につ
いて小テストする。

講義＋小テス
ト

高分子の非晶について復習  高分子固体の変形について予
習

90

対面授業

テーマ

内容

13回

高分子化合物固体の変形

応力-
ひずみ曲線、粘弾性、動的粘弾性について概説し、その内容について小テス
トする。

講義＋小テス
ト

高分子固体の変形について復習  自由体積について予習

90

対面授業

テーマ

内容

14回

高分子化合物の自由体積

自由体積の定義、高分子化合物表面のガラス転移温度と自由体積につい
て概説し、その内容について小テストする。

講義＋小テス
ト

自由体積について復習  高分子物性について総復習し期末
試験に備える

90

対面授業

テーマ

内容

15回

期末評価

高分子化合物の物性についてこれまでのまとめを行い、期末試験を行う。

講義＋期末試
験

高分子物性について総復習  これまでの振り返りについて予
習

90

対面授業

2022 高分子科学◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎プロセス工学（２ナ）

Basic Process Engineering

2622401

後期

sakoguti@nano.sojo-u.ac.jp

N306　　　　　

迫口明浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 100

 機能物質およびエネルギーは、物理現象と化学現象とを利用して生産されている。合理的な物質エネルギー生産を行う
ために、自然科学を応用し、環境保全型の化学プロセスの設計・操作法についての方法論を提供するのがプロセス工学
である。プロセス工学を理解するには、その構成要素であるユニット（単位操作）の理解が必要である。「基礎プロセス工
学」では、高校レベルの物理と化学を利用して、物質、熱および運動量の移動現象を利用した各単位操作について概説
する。   将来、物理および化学現象を制御した「ものづくり」分野で活躍できる技術者になることを目指す学生にとって、「
基礎プロセス工学」は必要不可欠な基礎知識を提供する。また、授業を通してプロセス工学に関する様々な課題に対応
できる基礎能力とともに、物理および化学現象を定量的にとらえる汎用的解析能力を養成する。   上述した能力を確実
に身に着けるために、課題のレポートに対する講評を、各レポートの提出期限の後の授業で行い、学生へフィードバックす
る。

標準化学工学　化学同人　松本道明ら　 4-7598-1073-0

ベーシック化学工学　化学同人　橋本健治　 4-7598-1067-6

移動現象（物質、熱および運動量）の要点について説明することができる。

代表的な単位操作および紛体工学の要点について説明することができる。

化学プロセスの特徴の要点について説明することができる。

火曜日５時限。可能な限り、メー
ルで予約すること。

化工物性　物質・エネルギー収支　移動現象(流動, 伝熱, 物質移動）　単位操作　　紛体工学　　
　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、
化学Ⅱ、化学Ⅱ演習、バイオ・化
学系の基礎数理Ⅰ、         バイ
オ・化学系の基礎数理Ⅱ    発展
科目：プロセス工学、分離科学工
学、先端化学実習ⅢおよびⅣ、卒
業研究

対面授業

基礎プロセス工学（２ナ）2022

2

2

選択

はじめて学ぶ化学工学　丸善　草壁克己ら　　978-4-621-0873-4

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

基礎からの化学工学　東京化学同人　平田雄志ら　 978-4-8079-0652-9

工学のための物理化学　朝倉書店　荒井康彦、迫口明浩ら　 4-2542-5019-3
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 基礎プロセス工学（２ナ）

１）レポート   授業の中で指示する教科書、参考書またはインターネット上の情報を参考にして「課題①
～⑥」（各課題の配点10点）および「まとめの課題①～②」（各課題の配点15点）に取り組み、それぞれ
の答案を提出する。10点×6 + 15点×2＝90点  ２）ポートフォリオ   授業の取り組み、到達度目標の
達成度を学生が自己評価する。10点

187

化学（相平衡、熱力学など）、物理学（力学など）および数学（微積分など）に関する基礎知識について、
関連科目の中の基礎科目で学習した内容を基に復習しておくことが望ましい。

ナノサイエンス学科の１つのディプロマ・ポリシー：   「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門
家になるために必要な汎用的基礎力と専門能力」  を身に付けることに関連した科目である。   この科
目を修得することで、将来、化学を基礎とした専門的能力が必要とされる分野（モノづくり、環境分析・
保全、医療、科学教育など）において、化学工学的な考え方を有する高度な研究者・技術者として活躍
することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

 レポート等の提出物のコピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなす。   他の注意事項については、授
業の中で指示する。

2022 基礎プロセス工学（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

１）オリエンテーション  ２）基礎プロセス工学とは

１）シラバスの説明  ２）プロセス工学の概要、化学工業、化学プロセス、単位
操作の説明。

講義

【予習】印刷したシラバスを授業ノートに貼り、シラバスを読ん
でおく。  【復習】今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業
ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

2回

１）単位  ２）収支  ３）プロセス工学における微分現象

１）単位と次元  ２）物質収支とエネルギー収支  ３）微分と積分  ４）微分方程
式  ５）微分方程式による自然現象の記述

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題①（範囲：第1～2回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題①についてレポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

3回

流体の流れ

１）課題①の解説  ２）層流、乱流、レイノルズ数。  ３）粘性、運動量。

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

4回

流体輸送

１）流れと圧力の関係、ハーゲン・ポアズイユの式。  ２）流れ系のエネルギー
収支、ファニングの式、摩擦係数。

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題②（範囲：第3～4回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題②についてレポートを作成し、次回の授業ま
でに提出する。 90

テーマ

内容

5回

熱エネルギーの流れ

１）課題②の解説  ２）熱と温度  ３）伝導伝熱、対流伝熱、放射伝熱。

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

6回

熱交換

熱交換器の基本設計

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題③（範囲：第5～6回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題③についてレポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

7回

１）気体の化学  ２）物質の三態と相変化

１）課題③の解説  ２）状態方程式、分圧と全圧。  ３）状態図、蒸気圧曲線。

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

8回

蒸留操作

１）相図  ２）単蒸留

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題④（範囲：第7～8回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題④についてレポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

9回

物質の移動

１）課題④の解説  ２）分子拡散  ３）移動現象論

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

10回

界面を横切る分子の移動

１）ガス吸収  ２）二重境膜説

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

物質とエネルギーの同時移動

１）湿度  ２）乾湿温度計  ３）調湿、乾燥。

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題⑤（範囲：第9～11回
の授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題⑤についてレポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

12回

紛体工学の基礎

１）課題⑤の解説  ２）粉粒体の特性、粒子径、粒子径分布、粒子終端速度。 
 ３）集塵

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題⑥（範囲：第12回の授
業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復習】
１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめ
る。  ２）課題⑥についてレポートを作成し、指定された期限ま
でに提出する。 90

テーマ

内容

13回

授業のまとめ（第1回）

１）課題⑥の解説  ２）化学工学の体系（まとめの課題①）

講義  演習

【予習】前回の授業で出題された「まとめの課題①」について
調査する。  【復習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を
授業ノートにまとめる。  ２）まとめの課題①について調査し、そ
の結果を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

14回

授業のまとめ（第2回）

１）まとめの課題①の解説  ２）環境問題への化学工学の貢献（まとめの課題
②）

講義  演習  S
GD

【予習】前回の授業で出題された「まとめの課題②」について
調査する。  【復習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を
授業ノートにまとめる。  ２）まとめの課題①の解説をもとに、グ
ループディスカッションの結果とともに、レポートを作成し、指
定された期限までに提出する。 90

テーマ

内容

15回

１）総評  ２）学生による授業の振り返り

１）教員による授業全体のまとめ（まとめの課題②の解説）  ２）シラバス記載
の「学生の到達度目標」に関する学生による自己評価  ３）授業アンケート

講義  演習  S
GD

【予習】シラバス、とくに「学生の到達度目標」を読んでおく。  
【復習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノート
にまとめる。  ２）まとめの課題②の解説をもとに、グループディ
スカッションの結果とともに、レポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

環境物質科学◎（２ナ）

Environmental materials science

2622501

後期

ikenaga@nano.sojo-u.ac.jp

N506　　　　　

池永 和敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10 25 0 40 0 15 10 0 100

 生活の中には科学物質があふれ、必要不可欠な材料の一つになっているが、そのため科学物質が原因 となる環境ホ
ルモンの増大が指摘され始めた。これらの要因は無秩序に拡散された科学物質が問題であり、逆にかけがえのない地
球の資源として理解すれば解決できると考える。本講義においてはこれらの諸問題を体系化して科学物質と生活環境
の係わり合いについて、製品一使用一廃棄一再利用（リサイクル）の観点から概説する。そこでこの授業では一層の理
解を深めるために、リサイクルの実際の方法や実例についてビデオ、回覧サンプルなどを通して視覚的に理解し、リサイ
クル可能な社会（循環型社会）を作り上げるための知識や情報を収集（ホームページ検索）しながら進める。また、環境関
連施設の見学を計画している。   提出するレポートは、講義の内容について、受講者の意見を800字前後にまとめる事に
なっているが、例年不十分な書き方が多く見られる。論理的な文章を書くことができるように、レポートの添削を実施する
予定で、これを講義フィードバックとする。

環境問題はなぜウソがまかり通るのか　洋泉社　武田邦彦　 978-4862481221

環境問題はなぜウソがまかり通るのか2　洋泉社　武田邦彦　 978-486248182

科学物質について省資源、環境問題、リサイクルの理解度の変化について受講前後での比較ができる。

講義の予習復習の状況とレポートの提出数による成績予想ができる。

水５

地球温暖化の防止　資源循環リサイクル　廃棄物の有効利用　循環型社会の構築　　資源とエネ
ルギー問題　　　　　　

基礎科目：化学I、化学Ⅱ、化学I
演習、化学Ⅱ演習、ナノサイエン
ス入門  連携科目：基礎化学実
験II  発展科目：産業と生活環境
科学、ナノサイエンス演習、卒業
研究

対面授業

環境物質科学◎（２ナ）2022

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

講義のときに配布する担当者作成のプリント　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

沈黙の春　新潮社　レイチェル・カーソン　 978-4102074015

最新の海洋生分解性プラスチックの研究開発動向　テクノシステム　海洋生分解性プラスチック技術編集委員会　 978-4-924728-87-5 C3050
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 環境物質科学◎（２ナ）

①定期試験・・・25点 50問の正誤問題：講義中の重要な内容の記述についての正誤判断を問う出題
形式。   ②中間試験・・・10点 ノート提出：講義実施の中間時期までの講義メモ（予習したことの記述、
講義中の内容の記述）を元に授業ノートを作成する。予習・復習しているかの確認のため、写真を取りポ
ートフォリオへ提出する。講義中の記述写しが少ない場合は、大きく減点する。  ③レポート提出・・・5点
x8=40点：12テーマ(環境施設見学も含む)の中から、8テーマについて、800字前後で、講義内容に 沿
った独自の感想や意見についてレポートにまとめてポートフォリオに提出する。単に調査内容は0点とな
るので注意すること。他人のレポート内容またはWeb上の記述からの単なるコピーは、提供者と使用者
の両者をカンニング（剽窃）とみなし、不合格とする。すべてのレポートを提出して満点の場合、60点とな
る。欠席のときのレポートは提出とは認められない。  ④作品・・・15点ノート提出：すべての講義終了後
に提出する。講義メモ（予習したことの記述、講義中の内容の記述）を元に授業ノートを作成する。予習・
復習しているかの確認のためノートを提出する。講義中の記述写しが少ない場合は、大きく減点する。  
⑤ポートフォリオ記入・・・10点 受講後のまとめとして、到達度目標の内容に沿って、２項目すべてにつ
いて、200-
250字で書くこと。他人の内容または単なるコピーは、提供者と使用者の両者をカンニング（剽窃）とみ
なし、不合格とする。  ①-
⑤のそれぞれの配点の50％未満のときは、追レポート提出が必要の場合または、不合格になる場合が
ある。

192

基礎的な科学、基礎的な政治経済、基礎的な歴史

本講義では、ナノサイエンス学科のDPの1つである「社会の多種多様な問題の解決」として、具体的に
「環境」に 焦点を絞り、将来、環境科学の基本的な知識を持って、様々な社会の問題解決が可能な人材
を育成する上で重要な事象１１テーマについて取り扱う。また、本講義の根底には、化学を基礎として、学
際的で高度な専門知識を修めるために、他分野、他学部との連携を強化して、ナノサイエンスに特化し
た教育研究を行う目的がある。近未来 の新産業の主軸となるナノテクノロシジーを担える幅広い専門
知識と技術者倫理観を兼ね備えた人材育成に資する科目となる講義内容へ、常に進化するように努め
る。



学修上の
注意

(SBOs)

①総合的な評価をするので、定期試験、中間試験、レポート提出、作品、ポートフォリオ記入のすべてをクリヤすることが、
単位成立の前提条件となるので、注意すること。  ②基本的に、レポートの提出が12テーマ中8テーマ以上であれば単位
成立とする。  ③出席率が2/3以上の場合を単位成立条件とする。  出席は講義への出席と講義メモの受講日内でのポ
ートフォリオへの提出で完成するので、講義メモ未提出の場合は、欠席としてカウントする。  ④講義中の居眠りは、大きく
減点する場合がある。  それぞれの配点の50％未満の場合は、追レポート提出が必要の場合または、不合格になる場合
がある。
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

講義の概要、評価方法、履修上の注意点、ポートフォリオの説明。講義概要
の導入的な講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：環境と物質の関係について調査する。  復習：講義内
容について、分からないところをインターネットで調査してノー
トに記載する。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

環境と廃棄物

「ビデオ①：ゴミと戦う賢者の知恵」を用いて環境と物質の係わり合いにつ
いての講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：ゴミ・廃棄物について調査する。  復習：講義内容につ
いて、インターネットで調査して、自分の意見をまとめ、レポー
ト01として作成してポートフォリオへ期限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

3回

地球環境と人工科学物質(1)オゾンホールI

「ビデオ②：オゾン層を見つめて」を用いてオゾン層の生成と破壊のメカニズ

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：オゾン層と破壊物質の関係について調査する。  復習：
講義内容について、インターネットで調査して、自分の意見を
まとめ、レポート作成の準備をする。

120

対面授業

テーマ

内容

4回

地球環境と人工科学物質(2) オゾンホールII)

オゾン層破壊の対策やフロンについての概説。オゾン層中のオゾンの分子
数についての計算問題について解説する。

講講義、映像
視聴、映像解
説、講義メモ

予習：前回の講義内容をふまえて、更にオゾン層破壊につい
て調査する。  復習：レポート02として作成してポートフォリオ
へ期限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

5回

人工科学物質の廃棄(1) ドイツ環境産業革命I

「ビデオ③：ドイツ環境産業革命-
包装法が社会を変える」を用いて日本とドイツの廃棄物に対する考え方の
違いについての講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：ドイツの廃棄物のリサイクルについて調査する。  復習：
講義内容について、インターネットで調査して、自分の意見を
まとめ、レポート作成の準備をする。

120

対面授業

テーマ

内容

6回

人工科学物質の廃棄(2) ドイツ環境産業革命II

ビデオ③も使用して、さらにドイツのDSDの歴史、仕組み及び役割について
解説する。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：前回の講義内容をふまえて、ドイツのDSDについて調
査する。  復習：レポート03として作成してポートフォリオへ期
限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

7回

人工科学物質の廃棄(3)施設見学I

環境関連施設（熊本市扇田環境センター）の見学（参加者のみレポート提
出。見学施設の都合により日程が移動することがある。また、移動等のため
に前後の時間を流用することがある。）

学外見学、見
学メモ

予習：廃棄物の最終処分場について調査する。  復習：見学
した内容について、インターネットで調査して、自分の意見を
まとめ、レポート04として作成してポートフォリオへ期限内に
提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

8回

人工科学物質の廃棄(4) ペットボトルのリサイクルI

「ビデオ④：サイエンスZEROPETボトルのリサイクル」を用いてペットボトル
のリサイクルについての講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：ペットボトルのリサイクルについて調査する。  復習：講
義内容について、インターネットで調査して、自分の意見をま
とめ、レポート05として作成してポートフォリオへ期限内に提
出する。

120

対面授業

テーマ

内容

9回

人工科学物質の廃棄(5) ペットボトルのリサイクルII
  中間試験：授業ノート提出

引き続き「ビデオ④：サイエンスZEROPETボトルのリサイクル」を用いてペ
ットボトルのリサイクルについての講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ  
中間試験

予習：ペットボトルのリサイクルについて調査する。  復習：講
義内容について、インターネットで調査して、自分の意見をま
とめ、レポート06として作成してポートフォリオへ期限内に提
出する。中間試験として授業ノートの写真をポートフォリオへ
期限内に提出する。 120

対面授業

テーマ

内容

10回

人工科学物質の廃棄(6)施設見学II

環境関連施設（エコポート九州）の見学（参加者のみレポート提出。見学施
設の都合により日程が移動することがある。また、移動等のために前後の時
間を流用することがある。）

学外見学、見
学メモ

予習：廃棄物の中間処理工場について調査する。  復習：見
学した内容について、インターネットで調査して、自分の意見
をまとめ、レポート07として作成してポートフォリオへ期限内
に提出する。

120

対面授業

2022 環境物質科学◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

天然資源と人工科学物質(1) 生分解性プラスチック

「ビデオ⑤：大地から生まれたプラスチック」を用いて生分解性プラスチック
についての講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：生分解性プラスチックの光と陰について調査する。  復
習：講義内容について、インターネットで調査して、自分の意
見をまとめ、レポート08として作成してポートフォリオへ期限
内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

12回

天然資源と人工科学物質(2) バナナペーパー

「ビデオ⑥：バナナペーパー」を用いて紙資源とリサイクルについての講義。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：紙資源とリサイクルについて調査する。  復習：講義内
容について、インターネットで調査して、自分の意見をまとめ、
レポート09として作成してポートフォリオへ期限内に提出する
。

120

対面授業

テーマ

内容

13回

人工科学物質の廃棄(7)施設見学III

環境関連施設（石坂グループ）の見学（参加者のみレポート提出。見学施設
の都合により日程が移動することがある。また、移動等のために前後の時間
を流用することがある。）

学外見学、見
学メモ

予習：廃棄物の中間処理工場につ  復習：見学した内容につ
いて、インターネットで調査して、自分の意見をまとめ、レポー
ト10として作成してポートフォリオへ期限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

14回

科学物質と地球環境(1) 環境ホルモンI  ポートフォ
リオの記入

「ビデオ⑦：それはDDTから始まった」を用いて環境ホルモンについての講
義。ポートフォリオ（学修到達度レポート）の記入方法の説明。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：環境と有害物質の関係について調査する。  復習：講
義内容について、インターネットで調査して、自分の意見をま
とめ、レポート11として作成してポートフォリオへ期限内に提
出する。

120

対面授業

テーマ

内容

15回

科学物質と地球環境(2) 環境ホルモンII

引き続きビデオ⑦を使用して、環境ホルモンの発生原因、環境への影響、毒
性及び対策についての概説。

講義、映像視
聴、映像解説
、講義メモ

予習：前回の講義内容をふまえて、環境ホルモンについて調
査する。  復習：講義内容について、インターネットで調査して
、自分の意見をまとめ、レポート12として作成してポートフォリ
オへ期限内に提出する。

120

対面授業

テーマ

内容

16回

定期試験

50問の正誤問題：講義中の重要な内容の記述についての正誤判断を問う
出題形式

定期試験

予習：定期試験対策として総復習する。  復習：総合的に振り
返る。

180

対面授業

2022 環境物質科学◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

先端化学実習ⅡＡ◎（２ナ）

Project study on advanced chemistry II

2622701

後期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N-501, N-601, N-606, N-701, N-706, N-801　　　　　

友重竜一（実務経験）　米村弘明　黒岩敬太　田丸俊一　　水城圭司　櫻木美菜　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 18 0 10 72 100

2年次から3年次にかけて連続開講されるプロジェクト科目「先端化学実習」では、化学研究を題材とした課題発見・課
題解決型の教育プログラムを段階的に配置することで、化学の知識と技術に基づいた技術者・研究者として社会に貢献
できる人物への成長を目標としている。これらの科目群が目指す教育目標は、化学に関連する学習・研究活動を通して
培った論理的思考力に基づいて、１）計画的に仕事に取り組み、着実に成果を収めることが出来る人物、２）独創的な成
果を収めることが出来る人物、を育成するものである。さらに、チームの一員として仕事に取り組み、１）より良い成果を収
めるグループとなるために貢献できる人物、２）グループでの取り組みを通して、他者から有益な要素を積極的に吸収出
来る人物への成長を促すものである。   以上の目標の下、先端化学実習IIでは、2年時前期に先端化学実習Iにて学習
した内容を活用して、学生自ら選択した先端化学に関連する特定の研究テーマについて、個々の実験成果を上げるため
に、実際に実施する実験方法を調査し計画を立案する。その計画に基づいて実験を実施し、その成果を口頭発表形式で
発表する。   発表後に振り返り（フォローアップ）を実施する。具体的には、発表内容に関して答えられなかった質問につ
いて、指導教員とのディスカッションやコメントを通じて、それら不足していた部分を理解につなげることで学生へのフィー
ドバックを行う。

　　　 

　　　 

仲間と協力し合いながら、実験計画を立案し、その計画に基づいて実験を実施することができる。

インターネット環境などを利用して、実験の実施のための情報を入手しまとめることができる。

調査結果をまとめ、相手にわかりやすく説明することができる。

火曜5限目

課題探求　課題解決　グループ学習　先端研究　　プレゼンテーション　　　　　　

2年前期までに開講されるすべて
の専門科目に関連します。また、
同時期に開講に開講される、「基
礎化学実験II」「無機化学」「有
機化学」「応用物理化学」「分子
生物学II」「高分子科学」「基礎
プロセス工学」「環境物質科学」
の授業内容と高い関連性があり
ます。

対面授業

先端化学実習ⅡＡ◎（２ナ）2022

2

2

必修

担当教員作成の参考資料　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 先端化学実習ⅡＡ◎（２ナ）

評価方法は、成果発表（＝口頭発表）の18に加えて、発表に至るまでの学習、すなわちグループ学習1
8、個人による調査活動18、資料作成18、理解しようとする姿勢（＝他班が発表する際の質疑応答なら
びに発表後のフォローアップにおける積極性）18で構成される7２を、「その他」で評価する。

197

友重竜一

2年前期までに学習する化学の基礎を理解しておく必要があります。さらに、調査および発表に必要は
パソコンスキルも必要となります。具体的には、Webを活用した各種検索法、パワーポイント・エクセル・
ワード・ChemDrawなど、資料作成に必要なアプリケーションを使用するための基本技術が求められま
す。これらの技術は、本講義の受講を通しても修得することができます。

自立型学習科目である先端化学実習では、課題発見・課題解決型のプロジェクト科目を通じて、技術者・研
究者として社会に貢献できる人物の育成を目指します。計画性や調査能力、情報を精査する力を育むことで
、独創的な思考力を生み出す土壌となります。また、グループワークを通してチームワークやリーダーシップな
どの育成も行います。   このプロジェクト科目を通じて、化学的知識を応用しながら、あらゆる問題を解決し
たり、全く新しい視点から研究開発を進めたりする力の源となるものです。  よって、当学科のDPである「社
会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身につけたもの。」「ナノサイエン
ス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」「社会人
として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観を身につけたもの。」のいずれにも該当する科目です。



学修上の
注意

(SBOs)

本講義は設定された時間数を必ず受講することが必要です。よって、病欠等で正規の授業を欠席した学生は、別途設け
られる補習日などを活用して欠席分を補う必要があります。講義に関する質問・相談などは、オフィスアワーや学科SALC
などを積極的に活用して下さい。発表資料の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは
、不正行為とみなされます。調査の結果得た情報の活用については、必ず担当教員の指示に従って下さい。

2022 先端化学実習ⅡＡ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス・研究紹介・課題決定

「ガイダンス」本講義の流れと諸注意。  「研究紹介」担当教員が、複数の研
究テーマを紹介する。先端化学実習Iの最終発表内容も参考にしつつ、学生
同士で話し合い、グループで実施する研究テーマを決定する。（２時間連続
の開講。） 講義,  AL,SGD

予習：シラバスを良く読み、不明な点などをノートにまとめてお
く。  復習：自分たちが実施する研究テーマについて各自事前
調査を行って理解を深めておく。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

研究調査１

「研究調査１」設定した研究テーマを「一つの業績」としてまとめるのに必要
なデータや情報を整理し、研究戦略を立てるために、同分野の他の研究例な
ど、参考になる情報を、各個人が収集する。調査した成果を持ち寄り、グルー
プ討論により大まかな研究実施計画を立案する。  研究実施計画の中から、
実際に実施する実験操作について具体的な計画を立てる。（２時間連続の
開講。）

AL

予習：研究テーマを調査した内容を元に研究の全体的な流
れを考え、ノートにまとめる。  復習：大まかな実験の流れを理
解するとともに、具体的に実施する実験をイメージできるまで
、できるだけ正確に把握する。

60

対面授業

テーマ

内容

3回

研究調査２

「研究調査２」引き続き、他の研究例などの参考になる情報を、各個人が収
集する。調査した成果を持ち寄り、グループ討論により研究実施計画を立案
する。  研究実施計画の中から、実際に実施する実験操作について具体的
な計画を立てる。（２時間連続の開講。） AL,SGD

予習：研究テーマを調査した内容を元に研究の全体的な流
れを考え、ノートにまとめる。  復習：ここまでの内容を最終発
表資料の形に整理する。大まかな実験の流れを理解するとと
もに、具体的に実施する実験をイメージできるまで、できるだ
け正確に把握する。 60

対面授業

テーマ

内容

4回

中間報告・実験計画立案

「中間報告」調査結果と実験計画を発表する。  「実験計画立案」指導教員
と討論し、計画の問題点を確認しそれを解消することで、具体的な実験実施
計画を完成させる。（２時間連続の開講。）

AL

予習：中間報告資料を完成させる。実施予定の実験について
、その適切さを理解し説明できるようにしてノートにまとめる  
復習：ここまでの内容を最終発表資料の形に整理する。完成
した実験実施計画を良く理解し、安全にかつ効率よく実験で
きるように整理する。 60

対面授業

テーマ

内容

5回

実験実施１

「実験実施１」前回までに立案した実験計画に基づいて、実験を実施し、その
内容を実験ノートに記録する。実施内容と得られた結果を整理して、考察す
る。これらを発表資料形式にまとめる。（２時間連続の開講。）

AL、実験

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験できるように整理してノートにまとめる。  復習：
実験結果について考察を深め、ここまでの内容を最終発表資
料の形に整理する。完成した実験実施計画を良く理解し、安
全にかつ効率よく実験できるように整理する。 60

対面授業

テーマ

内容

6回

実験実施２

「実験実施２」引き続き、実験計画に基づいて、実験を継続し、その内容を実
験ノートに記録する。前回の改善点がある場合は、それを加味した実験を実
施する。実施内容と得られた結果を整理して、考察する。これらを発表資料
形式にまとめる。（２時間連続の開講。） AL、実験

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験できるように整理してノートにまとめる。  復習：
実験結果について考察を深め、ここまでの内容を最終発表資
料の形に整理する。完成した実験実施計画を良く理解し、安
全にかつ効率よく実験できるように整理する。 60

対面授業

テーマ

内容

7回

発表資料作成・発表練習

「発表資料作成」最終成果発表に向けて、実験計画・実施内容・結果とその
考察をまとめ、発表資料の完成を目指す。最終発表を想定した発表練習を
行い、質疑応答などにも対応できる、より質の高いプレゼンテーションを仕上
げる。（２時間連続の開講。） AL、SGD

予習：最終発表を行うに当たって、不足する情報を調査し、ノ
ートにまとめる。分かり易い発表を行うことを意識した、発表内
容のイメージを固める。  復習：完成した最終発表資料を使っ
て、発表練習を行うと共に、質疑応答の対策をさらに進める。

60

対面授業

テーマ

内容

8回

成果発表・質疑応答・振り返り

「成果発表・質疑応答」グループの研究調査結果を、クラスの学生および全担当教員の
前で口頭発表し、質疑応答に答える。別グループの発表を聞き積極的に質問する事で議
論を進める。「成果発表・質疑応答」グループの研究調査結果を、クラスの学生および全
担当教員の前で口頭発表し、質疑応答に答える。別グループの発表を聞き積極的に質
問する事で議論を進める。発表終了後は、指導の教員とのディスカッションを交えて、理
解が不足していた箇所のフォローアップを行う。（１時間の開講。）

AL

予習：完成した最終発表資料を使って、発表練習を行うと共
に、質疑応答の対策をさらに進める。  復習：自分たちのグル
ープの発表を振り返り、自己評価する。また、他のグループの
発表内容を見直し、理解を進めることでより幅広い研究に触
れる。 60

対面授業

2022 先端化学実習ⅡＡ◎（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

先端化学実習ⅡＢ◎（２ナ）

Project study on advanced chemistry II

2622702

後期

tomosige@nano.sojo-u.ac.jp

N-501, N-601, N-606, N-701, N-706, N-801　　　　　

友重竜一（実務経験）　米村弘明　黒岩敬太　田丸俊一　　水城圭司　櫻木美菜　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 18 0 10 72 100

2年次から3年次にかけて連続開講されるプロジェクト科目「先端化学実習」では、化学研究を題材とした課題発見・課
題解決型の教育プログラムを段階的に配置することで、化学の知識と技術に基づいた技術者・研究者として社会に貢献
できる人物への成長を目標としている。これらの科目群が目指す教育目標は、化学に関連する学習・研究活動を通して
培った論理的思考力に基づいて、１）計画的に仕事に取り組み、着実に成果を収めることが出来る人物、２）独創的な成
果を収めることが出来る人物、を育成するものである。さらに、チームの一員として仕事に取り組み、１）より良い成果を収
めるグループとなるために貢献できる人物、２）グループでの取り組みを通して、他者から有益な要素を積極的に吸収出
来る人物への成長を促すものである。   以上の目標の下、先端化学実習IIでは、2年時前期に先端化学実習Iにて学習
した内容を活用して、学生自ら選択した先端化学に関連する特定の研究テーマについて、個々の実験成果を上げるため
に、実際に実施する実験方法を調査し計画を立案する。その計画に基づいて実験を実施し、その成果を口頭発表形式で
発表する。   発表後に振り返り（フォローアップ）を実施する。具体的には、発表内容に関して答えられなかった質問につ
いて、指導教員とのディスカッションやコメントを通じて、それら不足していた部分を理解につなげることで学生へのフィー
ドバックを行う。

　　　 

　　　 

仲間と協力し合いながら、実験計画を立案し、その計画に基づいて実験を実施することができる。

インターネット環境などを利用して、実験の実施のための情報を入手しまとめることができる。

調査結果をまとめ、相手にわかりやすく説明することができる。

火曜5限目

課題探求　課題解決　グループ学習　先端研究　　プレゼンテーション　　　　　　

2年前期までに開講されるすべて
の専門科目に関連します。また、
同時期に開講に開講される、「基
礎化学実験II」「無機化学」「有
機化学」「応用物理化学」「分子
生物学II」「高分子科学」「基礎
プロセス工学」「環境物質科学」
の授業内容と高い関連性があり
ます。

対面授業

先端化学実習ⅡＢ◎（２ナ）2022

2

2

必修

担当教員作成の参考資料　　　　
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2022 先端化学実習ⅡＢ◎（２ナ）

評価方法は、成果発表（＝口頭発表）の18に加えて、発表に至るまでの学習、すなわちグループ学習1
8、個人による調査活動18、資料作成18、理解しようとする姿勢（＝他班が発表する際の質疑応答なら
びに発表後のフォローアップにおける積極性）18で構成される7２を、「その他」で評価する。

201

友重竜一

2年前期までに学習する化学の基礎を理解しておく必要があります。さらに、調査および発表に必要は
パソコンスキルも必要となります。具体的には、Webを活用した各種検索法、パワーポイント・エクセル・
ワード・ChemDrawなど、資料作成に必要なアプリケーションを使用するための基本技術が求められま
す。これらの技術は、本講義の受講を通しても修得することができます。

自立型学習科目である先端化学実習では、課題発見・課題解決型のプロジェクト科目を通じて、技術者・研
究者として社会に貢献できる人物の育成を目指します。計画性や調査能力、情報を精査する力を育むことで
、独創的な思考力を生み出す土壌となります。また、グループワークを通してチームワークやリーダーシップな
どの育成も行います。   このプロジェクト科目を通じて、化学的知識を応用しながら、あらゆる問題を解決し
たり、全く新しい視点から研究開発を進めたりする力の源となるものです。  よって、当学科のDPである「社
会の多種多様な問題を解決するために必要な課題発見・問題解決能力を身につけたもの。」「ナノサイエン
ス分野において応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの。」「社会人
として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観を身につけたもの。」のいずれにも該当する科目です。



学修上の
注意

(SBOs)

本講義は設定された時間数を必ず受講することが必要です。よって、病欠等で正規の授業を欠席した学生は、別途設け
られる補習日などを活用して欠席分を補う必要があります。講義に関する質問・相談などは、オフィスアワーや学科SALC
などを積極的に活用して下さい。発表資料の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは
、不正行為とみなされます。調査の結果得た情報の活用については、必ず担当教員の指示に従って下さい。

2022 先端化学実習ⅡＢ◎（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス・研究紹介・課題決定

「ガイダンス」本講義の流れと諸注意。  「研究紹介」担当教員が、複数の研
究テーマを紹介する。先端化学実習Iの最終発表内容も参考にしつつ、学生
同士で話し合い、グループで実施する研究テーマを決定する。（２時間連続
の開講。） 講義,  AL,SGD

予習：シラバスを良く読み、不明な点などをノートにまとめてお
く。  復習：自分たちが実施する研究テーマについて各自事前
調査を行って理解を深めておく。

60

対面授業

テーマ

内容

2回

研究調査１

「研究調査１」設定した研究テーマを「一つの業績」としてまとめるのに必要
なデータや情報を整理し、研究戦略を立てるために、同分野の他の研究例な
ど、参考になる情報を、各個人が収集する。調査した成果を持ち寄り、グルー
プ討論により大まかな研究実施計画を立案する。  研究実施計画の中から、
実際に実施する実験操作について具体的な計画を立てる。（２時間連続の
開講。）

AL

予習：研究テーマを調査した内容を元に研究の全体的な流
れを考え、ノートにまとめる。  復習：大まかな実験の流れを理
解するとともに、具体的に実施する実験をイメージできるまで
、できるだけ正確に把握する。

60

対面授業

テーマ

内容

3回

研究調査２

「研究調査２」引き続き、他の研究例などの参考になる情報を、各個人が収
集する。調査した成果を持ち寄り、グループ討論により研究実施計画を立案
する。  研究実施計画の中から、実際に実施する実験操作について具体的
な計画を立てる。（２時間連続の開講。） AL,SGD

予習：研究テーマを調査した内容を元に研究の全体的な流
れを考え、ノートにまとめる。  復習：ここまでの内容を最終発
表資料の形に整理する。大まかな実験の流れを理解するとと
もに、具体的に実施する実験をイメージできるまで、できるだ
け正確に把握する。 60

対面授業

テーマ

内容

4回

中間報告・実験計画立案

「中間報告」調査結果と実験計画を発表する。  「実験計画立案」指導教員
と討論し、計画の問題点を確認しそれを解消することで、具体的な実験実施
計画を完成させる。（２時間連続の開講。）

AL

予習：中間報告資料を完成させる。実施予定の実験について
、その適切さを理解し説明できるようにしてノートにまとめる  
復習：ここまでの内容を最終発表資料の形に整理する。完成
した実験実施計画を良く理解し、安全にかつ効率よく実験で
きるように整理する。 60

対面授業

テーマ

内容

5回

実験実施１

「実験実施１」前回までに立案した実験計画に基づいて、実験を実施し、その
内容を実験ノートに記録する。実施内容と得られた結果を整理して、考察す
る。これらを発表資料形式にまとめる。（２時間連続の開講。）

AL、実験

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験できるように整理してノートにまとめる。  復習：
実験結果について考察を深め、ここまでの内容を最終発表資
料の形に整理する。完成した実験実施計画を良く理解し、安
全にかつ効率よく実験できるように整理する。 60

対面授業

テーマ

内容

6回

実験実施２

「実験実施２」引き続き、実験計画に基づいて、実験を継続し、その内容を実
験ノートに記録する。前回の改善点がある場合は、それを加味した実験を実
施する。実施内容と得られた結果を整理して、考察する。これらを発表資料
形式にまとめる。（２時間連続の開講。） AL、実験

予習：実際に実施する実験について理解を深め、安全にかつ
効率よく実験できるように整理してノートにまとめる。  復習：
実験結果について考察を深め、ここまでの内容を最終発表資
料の形に整理する。完成した実験実施計画を良く理解し、安
全にかつ効率よく実験できるように整理する。 60

対面授業

テーマ

内容

7回

発表資料作成・発表練習

「発表資料作成」最終成果発表に向けて、実験計画・実施内容・結果とその
考察をまとめ、発表資料の完成を目指す。最終発表を想定した発表練習を
行い、質疑応答などにも対応できる、より質の高いプレゼンテーションを仕上
げる。（２時間連続の開講。） AL、SGD

予習：最終発表を行うに当たって、不足する情報を調査し、ノ
ートにまとめる。分かり易い発表を行うことを意識した、発表内
容のイメージを固める。  復習：完成した最終発表資料を使っ
て、発表練習を行うと共に、質疑応答の対策をさらに進める。

60

対面授業

テーマ

内容

8回

成果発表・質疑応答・振り返り

「成果発表・質疑応答」グループの研究調査結果を、クラスの学生および全担当教員の
前で口頭発表し、質疑応答に答える。別グループの発表を聞き積極的に質問する事で議
論を進める。「成果発表・質疑応答」グループの研究調査結果を、クラスの学生および全
担当教員の前で口頭発表し、質疑応答に答える。別グループの発表を聞き積極的に質
問する事で議論を進める。発表終了後は、指導の教員とのディスカッションを交えて、理
解が不足していた箇所のフォローアップを行う。（１時間の開講。）

AL

予習：完成した最終発表資料を使って、発表練習を行うと共
に、質疑応答の対策をさらに進める。  復習：自分たちのグル
ープの発表を振り返り、自己評価する。また、他のグループの
発表内容を見直し、理解を進めることでより幅広い研究に触
れる。 60

対面授業

2022 先端化学実習ⅡＢ◎（２ナ）

203



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

分子デザイン学（３ナ）

Organic Molecular Design

2623001

後期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

Ｎ８０６　　　　　

八田 泰三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 0 40 0 0 10 10 100

 本学科の人材育成目標の一つは、工学系全分野のみならず薬学・生物・生命系分野において、物質を化学的に扱うこ
とができる技術者・研究者を輩出することである。物質は有機物質と無機物質に大別することができ、有機物質を扱う主
要な業種としては、化学、医薬、バイオ系企業に加え、半導体関連企業などがある。従って、将来これらの分野を目指す
学生にとって、有機化学関連科目は必要不可欠といえる。   新しい機能性分子を開発するためには、目的の機能を発現
するような形をした分子を描き（分子構造デザイン）、その設計図（合成ルート）を基に標的分子を組み上げていかねばな
らない。本講義では、有機合成化学の観点から、主として標的分子の合成ルートを考案するための基本的なアプローチ
のしかたを、これまでに習得した有機化学の基礎知識を基にして、演習を交えながら解説する。すなわち、有機化合物を
構造「官能基」の中でも特に反応性に富むカルボニル化合物群（カルボン酸とその誘導体）およびアミン類について焦
点を絞り、物性と反応性について分子の構造的特徴および有機電子論を基にして解説する。特に反応性については、有
機反応論の観点から求核アシル置換反応、α置換反応、カルボニル縮合反応などについて解説する。さらに、逆合成法
を学び、習得した反応を活用して目的化合物の分子設計ができるよう演習を通して応用力を身につける。なお、講義中の
テスト・レポートの結果は、適宜学生へフィードバックする。   本講義は、有機化学の基礎的な総合力を養うことを目的と
しているので、基礎有機化学（１年後期）、有機化学（２年前期）、分子反応論（2年後期）で有機化学全般を学んだ上で受
講すると理解が深まる。従って、これら全ての講義をセットで履修することが望ましい。

マクマリー有機化学 第９版（上・中・下）　東京化学同人　マクマリー　 上9784807909124、中9784807909131、下9784807909148

ボルハルト・ショアー現代有機化学（第８版）(上・下)　化学同人　ボルハルト、ショア―　 上9784759820294、下9784759820300

カルボン酸誘導体の基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

カルボニル化合物のα位における反応性を理解することができる

アミンの基本的性質、構造的特徴、反応性を理解することができる

火曜日4限目に事前予約

逆合成　求核アシル置換反応　α置換反応　カルボニル縮合反応　　カルボン酸誘導体　　　　
　　

【基礎科目】基礎有機化学（1年
後期）、化学Ⅱ（1年後期）、化学
Ⅱ演習（1年後期）、有機化学（2
年前期）、分子反応論（2年後期）
  【連携科目】有機機器解析学（2
年前期）、素材科学実験Ⅱ（2年
後期）  【発展科目】ナノサイエン
ス演習（3年後期）、卒業研究（4
年）、ゼミナール（4年）

ブレンド授業（対面＋遠隔）

分子デザイン学（３ナ）2022

３

２

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・化学

マクマリー有機化学概説 第7版　東京化学同人　マクマリー　　978-4-8079-0927-8

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ジョーンズ有機化学 第5版（上・下）　東京化学同人　ジョーンズ　 上9784807908936、下978-4807908943

有機反応論　三共出版　加納航治　 978-4782705254

HGS分子構造模型C型セット 有機化学実習用　丸善出版　　 978-4-621-30128-9
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評価明細
基準
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のある
教員

予備知識

DP
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関連

2022 分子デザイン学（３ナ）

定期試験（40点）、レポート（40点）、その他（口頭試問）（10点）、ポートフォリオ（10点）の合計点とする
。

205

・それまでに修得して欲しい科目：化学Ⅰ、化学Ⅱ、化学Ⅰ演習、化学Ⅱ演習、基礎有機化学、有機化
学、有機機器解析学、分子反応論、素材科学実験Ⅱ  ・将来の修得に繋がる科目：ナノサイエンス演習
、卒業研究、ゼミナール

・ディプロマポリシー(DP)中にある項目「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるた
め、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの」に関連する科目である。  ・社会の多種多様な問題を
解決するために、有機化学に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

【予習】各章ごとに重要項目を演習問題形式にまとめたポイントチェック用ワークシート（ワークシートと略す）を事前に配
布するので、これに沿って講義１コマ分に相当する教科書（3節分約５ページ）の予習および該当するワークシートの問題
を解き、解答をレポート形式にまとめておくこと。なお、わからなかった問題については、後で正解を記入できるよう開けてお
く。  【講義中】教科書の解説、およびワークシートの解き方のポイントを説明するので、それをノートに書き写すこと。そして
、自学で理解できていた点の再確認、および理解不十分だった点や間違っていた点については、解答の暗記ではなく内
容の理解に努め、講義中に疑問点を解決すること。疑問点が残った場合は、オフィスアワーや学科SALCを積極的に利用
すること。  【復習】予習で作成したワークシートの解答の添削（加筆修正）を自分で行うと共に、特に、わからなかった問題
および不正解の問題については、授業スライド、講義ノートや教科書・参考書を見直して、先ず理解に努め、レポートの解
答を作成する。  【レポート提出】ワークシートのレポートを指定した期限内に提出すること。提出したレポートは八田が添
削する。課題レポートが全て合格するまで、これを繰り返す。この時点で、該当する章の内容については、ほぼ理解をして
いる状態になっておくこと。  【定期試験】教科書の各章について、理解していた内容の再確認と重要事項の暗記を、ワー
クシートを基にして行う。さらに、教科書の練習問題を解き、理解を深めると共に応用力を身につけること。  【注意】総合的
な評価をするので、テスト、レポート、ポートフォリオのすべてに取り組むことが、単位成立の前提条件となるので、注意する
こと。なお、レポート等の提出物に関して、コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行うことは、不正行為とみなされ
ます。  【注意】オフィスアワーに対面での質問等を希望する場合は、八田研究室（N806）にて対応します。オフィスアワー
にTeams のチャットやテレビ電話等での質問も受け付けます。  ※その他メール等での質問も受け付けます。

2022 分子デザイン学（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション・概要説明

オリエンテーションおよび  本講義の概要説明および各章の概要説明

講義

【予習】シラバス熟読。教科書第7章～9章を復習しながら、第
10～12章を読んでおく。  【復習】各章の概要の把握および
講義に合わせた自学スケジュールの構築。

60

オンデマンド

テーマ

内容

2回

カルボン酸とその誘導体（１）

第10章10･1～10･3節  命名法、誘導体の種類と性質、酸性度について解
説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書10･1～10･3節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

3回

カルボン酸とその誘導体（２）

第10章10･4～10･6節  合成法、求核アシル置換反応、四面体中間体につ
いて解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書10･4～10･6節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

4回

カルボン酸とその誘導体（３）

第10章10･7～10･10節  反応の概観、カルボン酸の反応、酸ハロゲン化
物の化学、酸無水物の化学について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書10･7～10･10節を読み、該当するワークシー
トの問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

5回

カルボン酸とその誘導体（４）

第10章10･11～10･13節  エステル、アミド、ニトリルの各化学について解
説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書10･11～10･13節を読み、該当するワークシ
ートの問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と
内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

6回

カルボニル化合物のα置換反応と縮合反応（１）

第11章11･1～11･3節  ケト-
エノール互変異性、エノールとエノラート、α置換反応、αハロゲン化につい
て解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書11･1～11･3節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

7回

カルボニル化合物のα置換反応と縮合反応（２）

第11章11･4～11･6節  α水素原子の酸性度、エノラートイオンの生成・反
応性・アルキル化について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書11･4～11・6節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

8回

カルボニル化合物のα置換反応と縮合反応（３）

第11章11･7～11･8節  エノラートのアルキル化と近代医学の夜明け、カル
ボニル縮合反応について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書11･7～11･8節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

9回

カルボニル化合物のα置換反応と縮合反応（４）

第11章11･9～11･11節  アルドール反応、Claisen縮合、Dieckmann環
化、Michael反応、逆合成解析について解説、ワークシートの演習・解説

講義  演習

【予習】教科書11･9～11･11節を読み、該当するワークシー
トの問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

10回

アミン（１）

第12章12･1～12･2節  命名法、構造、性質について解説、ワークシートの
演習・解説

講義  演習

【予習】教科書12･1～12･2節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

アミン（２）

第12章12･3～12･4節  塩基性度と合成法について解説、ワークシートの
演習・解説

講義  演習

【予習】教科書12･3～12･4節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

12回

アミン（３）

第12章12･5～12･6節  反応、複素環アミンについて解説、ワークシートの
演習・解説

講義  演習

【予習】教科書12･5～12･6節を読み、該当するワークシート
の問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と内
容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

13回

標的分子デザイン

（プリント配布）  逆合成、標的化合物の分子設計に関する解説と演習問題
の演習・解説

講義  演習

【予習】逆合成及び標的化合物の分子設計に関するワークシ
ートの問題を解いてみる。  【復習】ワークシートの解答完成と
内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

14回

復習と演習・まとめ

カルボン酸とその誘導体、カルボニル化合物のα置換反応と縮合反応、ア
ミンと逆合成に関する復習と演習問題の演習・解説

講義  演習

【予習】教科書10章～12章と標的分子デザインの復習、さら
に該当するワークシートの復習及び教科書の問題を解いてみ
る。  【復習】演習問題の解答完成と内容の理解。

90

オンデマンド

テーマ

内容

15回

定期テスト

全範囲を対象とする理解度確認のためのテスト

演習

【予習】教科書10～12章と標的分子デザインの復習、ノート
の復習、ワークシートの復習

90

対面
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

分離科学工学（３ナ）

Separation Science and Engineering

2623301

後期

sakoguti@nano.sojo-u.ac.jp

N306　　　　　

迫口明浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

 各種機能物質及びエネルギーを生産する化学プロセスには、原料に物理・化学的変化を与えるための様々なプロセスが
含まれている。これらのプロセスの一つである分離・精製プロセスは、化学プロセス全体の建設及び運転コストに大きな
影響を及ぼしており、とくに新素材、医薬品、化粧品、食品などの品質管理、環境保全の点で重要な位置を占めている。「
分離科学工学」では、物質の性質の差を利用して物質を相互に分離するための原理、装置および操作法について概説
する。   将来、化学プロセスの研究開発、運転に関与する技術者を目指す学生にとって、「分離科学工学」は、必要不可
欠な基礎知識を提供する。また、授業（とくに課題）を通して、分離・精製プロセスに関する様々な課題に対応できる基礎
能力と、分離・精製プロセスにおける物理および化学現象を定量的にとらえる汎用的解析能力を養成する。   上述した能
力を確実に身に着けるために、課題のレポートに対する講評を、各レポートの提出期限の後の授業で行い、学生へフィー
ドバックする。

標準化学工学　化学同人　松本道明ら　 4-7598-1073-0

ベーシック化学工学　化学同人　橋本健治　 4-7598-1067-6

相変化を利用した分離・精製プロセスの原理、装置および操作法の要点を説明することができる。

分離剤を利用した分離・精製プロセスの原理、装置および操作法の要点を説明することができる。

粉粒体の性質と分離法の原理、装置および操作法の要点を説明することができる。

火曜日５時限。可能な限り、メー
ルで予約すること。

相変化を利用した分離・精製プロセス（蒸留）　分離剤を利用した分離・精製プロセス（ガス吸収, 抽出, 吸着）　
膜分離　粉粒体の性質（粒子径、粒子径分布、粒子終端速度）　　粉粒体の分離法（ふるい分け, ろ過, フィル
ター集塵, サイクロン, 電気集塵）　　　　　　

基礎科目：化学Ⅰ、化学Ⅰ演習、
化学Ⅱ、化学Ⅱ演習、バイオ・化
学系の基礎数理Ⅰ、         バイ
オ・化学系の基礎数理Ⅱ、基礎
物理化学、基礎物理化学演習、  
       基礎プロセス工学、プロセス
工学、基礎化学実験Ⅰ  連携科
目：先端化学実習Ⅳ  発展科目：
卒業研究

対面授業

分離科学工学（３ナ）2022

3

2

選択

はじめて学ぶ化学工学　丸善　草壁克己ら　　4621083732

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

基礎からの化学工学　東京化学同人　平田雄志ら　 978-4-8079-0652-9

工学のための物理化学　朝倉書店　荒井康彦、迫口明浩ら　 4-2542-5019-3
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 分離科学工学（３ナ）

１）レポート   授業の中で指示する教科書、参考書またはインターネット上の情報を参考にして「課題①
～⑥」（各課題の配点10点）および「まとめの課題①～②」（各課題の配点15点）に取り組み、それぞれ
の答案を提出する。10点×6 + 15点×2＝90点  ２）ポートフォリオ   授業の取り組み、到達度目標の
達成度を学生が自己評価する。10点

210

物質収支、化学（相平衡、熱力学など）、物理学（力学など）および数学（微積分など）に関する基礎知識
について、関連科目の中の基礎科目で学習した内容を基に復習しておくことが望ましい。

ナノサイエンス学科の１つのディプロマ・ポリシー：   「ナノサイエンス分野において応用力を有する専門
家になるために必要な汎用的基礎力と専門能力」  を身に付けることに関連した科目である。   この科
目を修得することで、将来、化学を基礎とした専門的能力が必要とされる分野（モノづくり、環境分析・
保全、医療、科学教育など）において、化学工学的な考え方を有する高度な研究者・技術者として活躍
することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

 レポート等の提出物のコピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなす。   他の注意事項については、授
業の中で指示する。
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

１）オリエンテーション  ２）分離科学工学とは

１）シラバスの説明  ２）化学プロセスの中での分離・精製プロセスと粉粒体
プロセスの重要性

講義

【予習】印刷したシラバスを授業ノートに貼り、シラバスを読ん
でおく。  【復習】今回の授業内容（疑問点を含む）を授業ノー
トにまとめる。

90

テーマ

内容

2回

分離・精製プロセスの基礎

１）分離・精製法の原理  ２）分離・精製装置の種類と特徴

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題①（範囲：第1～2回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題①についてレポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

3回

相変化を利用した分離・精製プロセス①

１）課題①の解説  ２）蒸留の原理

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

4回

相変化を利用した分離・精製プロセス②

蒸留塔の特徴

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題②（範囲：第3～4回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題②についてレポートを作成し、次回の授業ま
でに提出する。 90

テーマ

内容

5回

相変化を利用した分離・精製プロセス③

１）課題②の解説  ２）蒸留塔の基礎的設計法

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題③（範囲：第5回の授業
）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復習】１）
今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる
。  ２）課題③についてレポートを作成し、次回の授業までに提
出する。 90

テーマ

内容

6回

分離剤を利用した分離・精製プロセス①

１）課題③の解説  ２）ガス吸収  ３）二重境膜説

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

7回

分離剤を利用した分離・精製プロセス②

抽出

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題④（範囲：第6～7回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題④についてレポートを作成し、次回の授業ま
でに提出する。 90

テーマ

内容

8回

分離剤を利用した分離・精製プロセス③

１）課題④の解説  ２）吸着

講義  演習

【予習】今回の授業内容に関するキーワード（前回の授業で
指示する）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業
内容（疑問点なども含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

9回

膜分離

精密ろ過、限外ろ過、ナノろ過、逆浸透。

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題⑤（範囲：第8～9回の
授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題⑤についてレポートを作成し、次回の授業ま
でに提出する。 90

テーマ

内容

10回

粉粒体プロセス①

１）課題⑤の解説  ２）粉粒体の性質（粒子径、粒子径分布、粒子終端速度）

講義  演習

【予習】今回の授業に関するキーワード（前回の授業で指示す
る）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業内容（疑
問点を含む）を授業ノートにまとめる。

90

2022 分離科学工学（３ナ）

212



回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

粉粒体プロセス②

粉粒体の分離法（１）ふるい分け、ろ過。

講義  演習

【予習】今回の授業に関するキーワード（前回の授業で指示す
る）を予習し、授業ノートに記す。  【復習】今回の授業内容（疑
問点を含む）を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

12回

粉粒体プロセス③

粉粒体の分離法（２）フィルター集塵、サイクロン、電気集塵。

講義  演習

【予習】前回の授業で指示された課題⑥（範囲：第10～12回
の授業）に関するキーワードを予習し、授業ノートに記す。  【復
習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノートにま
とめる。  ２）課題⑥についてレポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

13回

授業のまとめ（第1回）

１）課題⑥の解説  ２）バイオ生産物の回収および精製の方法（まとめの課題
①）

講義  演習

【予習】前回の授業で出題された「まとめの課題①」について
調査する。  【復習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を
授業ノートにまとめる。  ２）まとめの課題①について調査し、そ
の結果を授業ノートにまとめる。

90

テーマ

内容

14回

授業のまとめ（第2回）

１）まとめの課題①の解説  ２）分離工学の体系（まとめの課題②）

講義  演習  S
GD

【予習】前回の授業で出題された「まとめの課題②」について
調査する。  【復習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を
授業ノートにまとめる。  ２）まとめの課題①の解説をもとに、グ
ループディスカッションの結果とともに、レポートを作成し、指
定された期限までに提出する。 90

テーマ

内容

15回

１）総評  ２）学生による授業の振り返り

１）教員による授業全体のまとめ（まとめの課題②の解説）  ２）シラバス記載
の「学生の到達度目標」に関する学生による自己評価  ３）授業アンケート

講義  演習  S
GD

【予習】シラバス、とくに「学生の到達度目標」を読んでおく。  
【復習】１）今回の授業内容（疑問点なども含む）を授業ノート
にまとめる。  ２）まとめの課題②の解説をもとに、グループディ
スカッションの結果とともに、レポートを作成し、指定された期
限までに提出する。 90

テーマ

内容

16回 90

2022 分離科学工学（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

専門英語（３ナ）

Technical English

2623701

後期

mizuki@nano.sojo-u.ac.jp

N501　　　　　

水城圭司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 80 0 0 10 10 100

 英語は世界共通のコミュニケーションツールとしてナノサイエンスの分野でも英語が公用語となっており、最新の重要な
情報はほぼすべて英語によって公表されている。これらの情報は、卒業研究や大学院での研究、さらには就職後の業務
や研究開発などにも必要不可欠である。  本講義では、グローバル化人材育成を目的とした実用英語、化学を専門とす
る学生を対象とした化学英語の基礎、英語文献の検索とその活用法について習得することで、上述に関連した専門能
力を向上するための英語力の深化と課題解決能力を高めることができる。   なお、講義中のテスト・レポートの結果は、
適宜授業中に学生へフィードバックする。

授業の中で指示する　　　 

　　　 

化学英語文献を検索し、必要な文献をダウンロードし、文献の中身を理解することができる

オフィスアワーについては学修上
の注意欄を参照

化学英語論文　SciFinder-N　ChemDraw　　　　　　　　　

基礎科目：英語Ⅰ～Ⅳ  発展科
目：ナノサイエンス演習、卒業研
究、ゼミナール

ブレンド授業

専門英語（３ナ）2022

3

2

選択

授業の中で指示する　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 専門英語（３ナ）

レポート課題：化学英語文献検索と入手（10点）、和訳（50点）、要約（20点）、その他とは、化学英語文
献検索に必要なオンラインツールの習熟（10点）、ポートフォリオ記入：10点

215

なるべく多くの英単語を暗記しておいてほしい。

ディプロマポリシー(DP)中にある項目「汎用的技能：ナノサイエンス分野において応用力を有する専門
家になるため、汎用的基礎力と専門能力を身につけたもの、社会人として相応しい豊かな人間性と責任
感、倫理観を身につけたもの。」に関連した科目であり、「実用的な英語力と化学英語の基礎力と専門
能力」を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

レポート等の提出物において、コピーアンドペーストのような剽窃（他人のものを自分のものとして発表・提出すること）を
した場合、不正行為と見なされます。  オフィスアワーの時間は事前予約制とします。事前予約方法は、火曜日4限目に該
当教員の居室を訪ねるか、Eメール等で申請すること。その他メール等での質問も受け付けます。  本講義はブレンド型授
業だが、原則対面で実施する。オンラインで行う場合にはその1週間前の講義日にアナウンスを行う。

2022 専門英語（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

講義の進め方。化学英語文献について、PC必須

講義

予習：シラバスの熟読し、気になる点をノートにまとめておく  
復習：講義内容を理解し、今後の学修計画をノートにまとめて
おく

40

対面

テーマ

内容

2回

化学英語文献を検索・入手・読破するために

化学英語文献を検索・入手・読破するために必要なツール、サイト、情報につ
いて、PC必須

講義、演習

予習：PCとWiFiが問題なく利用できるようにしておく  復習：
講義中に説明のあったツール・サイト等について確認したうえ
で、今後の学習計画について考え、ノートにまとめておく

40

対面

テーマ

内容

3回

ChemOfficeの入手と利用法について

化学英語文献におけるChemOfficeの利用法について、PC必須

講義、演習

予習：PCとWiFiが問題なく利用できるようにしておく  復習：
講義中に説明のあったChemOfficeの利用法について確認
したうえで、今後の学習計画について考え、ノートにまとめて
おく

40

対面

テーマ

内容

4回

化学英語論文の検索・化学英語論文の構成

化学英語論文の検索・化学英語論文の構成について、PC必須

講義、演習

予習：これまでの検索に必要なツールの使用法を習熟してお
く。  復習：講義中に検索した化学英語論文の候補を学ノート
にまとめておく

40

対面

テーマ

内容

5回

化学英語論文の検索1

化学英語論文の検索を進める

演習

予習：これまでの検索に必要なツールの使用法を習熟してお
く。  復習：講義中に検索した化学英語論文の候補を学ノート
にまとめておく

40

オンデマンド

テーマ

内容

6回

化学英語論文の検索2

化学英語論文の検索を行い、読み進める論文を決定し、提出する

講義、演習

予習：検索した化学英語論文の候補について、概要を把握し
ておく  復習：決定した化学英語論文についてPDFを入手し、
教員と相談しながら最終決定を行う。

40

オンデマンド

テーマ

内容

7回

化学英語論文の和訳1

化学英語論文の和訳をすすめる。

演習

予習：決定した化学英語論文について、可能な範囲で和訳を
行う  復習：和訳した化学英語論文の内容について、理解を
深める

40

オンデマンド

テーマ

内容

8回

化学英語論文の和訳2

化学英語論文の和訳をすすめる。

演習

予習：決定した化学英語論文について、可能な範囲で和訳を
行う  復習：和訳した化学英語論文の内容について、理解を
深める。論文を読み進めていく上で、内容を変更したい場合
は教員にメールで相談を行う。

40

オンデマンド

テーマ

内容

9回

化学英語論文の和訳3

化学英語論文の和訳をすすめ、途中状況の和訳状況を報告し、教員のコメ
ントを受ける

講義、演習

予習：決定した化学英語論文について、可能な範囲で和訳を
行う。  復習：和訳した化学英語論文の内容について、理解を
深め、現在読み進めている内容までの和訳レポートを作成し、
提出を行う。

40

オンデマンド

テーマ

内容

10回

化学英語論文の和訳3

化学英語論文の和訳をすすめる。

演習

予習：決定した化学英語論文について、可能な範囲で和訳を
行う  復習：和訳した化学英語論文の内容について、理解を
深める

40

オンデマンド

2022 専門英語（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

化学英語論文の和訳4

化学英語論文の和訳をすすめる。

演習

予習：決定した化学英語論文について、可能な範囲で和訳を
行う  復習：和訳した化学英語論文の内容について、理解を
深める

40

オンデマンド

テーマ

内容

12回

化学英語論文の和訳5

化学英語論文の和訳をすすめ、最終的な和訳のレポートを提出する

演習

予習：決定した化学英語論文について、可能な範囲で和訳を
行う。  復習：和訳した化学英語論文の内容について、理解を
深め、化学英語論文の和訳レポートを作成し、提出を行う。

40

オンデマンド

テーマ

内容

13回

化学英語論文の要約1

和訳した化学英語論文を元に、論文の要約の仕方について

講義、演習

予習：決定した化学英語論文について、自らの和訳を元に要
約をすすめる。  復習：和訳した化学英語論文の内容につい
て、理解を深め、化学英語論文の要約レポートを作成する。

40

オンデマンド

テーマ

内容

14回

化学英語論文の要約2

和訳した化学英語論文を元に、論文の要約を作成し、提出を行う。

演習

予習：決定した化学英語論文について、自らの和訳を元に要
約をすすめる。  復習：和訳した化学英語論文の内容につい
て、理解を深め、化学英語論文の要約レポートを作成し、提出
を行う。

40

オンデマンド

テーマ

内容

15回

化学英語論文の和訳・要約について、 総括

提出された化学英語論文和訳・要約の内容について講評を行う。授業アン
ケート、ポートフォリオ

講義

予習：これまでの和訳・要約をふりかえっておく  復習：講評を
元に和訳・要約の内容について修正をおこなう。

40

オンデマンド

2022 専門英語（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

学外実習◎（３ナ）

Special practice

2623801

後期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

N806　N601　　　　

八田泰三　田丸俊一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 40 40 0 10 10 100

 事前に事業内容を調査した上で企業の現場、すなわち工場や研究所を見学し、実業の実際を知ることにより大学で学
ぶ意欲をさらに高める。また、見学の選択肢として海外の日系企業を見学に含める自立型海外研修を実施する場合があ
る。   レポートや成果発表の結果に対する講評を適宜行い、学生へフィードバックする。

　　　 

　　　 

事前に見学先を調査することができる

事後に気づいたこと、成長したことなどをまとめたレポートを提出することができる

学外実習の内容を発表することができる

昼休み

工場見学　キャリア　　　　　　　　　　

連携科目：先端化学実習Ⅳ  発
展科目：卒業研究、ゼミナール

対面授業

学外実習◎（３ナ）2022

3

1

必修

適宜資料を配布する　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 学外実習◎（３ナ）

レポート：事前レポート提出（20点）、事後レポート提出（20点）、成果発表：見学についての報告会（40
点）、ポートフォリオ：学生の到達度目標の字数と内容の評価（10点）、その他：見学時の質問、発表を
総合的に判断（10点）

220

３年前期までのナノサイエンス学科の専門科目、科学技術者倫理

当科目では、大学のDP（人間関係形成・社会形成能力、自己理解）および学科のDP（知識･理解、汎
用的技能、態度･志向性）に掲げる能力の向上が目標である。具体的には以下の通りである。  ・社会人
として相応しい豊かな人間性と責任感、倫理観について、現場で実際に就業している人の働きを見るこ
とによって生きた知識を身につける。  ・ナノサイエンス分野において応用力を有する専門家になるため
に、企業現場、工場、研究所から実際の学習意欲を向上させる。  ・社会の多種多様な問題を解決する
ために、以後の就職活動に必要な課題発見・問題解決能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

①自立型海外研修を実施する場合、４～５月に希望者を募集し、夏休み期間中に実施する。（海外研修はその時の情勢
により実施が見送られる可能性がある。）  ②国内工場見学は後期の9月から1月にかけて実施する複数の日程を選択し
て参加すること。  ③事前・事後の学習にインターネット及び図書館の蔵書を利用することを推奨する。  ④提出物や作成
資料における文章や図のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされ ますので、作成の時には
注意すること。なお、引用する場合は出典先(書物名やWebのURL)を示しておくこと。

2022 学外実習◎（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

学外実習1

ガイダンス１ 授業の進め方、海外研修の説明

講義

イントロダクション

復習12
0

対面授業

テーマ

内容

2回

学外実習2

ガイダンス2 授業の進め方、国内工場見学の説明

講義

国内工場を訪問するにあたっての事前学習として、企業の事
業内容や製品の製造法について調べる

予習12
0

対面授業

テーマ

内容

3回

学外実習3

事前学習（1回目）事前に調べた内容について、グループ内で発表しあう(A
L:SGD,PBL,e-L)。

講義、演習

授業で行ったグループ内の発表の振り返りを行い、工場見学
に備える。

予習12
0  復習

120

対面授業

テーマ

内容

4回

学外実習4

見学（1回目）(AL:SGD,PBL)

実習

実際に工場見学をして、新たにわかったことや気づいたことを
まとめ、発表資料を作成する。

復習12
0

対面実習

テーマ

内容

5回

学外実習5

事前学習（2回目）事前に調べた内容について、グループ内で発表しあう(A
L:SGD,PBL,e-L)。

講義、演習

授業で行ったグループ内の発表の振り返りを行い、工場見学
に備える。

予習12
0  復習

120

対面授業

テーマ

内容

6回

学外実習6

見学(2回目)(AL:SGD,PBL)

実習

実際に工場見学をして、新たにわかったことや気づいたことを
まとめ、発表資料を作成する。

復習12
0

対面実習

テーマ

内容

7回

学外実習7

事後学習１：自立型海外研修、国内工場見学の発表資料（映像またはパワ
ーポイント）をグループごとに作成する(AL:SGD,PBL,e-L)。

演習

発表資料の作成、発表練習

予習12
0  復習

120

対面授業

テーマ

内容

8回

学外実習8

事後学習2：自立型海外研修、国内工場見学の報告を映像等を用いて行う(
AL:SGD,PBL)。  ポートフォリオ入力

実技、演習

自分のグループの発表の反省と、他のグループの発表を聞
いて気づいたことをまとめる。

予習12
0  復習

120

対面授業

2022 学外実習◎（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

先端化学実習Ⅳ◎（３ナ）

Project study on advanced chemistry IV

2624001

後期

hatta@nano.sojo-u.ac.jp

N806（３年担任 八田）　ナノサイエンス学科棟の各教員の居室　　　　

池永和敏　井野川人姿　草壁克己　黒岩敬太　　櫻木美菜　迫口明浩　田丸俊一　友重竜一（
実務経験）　　西田正志　八田泰三　水城圭司　米村弘明　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 0 30 30 10 30 100

 本講義では各種実験・演習・自習・実技をとおして、卒業研究の準備、就職活動の準備、進路の熟考のための専門スキ
ルの修得が主な目的であるので、受講生に希望調査を行い、各研究室に配属して、研究室の教員の指導のもとに、以下
の内容を実施する。それぞれの内容についての成果発表、展示物、作品に対する講評を適宜行い、学生へフィードバック
する。  ①新素材科学、環境科学、バイオ関連科学の各分野の教員の指導の下、各学生が興味を持ったナノサイエンス
に関連する課題について調査・研究を行い、その途中経過を定期的に報告する。  ②最後に得られた結果をスライドにま
とめて口頭で個々に発表する（研究室でまとまって発表の場合もある。）。これにより、各分野に関する専門知識を深め、各
種の課題解決能力の修得につなげる。  ③就職活動に関連する指導や情報提供も併せて行い、スムーズに活動に移れ
るような環境を提供する。  ④この授業には学士課程共通の学習効果との対応および情報処理教育の情報活用の実践
力の内容も含まれている。  ⑤途中経過報告として、後期11月ごろ開催の井芹祭の「学科展示」において一般市民の方
へ、発表する場合がある。   上述した内容に対して、相応の評価が得られた時に、単位取得が成立するものとする。   な
お、本科目の教員には実務家教員が含まれることから、その前職における超LSIの開発経験を生かし、半導体材料等の
分野に関しても学生たちに教授する。

各関連分野の図書　　　 

　　　 

研究テーマの調査・実験を責任持って実施することができる

検討会において、調査・研究内容をまとめて報告することができる

展示や発表会において、内容を具体的に発表することができる

昼休み

研究　ナノサイエンス　新素材科学　環境科学　　バイオ関連科学　　　　　　

ナノサイエンス学科の専門科目、
卒業研究、ゼミナール  なお、配
属研究室の専門科目を受講して
いない場合は、配属先の研究内
容が理解できずに、実験等が実
施困難な場合があるので、各分
野を広範囲に受講すること。

対面授業

先端化学実習Ⅳ◎（３ナ）2022

3

4

必修

各担当者からの配布物等　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2022 先端化学実習Ⅳ◎（３ナ）

成果発表(30点)：展示や発表会・報告会の成果、作品(30点)：実験ノート及び研究成果報告書（検討
会・発表会の資料や最終報告書など）の提出、その他(30点)：各指導教員の元で定期的に行われる報
告会の発表内容、ポートフォリオ(10点)：学生の到達度目標の字数と内容、の合計点とする。なお、発
表内容、提出資料内容が不十分な場合は、再試験、再調査を実施する。各指導教員の元で定期的に行
われる報告会の発表内容が不十分な場合は、成果発表の評価点が0点の場合がある。

224

友重竜一

ナノサイエンス学科の専門科目のすべてと関連するので、これまで開講された専門科目の理解が極め
て重要である。

当科目では、大学のDP（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力）お
よび学科のDP（知識･理解、汎用的技能、態度･志向性）に掲げる能力の向上が目標である。  具体的
には、各自担当するテーマの研究、調査、実験を責任を持って成し遂げる中で、問題解決能力と専門的
な能力を身につける。また、研究室内の活動において、指導教員、先輩との会話を通して、コミュニケー
ション能力、実験を進める中で、リーダーシップなどのスキルの向上を目指す。



学修上の
注意

(SBOs)

①実習の受講前に2時間程度自学予習、受講後には2時間程度自学復習を配属先の大学研究室で実施することを推奨
する。  ②自学自習時には、研究室の担当教員や先輩からのアドバイスをもとに、インターネット検索、図書館の蔵書を利
用した調査や学術論文を利用した学習を推奨する。  ③実験講義形式なので、基本的には、すべて出席する必要があり、
欠席した場合は、講義のない空き時間や冬休み期間を利用して補填に務めること。  ④本講義の目的は、卒業研究の準
備、就職活動の準備、進路の熟考であり、それらを4年生へ繋げる重要な科目である。後期の第1回目の講義日より3月3
1日まで（評価は終了しているが）、特に行事がない空いた日は、配属先の研究室において、指導教員から与えられた内
容を鋭意に実施すること（指導教員によって、若干変更する場合がある。）。  ⑤理由のない欠席が多い場合、無気力な受
講態度の場合など、指導教員の判断をもとに学科会議において協議の上、不合格にする場合がある。  ⑥提出物や作成
資料における文章や図のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされるので、作成の時には注
意すること。なお、引用する場合は出典先（書物名やWebのURL）を示しておくこと。

2022 先端化学実習Ⅳ◎（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容

開講形態

授業形態
学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

先端化学実習1

固体材料の化学合成と分析・評価方法の修得(SGD,PBL,e-L)

実習・実験

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

2回

先端化学実習2

有機合成に関する基礎知識・スキルの修得および有機化学関連情報処理
演習(SGD,PBL,e-L)

実習・実験

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

3回

先端化学実習3

環境水の化学分析技術の修得(SGD,PBL,e-L)

実習・実験

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

4回

先端化学実習4

マイクロ波化学反応を用いたナノサイエンス(SGD,PBL,e-L)

実習・実験

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

5回

先端化学実習5

ナノテクノロジー分野で活躍する化学技術者に求められるプロセス工学的
アプローチ法に関する基礎と応用(SGD,PBL,e-L)

実習・実験

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

6回

先端化学実習6

化学と生化学を駆使した先端研究を学ぶ(SGD,PBL,e-L)

実習・実験

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

7回

先端化学実習7

就職活動に必要な心構えと実際の活動方法 (各分野共通)(e-L)

講義・演習

各実習テーマに応じた内容に関する書籍、論文を検索・通読
し、自らの演習課題を解決できるように自学自習する。

予習12
0復習1

20

対面

テーマ

内容

8回

先端化学実習8

ポートフォリオ入力(e-L)

演習

予習60
復習60

対面

2022 先端化学実習Ⅳ◎（３ナ）
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